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はじめに
「仕事とは何か？」という問いに答えることは簡単なようで難しいものです。阪

神・淡路大震災以降、ボランティアが注目されるようになりました。また、最近

はNPOがマスコミを賑わし、こうした動きは「新しい活動」「新しい働き方」と呼

ばれてきました。そして今、着目されているのが「コミュニティビジネス」です。

平成15年の厚生労働省の発表によると、コミュニティビジネス分野の雇用創出規

模は平成25年に90万人とされており、大変な期待と注目を集めています。

今やちょっとしたブームとなりつつあるこの“コミュニティビジネス”をしっ

かりととらえようと試みるとき、「活動」や「働き方」といった視点ではうまく把

握することができません。冒頭で触れましたが「仕事」という視点でとらえたと

きに初めて、その特徴をつかむことが可能になってきます。

「仕事とは何か？」それは「対価を得る“役立ち”」です。対価はお金だけとは

限りません。周りからの感謝も含まれるでしょう。そして “役立ち”は社会的に

評価されるものである必要があります。大げさに表現すれば「仕事とは生命の維

持と発展に貢献する活（はたら）き」といえるのではないでしょうか。

コミュニティビジネスはこの“仕事”、すなわち「対価を得る“社会的な役立ち”」

を地域レベルで実践するものなのです。

この本は、100件におよぶコミュニティビジネスの事例を調査・分析すること

から生まれました。今、注目を浴びているコミュニティビジネスを一過性のブー

ムで終わらせることのないよう、コミュニティビジネスが発展していくためのプ

ロセスとノウハウを、できる限り明らかにし公開しています。これから地域に役

立つ仕事を起こそうと考えている人、既にそんな仕事を始めている人、そして、

その人たちを支援しようとしている人にとって、このガイドブックが少しでもお

役に立てるのであれば大変うれしく思います。また、本書を礎として、今後多く

のコミュニティビジネスが地域に生まれることを心から望みます。

本書は、全国中小企業団体中央会「平成15年度コーディネート活動支援事業」

の助成を受けて製作いたしました。調査にご協力いただいたコミュニティビジネ

ス事業所の皆さま、そしてバックアップいただいた全国中小企業団体中央会に感

謝申し上げます。

コミュニティビジネスが確かな一歩を重ねながら、期待がいつの日か信頼へと

変わり、地域社会に根を張って、大きな実りをもたらすことを願っています。

2004年2月
執筆者 鈴木直也　村田元夫
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活用の手引き

対　象
この「コミュニティビジネスガイドブック」は次の人を対象に書かれています。

●コミュニティビジネスをこれから始めようと思っている人

●既にコミュニティビジネスを始めている人

●コミュニティビジネスの立ち上げや発展を支援する人

目　的
この「コミュニティビジネスガイドブック」の目的は次の通りです。

●コミュニティビジネスを目指す起業家が社会的に自立するための手引書となる

●コミュニティビジネスを支援するための指南書となる

●市民参加によるまちづくり事業の参考書となる

コミュニティビジネスが社会的に求められる背景と必要性、可能性についてさまざまな
角度から考えます。

構　成
第1章 コミュニティの課題とビジネスによる解決

先進事例の調査から明らかになったコミュニティビジネスの発展段階別成長モデルの特
徴について考察します。

第2章 コミュニティビジネスの発展段階別成長モデル

コミュニティビジネスの成熟期における発展のタイプと新しい事業スタイルのあり方に
ついて考察します。

第7章 成長・安定・分化期

コミュニティビジネス同士がつながり、点から線、線から面、面から層を形成するに至
る要件とシナリオを考察します。

第8章 クラスター形成

コミュニティビジネスのクラスターがもたらす、未来の経済社会のビジョンを描きます。

第9章 ニュープロフィット経済圏

コミュニティビジネスのヒントやアイデアが収集できる事典です。→右ページ参照

第10章 コンセプト集

コミュニティビジネスを縦軸と横軸の両面から解説します。→右ページ参照

[横軸] 5つの活用方法

第3章 想い醸成期
第4章 共同学習期
第5章 社会実験期
第6章 事業展開期

1 ）チェックリスト

2 ）成長へのキーファクター

3 ）セルフプロデュースシート

4 ）発展段階別事例研究

5 ）Ｑ＆Ａ

[縦軸] 4つの発展段階

事業者向け

支援者向け



発展段階における必要な要件をどの程度満たしているか、チェックリストで

確認します。事業者は 、支援者は

のチェックリストを活用してください。

発展段階ごとに必要な要件を学びます。

は4ページ構成、 は2ページ構成です。

成長へのキーファクターは86ページで一覧表にまとめていますので、全体

の把握にお使いください。

発展段階ごとに1枚セルフプロデュースシートを用意しました。

セルフプロデュースシートを3章から順番に仕上げていくと、事業計画が作

成できるようになっています。右側のページを120％に拡大コピーし、左

ページの解説手順に沿って作業を進めてください。
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活用方法
第3章ー第6章 想い醸成期・共同学習期・社会実験期・事業展開期

第10章 コンセプト集

支援者向け

支援者向け

1 ）チェックリスト

2 ）成長への
キーファクター　　

▼

▼

▼

▼

3 ）セルフ
プロデュース
シート

左ぺージには該当する発展段階に特徴がみられる事例を紹介しています。

右ページには海外の事例と国内の事例を、発展の経緯を時系列にみながら研

究できるように紹介しています。

●左ページで、コンセプトの理解を深めてください（コンセプトの説明、コン

セプトの背景、関連キーワード）。

●右ページは事業化に向けたアイデアやヒントです。自らの事業に活かす方法

を考えてみてください（コンセプトの構造、コミュニティビジネスへの活用

例、事業自立のポイント、地域での役立ち分野）。

●ページ上部の説明文と図によって、コンセプトの理解を深めてください。

●支援メニューはコンセプトを活かした具体的な支援の方法です。

●支援者のツールは支援を行うときに身に付けておいた方が良い技術です。

●使用上の注意で示された支援のスタンスやコツに留意して支援を行ってください。

4 ）発展段階別
事例研究

のQ&Aと のQ&Aを用意しました。

一歩踏み込んだ手法の習得に活用してください。

Q&Aまで習得したら、一つひとつ具体的な行動へとつなげていきましょう。

ときどき、チェックリストに戻り、進捗度合いを確認してください。

コンセプト①～⑩

5 ）Q&A

事業者向け

事業者向け

事業者向け

事業者向け

コンセプト⑪～⑯

支援者向け

支援者向け
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第1章
コミュニティの課題と
ビジネスによる解決

経済のパワーを活用した地域の市民活動
「ここで暮らして良かった」「ここで子どもを育てたい」と言える地域で

ありたい。どんな地域であれば、胸を張って暮らせるのでしょうか。

●誰となく、どことなく交流が生れる「ふれあい」ある地域

●いざというとき、助け合いができる安心の地域

●個人や家族が潤いを感じながら働く場がある地域

●地元固有の文化があるユニークな地域

●地球環境と調和した持続可能な地域

そんな地域をつくるため、市民活動にビジネスの視点（継続性ある仕事）

を導入するアプローチ、もしくは、ビジネスの世界に「コミュニティの元

気」を評価尺度とする社会的視点を導入するアプローチをコミュニティビ

ジネスと呼びます。コミュニティビジネスは、地域の中にある資源や技術

を活用することで、地域の中の経済循環を生み出し、ひいては地域内交流、

安心できる生活、雇用の創出、地元文化の醸成、地球環境の保全に役立て

る事業活動です。
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気になるコミュニティの現状
われわれの身の回りで起こっているちょっと気になる風景や出来事。地域は、揺れる経済、分断される

文化、国際化が進む社会の中で漂流しています。

危険なまち
玄関のドアの鍵を2つ付ける家が多くなってき

ました。確かに、鍵が1つより2つあるほうが空き

巣に入られる可能性は低いとは思いますが、いつ

から地域はこんなびくびくした生活を強いられる

ようになってしまったのでしょうか。

地域での犯罪といえば、未成年による凶悪犯罪

も近年急増しています。これらの犯罪は、地域コ

ミュニティの衰退と無縁ではないでしょう。

漠然とした不安感
日本はついに自殺率の世界一高い国となってし

まったようです。モノの豊かさに比べ心の貧困さ

が今浮き彫りになってきています。安心できる居

場所が地域のどこにもないことを意味しているの

ではないでしょうか。

中でも異様なのが若者の集団自殺です。モノが溢

れている日本にとって、生きていくこと自体は難し

くありませんが、生きる意味を見い出せないことが

漠然とした不安なのです。もう一方で目立つのが、

30～50代の「経済・生活問題」による自殺の増加で

す。不況やリストラによって負債を抱えたり失業に

よる不安が主な原因です。そして、自殺者の中で一

番多いのが60歳以上の高齢者です。退職後の生きが

い喪失、介護のあり方など、高齢者にとって日本は

住みにくい社会になってきたようです。

難しくなってきた子育て
最近、子育ての孤立化が問題になっています。

公園デビューという「儀式」の精神的圧迫感も無

縁ではありません。また、最近の子どもは家でテ

レビゲームばかりやって外で遊ばないといわれて

いますが、遊び場の不足や交通量の増大などで、

子どもが外で安心して遊べる環境が不足している
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実態が一方であります。

都市部の子どもたちは、地域の伝統文化に触

れ合う機会や自然体験が圧倒的に不足していま

す。農業を体験したことのない子どもにとって

食べ物のありがたみは実感できないでしょう。

また、共働きで一家揃って食事をする機会な

どほとんどない家庭も増えました。職と住が分

離した現在、子どもは親の働いている姿を知ら

ず、職業観を養うことができないでいます。

まちの多様性の喪失
日本中どこに行ってもコンビニがあり、少し

車を走らせれば大型スーパーがあります。同じ

ファーストフード店があり、フランチャイズ・

チェーンのレストランがあります。規模の大小

はあるものの、どこのまちの風景もほとんど同

じに見えます。どこにいても同じサービスを受

けられるという安心感がある反面、その地域特

有の文化を消し去ってしまい面白みに欠けるま

ちが増えてきました。

ここは住むための地区、ここは働くための地

区、ここはショッピングのための地区など、目

的別に開発された結果、地域の多様性がどんど

ん失われてきました。

環境破壊のすすむまち
ダイオキシンなどの環境ホルモンが報告されて

以降、食の安全性にとって不安な事件が数多く起

こっています。大腸菌O-157、BSE、食品偽装表

示、残留農薬など、このような問題が起こる原因

の一つに、生産者と消費者の距離が遠く、お互い

責任感や信頼感に乏しいことが挙げられます。

都心部ではゴミの減量化も重大な課題で、再利

用できるものをきちんと分別することが求められ

ています。ゴミの分別は市民一人ひとりの意識の

持ち方が重要であるため、それをサポートする地

域コミュニティの力が求められています。
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地域 少子高齢化や都市と地方の格差拡大で崩壊する共同体
お隣は誰が住んでいるかもわからない。夫の帰りは遅く、近所の誰にも相談できず、子育てに悩む都会

の若い母。顔見知りが多いのは安心だが、道を歩いているのは老人ばかりで、いざというときに頼れる

人がいなく困る田舎暮らし。地域では、世代間のつながりが断絶して共同体としての文化の継承ができ

ないでいます。

国・世界 広がる経済格差とグローバル化の進展
大手メーカーの工場近くにアパートが建ち、人材派遣会社に所属するアジアや南米の人々が一つの部屋

に数人で暮らしています。3Ｋの重労働を日々こなし、故郷の家族に送金しています。コンビニで困っ

ている外国人、言葉が通じずに助けられない。外国人の就労規制が強い日本にも、いつしか多くの異人

さんたちが暮らしています。

地球環境 地球温暖化による異常気象と進む自然環境の破壊
都市をつなぐ産業道路の分離帯は、トラックの黒煙で常黒樹と化し、水田を賑わしたトノサマガエルの姿

がいつしか見えなくなりました。里山の麓に整然と林立するスギ林は、昼間でも暗い。人類による産業の

急激な拡大で自然環境の自浄作用が機能不全を起こし、地球生命体そのものの存続が危ぶまれています。

家族・血縁 核家族化や女性の社会進出で希薄化する家族・血縁
若夫婦は都会のマンション住まい、両親は田舎の大きな家で寂しく畑仕事。妻は職場復帰、子どもは塾

通いでそれぞれの「個食」。人口の流動化とともに血縁の結び付きは薄れ、都市化とともに家族の構成

単位が縮小し、従来の働き方のまま女性が社会進出することで、家族は「個族」になり始めています。

変容するコミュニティの実態
社会の単位となる個人、家族、地域、国、そして地球のあり方が変わるにつれ、それぞれのつながり方

も大きく変容し、地域に昔からあった共同体は崩壊しつつあります。

個人 都市化の進展で孤立化、葛藤する個人
日本の大都市では、世帯数の50％以上が1人暮らし。職場と寝床を往復する毎日の都市生活者が増えてい

ます。人口が集中する都市では、通勤の混雑や繁華街が賑わう一方で、個人の孤立化が進んでいます。日

常会話を、テレビ、携帯電話、パソコンといった電子機器相手に行う一方で、心の癒しを求めています。

地 域 

変容するコミュニティの実態 

核家族化 

女性の社会進出 

孤立化 

葛藤 個　人 

家族・血縁 
グローバル化 

経済格差 

地球温暖化 

自然破壊 

地球・環境 

少子高齢化 

都市と地方の格差 

国・世界 
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コミュニティのあるべき姿
地域はさまざまな問題を抱えていますが、コミュニティは本来どうあるべきなのでしょうか。ここでは、

コミュニティの本来あるべき姿から課題を整理します。

交流 交流が生まれる「ふれあい」あるまち
誰となく、どことなくまちの中で交流が生ま

れ、「ふれあい」のあるコミュニティが必要で

す。お互いに顔の見える関係でつながり、助

け合い、分かち合い、学び合うことのできる

仲間が地域にいることは重要です。

ふれあい 

生活 誰もが安全で安心して暮らせるまち
高齢者であっても子どもであっても障害者であ

っても失業者であっても、誰にとってもコミュ

ニティは、安全に過ごせることが必要です。ま

た、誰にとっても居場所があり、安心して暮

らせるコミュニティである必要があります。

安心・安全 

経済 働く場があるまち
個人や家族の生活を維持し、生産活動を通じ

て自己実現を図るために、働く場がコミュニ

ティには必要です。また、一人ひとりの経済

活動を通して地域経済が循環し、潤いと活気

のあるコミュニティが望まれます。

働く場 

文化 固有の文化が育つまち
地元固有の文化を継承し、他の地域に発信で

きるユニークな文化が育つ環境がコミュニテ

ィには必要です。地域の文化活動を通じて住

民の知力、感力、和力を高め、社会に貢献で

きる人材の輩出が求められています。

固有の文化 

環境 環境と調和した持続可能なまち
地球環境と調和した持続可能な社会を築くた

めに貢献できるコミュニティになることが必

要です。限りある資源を有効に活用するコミ

ュニティライフを創造し、自然環境を保全す

ることのできる地域が望まれています。

持続可能 
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コミュニティが抱える問題解決の選択肢　
地域の問題を解決するためには、いくつかのアプローチが考えられます。政治的解決、法律的解決、

教育的解決、経済的解決、市民活動的解決がありますが、それぞれの特徴を整理してみましょう。

政治的解決
コミュニティの衰退が危惧され始めたのは、1969

年の国民生活審議会調査部会コミュニティ問題小

委員会の報告からといわれています。それ以降、

コミュニティの問題、とりわけ地域の福祉、雇用、

環境、教育、住宅の問題は、公共サービスとして

行政が主導して問題解決に取り組んできました。

しかし、今や国・地方合わせ700兆円もの負債を

抱えるに至っている行政機関では、地域問題を解

決するために思い切った予算を投入することがで

きずにいる状態です。また、地域に発生する問題

も多様化・複雑化・専門化の傾向を強め、画一的

になりがちな行政の施策では対応しきれなくなっ

てきており、最近では、さまざまな公共サービス

を民間に移行する傾向にあります。

法律的解決
ここ数年、さまざまなコミュニティ再生に関わ

る法案が成立しています。例えば、介護保険法

（1997年）、NPO法（1998年）、地方分権一括法

（1999年）、循環型社会形成推進基本法（2000年）、

改正都市計画法（2000年）などがそうです。

とはいえ、多様化するニーズを画一的な法律で

すべて解決できるわけではありません。法律で規

制するのではなく、今までの規制を緩和すること

によって、自己責任の中で住民が活動できる余地

を広げていこうという動きが見受けられます。

六
法
全
書 

教育的解決（啓蒙活動）
学校教育においては、このところ大学に「コミ

ュニティ」と付く講義や学部・学科が増加してき

ています。小中高の総合学習でもコミュニティに

絡む学習が多数行われています。一方、社会的な

啓蒙活動として、先駆的な行政機関やシンクタン
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経済的解決
最近は民間企業が福祉や環境など地域に密着した

事業を行う例が増えています。企業の社会貢献が叫

ばれる中にあって、経済的パワーを活用した民間企

業の地域活動はますます増えてくるでしょう。

一方で、大企業の場合は事業規模も大きくさま

ざまな地域との関わりがあるため、地域外に資金

が流出したり、地域外で重要な意思決定が行われ

たりすることが起こります。また活動の主流は営

利事業で、商品やサービスを提供するにもある程

度の規模が必要ですから、地域特有のニーズをし

っかりくみ取って真に地域の求める商品やサービ

スを提供する、というようなことは望めません。

ク機能を持つNPO団体などが、コミュニティに関

する調査研究を進めたり、コミュニティ再生の報

告を行う例も出てきました。

教育的解決方法は、即効性は望めないものの、

長期的な視点に立てば重要な解決方法であり、一

過性のもので終わることなく継続的な活動にして

いくことが重要です。

市民活動的解決
住民が主体となって自発的に行う活動で、NPO

団体や主婦や退職した元サラリーマンなどがボラ

ンティア的な行為として展開しているものが主で

す。自分たちの住む地域の問題を自らの手で解決

しようとする活動で、地域固有の多様なニーズに

対応して、きめ細かいサービスを提供することが

可能となるので、コミュニティの問題解決方法と

して最も現場に近い身近なアプローチといえます。

活動は有志により開始されることが多く、最初

はほとんどが手弁当による自主的な参加です。そ

のため活動の進展とともに、経済的な負担が重く

なることが多く、また、団体としての社会的信頼

性の低さが問題になることもあるため、しばしば

活動が途中で頓挫してしまうことが課題です。



コミュニティの問題 

政治的アプローチ 

教育的アプローチ 

経済的 
アプローチ 

市民活動的 
アプローチ 

法律的アプローチ 六
法
全
書 

コミュニティビジネス 
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コミュニティビジネスによる
問題解決アプローチ

経済的＋市民活動的解決（コミュニティビジネス的解決）
前述のようにコミュニティの問題はそこに住む住民が主体となって解決しようと

する市民活動的アプローチが最も現場に近い身近な解決方法です。しかし、市民活

動の課題はその継続性にあり、市民のボランティア精神を頼りに運営することが多

いため、活動の基盤となるマネジメント力が脆弱で、資金力に支障をきたすことが

多いのです。そこで、マネジメント力を強化して経営資源を有効に調達し、投資す

ることのできるビジネスの視点を市民活動に導入する必要が出てきます。

このように市民活動的アプローチと経済的アプローチを組み合わせることで、地

域の多様な問題解決を継続的に行うことのできるコミュニティビジネス的解決方法

が生まれるのです。

コミュニティビジネスとは
●コミュニティを元気にする地域活動の中で、市場性のある事業

●地域の全体利益を志向する理念を持ち、事業プロセスにおいて地域の協働を促す活動

であること

●サービス提供者と受益者、生産者と消費者、事業主体者と住民の境がなく、お互いに

顔が見えていること

●社会貢献と収益事業が分離せず、一体の活動として実施されること

●市民活動と経済活動が融合し、両者のメリットを活かしたところ

●つながりを失った地域に良好な関係性を取り戻し、共同体の回復をもたらす

定 義

要 件

意 義

特 長

●コミュニティにある資源や技術を活用することで、コミュニティ内の経済循環を生み、

地域内交流、安心できる生活、雇用の創出、地元文化の醸成、地球環境の保全に貢献
貢 献
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地域の課題とコミュニティビジネスが
担う事業分野
コミュニティの問題は多様にありますが、いくつかに類型化することが可能です。ここでは、すでに報

告された資料の中から、地域の問題を軸にわかりやすく整理されたコミュニティビジネスの事業分野に

ついて紹介しましょう。

事業分野 事業およびサービス内容 

高齢者生活支援 

障害者生活支援 

健康づくり支援 

地域環境整備、 
資源リサイクル 

子育て支援 

地域情報発信、 
ネットワークづくり 

まちづくり 

地域資源活用 

創業支援、雇用促進 

生活関連良品販売 

環境・安全配慮型 
飲食サービス 

地域教育、生涯活動、 
情報教育 

その他 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

高齢者向け総合サービス、配食サービス、移送サービス、福祉タクシー、買物代行、宅

配サービス、在宅・訪問サービス（理・美容）、宅老所、増改築・修理サービス、訪問介

護ステーション、グループホーム・共同住宅　など 

手話通訳、同伴、介助、販売支援、在宅勤務支援（他上記高齢者向けサービス）　など 

健康の増進と維持のための運動指導・セミナー開催、リラクゼーション運動指導等

の講師派遣、栄養指導、健康料理教室　など 

環境保全活動、地域美化、資源回収、廃家電・パソコンリサイクル、古着回収、公園管

理、環境整備・機器関連サービス　など 

タウン誌発行、インターネット情報発信、情報インフラ整備、地域通貨、コミュニティ施

設運営、地域情報資源の電子データ化とその販売、地域FM放送、市民図書館の開設・

運営、異業種交流活動、異世代交流活動、異文化交流活動、地域間交流活動　など 

歴史的資源を活かした地域づくり、地域パートナーシップ構築、伝統行事・祭りのサポー

ト事業、防災・防犯　など 

歴史的建造物活用、地域資源の発掘、地域独自の商品づくり、関連サービス、伝統技

術・技能の伝承、地域観光促進活動　など 

チャレンジショップ、ベンチャースクール、コンサルティング、高齢者就労促進活動、事

業マッチングサービス　など 

コミュニティスクール、セミナー開催、パソコン教室、青年健全育成、高齢者社会参画

促進活動、青少年向け野外教室　など 

フェアトレードショップ、エコショップ、自然素材を使った良品販売　など 

安全な食材を使ったレストラン、コミュニティレストラン　など 

在日外国人支援、便利屋　など 

保育所、保育サービス、ベビーシッター、子育て情報提供、食事サービス、フリースクール　など 

参考：「地域を豊かにするコミュニティ・ビジネスのビジネスモデルに関する調査研究」
平成14年3月関東経済産業局
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コミュニティビジネスによる
問題解決の可能性

コミュニティビジネス 
による問題解決 

環境に配慮した生活 人間らしさの回復 

その地域特有の 
問題解決 

伝統文化の継承 

大失業時代の雇用創出 

長引く不況により、現在失業率は5％台を推移しています。リストラは一段落したかに見え

ますが、再雇用は厳しく、まちに失業者が溢れているのが現状です。企業を離れた人が地域

社会に戻ってきている現在、コミュニティビジネスは、雇用の受け皿として期待されていま

す。現実的には一般的な雇用の余地は多くないのですが、自己雇用を含めた雇用創出のポテ

ンシャルは充分にあります。

コミュニティビジネスは、地域の問題に対して住民自らがビジネスという手法を用いて解決

しようとするものです。つまり「事業者＝住民」という関係で、事業主体者は、事業を行うこ

とで対価を得ると同時に、自分の住む地域が元気になるという便益を受けることができます。

また、コミュニティビジネスはスモールビジネスでもあるので、フットワークが非常に軽

いという特長があります。行政や大手企業などのサービスはとかく画一化されたものですが、

コミュニティビジネスでは個別の多様なニーズに対応しやすく、フィードバックも早いため、

個別ニーズの変化に対応して進化する商品やサービスが提供できる可能性が高いのです。

大失業時代の雇用問題

コミュニティビジネスは人間らしい働き方、暮らし方を可能とします。顔の見える関係の

もとで職住一体となって事業を営むことから、地域社会への貢献度を肌で実感することがで

きます。それが個人の働きがい・生きがいを満たすことにもつながり、また子どもの全人的

な成長にも寄与するものと考えられます。

人間らしさの回復

地域に根差した活動を行うことで、自分の住む地域にある伝統的な文化にも気付く機会が

増えることでしょう。地域に固有な文化の継承や育成発展を事業として担うこともコミュニ

ティビジネスが扱う分野として期待されます。

伝統文化の継承

地球環境問題が叫ばれる中にあって、21世紀における生活様式は、自然環境と共生した持

続可能なものに移行する必要があると考えられています。そして、環境問題への取り組みは、

私たち一人ひとりが生活する地域から始まる身近な問題でもあります。コミュニティビジネ

スは、地域に根差した実践的な環境保全活動にも寄与することが可能です。

環境に配慮した生活

その地域特有の問題
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コミュニティビジネスによる
日本経済再生へのシナリオ

アメリカ経済を支えたガレージビジネス
1990年代、アメリカ経済はITビジネスの成功で見事に蘇ったとされていますが、

成功物語の象徴であるITビジネスを裏で支えたのは、各州ごとに張り巡らされたマ

イクロビジネス支援の施策であったのです。起業家養成のプログラムが初等教育か

ら大学院まで学生や社会人に解放されており、優秀な人材ほど就職・就社の道では

なく、リスクがあっても起業を選択するという状況を形成してきたのは同国の教育

システムでした。また、アメリカの新規設立企業数は約90万件とされていますが、

ブームに見えるハイテクベンチャーはそのうちの僅か2％に過ぎず、多くはガレー

ジの一角を使って小さく始める事業なのです。

新しい経済基盤を担う小さなビジネス
一方、日本においては景気低迷を脱出する経済対策として、一時期、アメリカに

おける経済復興の表面的模倣からITベンチャーに投資して、株式市場をにぎわせ、

一気に経済回復を狙うシナリオが浮上しましたが、見事に失敗しました。経済が復

活する新たな土壌を作らずして、従来の畑に外来種の苗を移植し、収穫を得ようと

した促成栽培的な経済政策の責任は大きいのですが、失敗の真因は「時代認識の誤

り」にあったのです。すなわち、現在の経済不調を、ある振幅幅をもっていずれは

回復するという「景気低迷」の範疇で捉えようとする時代認識。これが誤っていた

のです。現在の状況は、経済的基盤である社会が前例を超えて変動する歴史的な大

転換期にあるという時代認識を持つべきであったのです。大転換のこの時期におい

ては、従来型ビジネスの延長線、もしくは、その積み上げだけでは、経済再生の糸

口が見えてこないのです。今まさに、草の根のコミュニティビジネスが切望されて

いる所以なのです。

もう一つの経済圏というシナリオ
従来型の社会システムは崩壊し始めてはいるものの、システムであるがゆえに自

己保存の力学が働き、新しい動きを排除しようとします。そのため、従来型システ

ムの尻馬に乗りすぎては、新しい流れは生まれにくい。従って、まだまだエネルギ

ーを蓄えている従来のビジネスを尻目に見ながら、また時にはエネルギーを分けて

いただきながら、草の根的にコミュニティレベルから事業を立ち上げ、新しい経済

圏を形成していく必要があるのです。
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コミュニティビジネス・クラスターから地域再生へ
コミュニティビジネスが順調に成長し、地域内にいつくかの事業者が現れると、

それはやがてお互いに連携を取り合ったコミュニティビジネス群を形成することが

想定されます。本書ではこれをコミュニティビジネス・クラスターと呼ぶことにし

ます。コミュニティビジネスは地域内にポツンと“点”のように存在するだけでは、

実に弱い存在なのです。しかし、地域内のコミュニティビジネスが手を取り合うこ

とで“点”が“線”に、“線”が“面”に、“面”が“層”になれば、地域内により

強固な基盤を築くことが可能となります。

ビジネスの経済的パワーを活用して問題解決能力を増したコミュニティは自立的

に発展し、雇用創出の可能性も高まり、地域の経済循環が好転し、地域が元気を取

り戻す大きな社会的インパクトを与えることが可能となるのです。
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第2章
コミュニティビジネスの
発展段階別成長モデル

スローは可能性
事業の成長プロセスと生物進化のプロセスを合わせてみると、競争上い

ち早く利益を得ようとする従来の企業が、外敵から身を守るために生まれ

てすぐ本能で歩き出す動物の成長イメージであるのに対して、草の根のコ

ミュニティビジネスは、生後しばらく周りからの助けがなくては生きてい

けない「スロー」な人類の成長イメージが重なります。

乳児期の学習や幼児期の遊びが人類に文化をもたらす決め手となったよ

うに、経済的な弱点を持って生まれたコミュニティビジネスは、これを補

う「スロー」な「共同学習期」や「社会実験期」を獲得したことによって、

社会進化の上で新しい文明をもたらす可能性を秘めた事業体となるのです。
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先進事例の調査より
■コミュニティビジネスの成長プロセス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響
度 

時　間 
（交流範囲） 

安定 

成長 

分化 

・ 広範囲の顧客 
・ 行政、一般企業 
・ 他業種　など 

・ 知人 
・ 交流会 
・ ネットワーク 

・ 一部の顧客 
・ マスコミ 
・ 地域住民 

・ 個人 
・ 仲間 

共同 
学習期 

社会 
実験期 

事業 
展開期 

コミュニティビジネスの発展段階 

想い 
醸成期 

■コミュニティビジネスは「スロービジネス」
また、一般企業の事業展開や新しいビジネス

システムとして最近よく見られるFC（フランチ

ャイズ）ビジネスのイメージを示すと右図のよ

うになり、違いがよくわかります。他のビジネ

ス形態と比較した場合､コミュニティビジネスの

特徴は、「共同学習期」と「社会実験期」が存在

することであり､発展段階が多い分「スロー」な

ビジネスとなっていることが挙げられます。

しかし、この「共同学習期」と「社会実験期」

が存在することによって地域との協働が生まれ、

地域ニーズを組み込んだ形で事業が展開されて

いくところにコミュニティビジネスらしさが現

れることになっています。

地域振興を目的とした民間事業体（NPOも含む）

の中で、東海地域において先進的な取り組みを行

っている事例を抽出し調査した結果、次のような

ことがわかってきました（「コミュニティビジネス

事業モデル調査報告書」起業支援ネット刊2003.2 ）。

1つ目は、事業が発展成長するにあたって、昆虫が

卵、幼虫、さなぎ、成虫と変態するように、成長

プロセスの中にいくつかのステップがあるという

ことです。2つ目は、成長プロセスの発展段階とし

て時系列的に「想い醸成期」「共同学習期」「社会

実験期」「事業展開期」「成長・安定・分化期」と

大きく5つのステップに類型できるということで

す。3つ目は、5つの成長プロセスごとに、地域と

の関わり方が変化し、徐々に空間的広がりを持つ

ようになるということです。これらを図式化して

みると次のようになります。
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一般ビジネスの成長イメージ FCビジネスの成長イメージ 

時　間 

事
業
レ
ベ
ル 

ビジネスモデルなどの事業化ノウハウなどを自前で
構築していく。 

事業化ノウハウを他より購入するため、起業への道は
早いが、自らの想いや地域のニーズが反映されにくい。 

事業 
展開期 

想い 
醸成期 

ビジネスモデルの作成 

時　間 

事
業
レ
ベ
ル 

事業 
展開期 

FCマニュアルの活用 

想い 
醸成期 

ノウハウ 
注入期 

ここで、なぜコミュニティビジネスは一般的なビジネスと違って、比較的「スロー」な発展段階になっ

ているのかを次に整理してみましょう。

関係性の中でビジネス化する

コミュニティビジネスの起業家は、市民ボランティアであったり、福祉活動家であったり、環境運動

家という意識は持っていますが、自分がビジネスを行っていると意識しているケースはまれです。地域

での関係性の中で徐々に事業へと発展し、受益者のニーズに応えようとして、人の協力を得たり、設備

を整えているうちに、マネジメントの必要性に気付き、ビジネス化の道をたどっていくのです。

市民活動の延長から小資本で始まる

地域で起きている問題を何とか解決しようとする市民活動の延長として事業を興こすため、資本を十

分に保有していない場合が多いのです。このようなケースでは、資本をはじめとして知恵や人手を周囲

からの協力により賄っていかないとビジネスとして成立しにくいために、起業家の想いが醸成した後は、

地域資源を巧みに活用した形でゆっくりとステップアップしていく傾向にあります。

社会変革のために地域を巻き込む

一般のビジネスと違い、最終的には、社会変革を狙っているのがコミュニティビジネスですから、事

業が経済的に自立するだけでは目的を達成できたとはいえません。地域で起きている問題に対して、真

のニーズを抽出し、必要なターゲットに対して習慣や価値観の変化を要求するビジネスでもあり、「事

業性」に加えて「学習性」や「運動性」を併せ持つため、成果を得るのに時間がかかるのです。

公益性を配慮した事業展開になる

事業の目的が、地域振興という公益性を含んでいることから、民意を捉えながら異質な考えを持つ多

様な人々を巻き込んで事業を展開していくことが求められているので、どうしても「スロー」な発展段

階を経ることになるのがコミュニティビジネスです。
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1. 想い醸成期

3つの輪が重ならないうちは 
創業はうまくいかない 

3つの輪が重なる部分に 
事業の可能性がある 

理念設定 
「…○○したい」 

経営資源の 
棚卸 

「…○○がある」 

マーケット 
ニーズ 

「…○○が求められ 
ている」 

事業の種づくり 

想い醸成期は、「事業の種」をつくる期間

起業家として名乗りを上げる前の段階で、個人の想いを温めている期間を「想い醸成期」と呼ぶこと

にしました。事業の「種」をつくる期間です。「種」の中に、人々の共感を呼ぶ理念が詰まっていれば

協力者が多く現れるでしょう。将来の経営資源となる栄養が詰まっていれば、勢いよく事業がスタート

でき、市場適応力のある遺伝子が詰まっていれば、事業に広がりが生まれます。自らの感性を開き、地

域の課題に対して何ができるかをじっくり醸成し、想いを起こす期間です。

理念設定／「○○したい」のデータ出し

「何のための人生であるか？」「事業を通して何がしたいのか？」自分自身に質問をしてみましょう。

出されたデータの中から事業として取り上げるべき項目に着眼します。抽出された事業の目的は、いか

なる環境変化があってもぶれないのが本来であり、「理念」と呼ぶにふさわしいものに仕立て上げましょ

う。「理念」は、あなたの信念のもとに事業に臨む関係者の志を引き出すエネルギーの源泉なのです。

経営資源の棚卸／「○○ができる」「○○がある」のデータ出し

事業は、想いだけで成り立つものではありません。モノやサービスの提供があって初めて顧客との接

点が生まれ、事業が循環するのです。まずは、自分自身の中にある資源、すなわち、能力やスキル（技

能）やノウハウを洗い出してみましょう。次に、自分の中にはないが、事業のネタとなる何かを持って

いる知人はいないか探す行為が、人脈ネットワークの棚卸です。最後に、お金の棚卸です。自己資金、

家族からの援助資金、市中銀行からの借入可能額を含めて、資金がどのくらい調達できるのかきちんと

押さえておく必要があります。

マーケットニーズ／「○○が求められている」のデータ出し

想定する顧客が何を望んでいるのかを見極め、自分のやろうとする事業は本当にニーズに合っている

のかをチェックしてみましょう。起業を試みて失敗する人のほとんどが、マーケットリサーチの不足か

ら来るものといってもいいのです。主観的な思い込みのあまり、顧客のニーズをくみ取らないままに、

大胆にも見切り発車してしまう傾向が見られます。このプロセスでは、徹底して客観的な視点を持つこ

とが重要なのです。
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2. 共同学習期

事業の土づくり 

友人 

主催 

友人 

ゲスト 

パートナー 

友人の友人たち 

共同学習期は、「事業の土」をつくり、「事業の種」を発芽させる期間

コミュニティビジネスの先進事例の多くが、収益事業を行う前の活動初期に事業分野に関わる勉強会

を地域の仲間と共に始めるところからスタートしていました。この期間を「共同学習期」と名付け、事

業の土づくりとともに事業の種が発芽するステップと位置付けました。共同学習の場で感性を磨き、知

恵を身に付け、ネットワークをつくることがその後の生育に大きな効果をもたらします。

「群れ合いの場」から「出会いの場」へ

地域の課題は一人では解決できません。まずは、共通の問題意識を持った仲間を集めて勉強会を始め

てみましょう。ここで大切になるのが、「学び場」づくりです（P112）。あなたは、企画者であり、事

務局であり、コーディネータとなって共同学習会の参加者の感性や知恵を引き出す役割を引き受けまし

ょう。参加者の力が引き出され結集したとき、共同学習会が、ただ寄り添うだけの「群れ合いの場」か

ら、場全体が一つの生命を宿し魂の入った集団創造の会になるのです。個の壁を超えた「出会いの場」

づくりが求められます。

志で集まる「志縁（しえん）ネットワーク」づくり

コミュニティビジネスは、事業を展開するプロセスの中で生まれる地域との関係づくり自体を目的化

するところにその特長があります。このプロセスの初期段階に欠かせないのが、志を共有した仲間が仲

間を呼び合う「志縁ネットワーク」づくりです。核となるネットワークができて初めて支援者が集まり、

地域での事業が定着するのです。

共に学ぶ参加者が顧客になるとき

コミュニティビジネスの受益者の多くは、地域の中で何らかの困り事を抱えています。共通の困り事

をテーマに、共同学習会を企画すれば、そこに将来の顧客が参加してくれることになるでしょう。参加

者からニーズの本質を引き出し、共に学び、運動を起こし、事業に活かしていくコミュニティビジネス

の醍醐味が共同学習期にあります。
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第2章　コミュニティビジネスの発展段階別成長モデル

社会実験期は、「事業の枝葉」をつくり、開花に備える期間

共同学習期からさらに成長すると、身近な関係者を含めた一部の顧客に対して実験的に事業を試みる

期間があります。こうした時期を｢社会実験期｣と呼ぶことにしました。事業の枝葉を伸ばし市場からエ

ネルギーを得て、開花に備える時期です。事業を実験的に運営しながらマーケティングやノウハウ蓄積

を行い、事業の可能性を見極めていく期間です。

目の前の困っている人に向けたサービス

前述（第1章）のように、経済活動と市民活動を統合した地域問題の解決アプローチがコミュニティ

ビジネスですから、目の前に困った人が存在すれば、市場ボリュームが見えなくても課題解決のために

事業を立ち上げてしまうケースが多く見られます。受益者がたとえ一人でも、丹念にニーズに応えてい

く実験的行為により、事業のノウハウを蓄積し、賛同者を増やすことにつながります。共益的社会サー

ビスの原点がここにあるのです。

他のセクターとのコラボレーション

地域の個別ニーズには応えているが市場ボリュームが十分でなく、事業として自立し得ないとき、頼り

になるのがマスコミや行政です。社会性のある実験的行為がマスコミの取材対象として取り上げられるな

ら、地域での注目度が高まり、利用者が増えるでしょう。また、公益的サービスに結び付く可能性がある

のなら、行政の支援が、助成金、事業委託、専門家派遣などの方法で得られるでしょう。この時期は、内

輪的な枠を超えて異質なセクターと出会い、事業の可能性を社会に問い、外に打って出る時なのです。

社会的信用力を身につけるとき

社会実験期では、収益性の向上は望めず、自転車操業に耐える期間です。むしろ、収益性を優先せず、

社会的信用を得る活動に経営資源を注ぎ込む時期と位置付けるべきです。

量の獲得よりサービスの質を高めるために個別のニーズを的確に把握し、スキルを磨くようにします。

加えて、マスコミに取り上げられたり、行政のお墨付きが得られれば、社会的信用力も上がるので、対

外的な広報活動も抜かりなく行いたいものです。

3. 社会実験期

事業の枝葉生育 

未 生 発芽事業 有望株 実験失敗 発芽事業 
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事業展開期は、事業を開花させる期間

「事業展開期」は、発展可能性が高く地域への貢献が期待できる事業を選択し、その事業に対して経

営資源を集中投下する期間です。事業が開花する時期で、活動が地域から受け入れられ、ようやく収益

性が見込めるようになります。また、対外的な認知が高まり、スタッフや協力者が増え組織力を発揮し

た活動ができるようになる時期といえるでしょう。

しくみを確立し収益確保

社会実験期でのマーケティングとノウハウ蓄積により、事業領域（ドメイン）と客層（ターゲット）

を定め、収益の柱となる「主役事業」、主役を周りで支える「脇役事業」、新たな地域との接点を創造す

る「呼び込み事業」など事業のフォーメーションを組み立てます。自転車操業から脱するために、ビジ

ネスをしくみで動かすための工夫を施す時期といってもいいでしょう。

専門家や異業種とのアライアンス（提携）

事業展開期では、より一層社会とのかかわりを広く持つことになるでしょう。関連事業分野において

信用力が高まるにつれ地域からの期待も膨らみ、より高い品質とより高度な専門性が問われるようにな

ります。地域の多様なニーズに応えるために、自前主義で市場の独占化へ進むのでなく、異業種との提

携や専門家の活用など地域の協力者とアライアンスを形成することがコミュニティビジネスらしい発展

となります。

事業の自立性を確保するためのリスクマネジメント

地域経済を活性化するために、行政はさまざまな助成制度を用意していますが、単年度予算制の行政

体質から考えると、過剰な依存は禁物です。事業の初期には助成金活用は重要な成長へのキーファクタ

ーですが、事業を自立させるためには自主事業の確立が不可欠です。また、収益が上がるにつれて事業

上のリスクも増えるでしょう。クレーム対応、安全管理、法的遵守などリスクマネジメントに配慮した

運営が必要になってきます。

4. 事業展開期

専門家協力 

事業の開花 

利用者 

住民参加 

広告 広告 

NPO共創 

企業提携 

マスコミ応援 

事業主 
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成長・安定・分化期は、事業の実を付ける期間

最後に、事業が一定の成果を出し、結実する期間を「成長・安定・分化期」と名付けました。ケース

により、「成長期」としてさらに充実していく事業もあれば、「安定期」として事業規模を維持しながら

安定的に地域サービスを担うものもあり、「分化期」として組織を分割して多様なニーズに役割分担で

対応していく成長パターンもあります。

一点突破、多面展開の「成長期」

事業展開期のエネルギーを受け継ぎ、一気に事業の充実を図り地域振興に貢献できる事業として仕立

て上げていく発展パターンを「成長期」と位置付けます。このパターンにより結実期を迎える事業に期

待することは、一点突破で獲得した経営資源を活用し、他のコミュニティビジネスと連携し、多面的に

活動をリードすることで、地域振興の一翼を担える存在になることです。また、この発展パターンは、

創業者の存在が大きくなりすぎるリスクが想定できるので、創業者の後継となる人材の育成や管理者層

の台頭がマネジメント上の課題となってくるでしょう。

どっしりと地域に根を下ろす「安定期」

事業が自立しつつある時期に、さらなる拡大を目指さず、地域ニーズに対して良質なサービスを着実

に施す方向で事業推進する発展パターンを「安定期」と位置付けます。どっしりと地域に根を下ろし、

安定的にサービスを提供することで、地域経済の循環を促す基点としての役割が期待されます。また、

この発展パターンでは、事業のマンネリ化が経営リスクとなることが想定できるので、組織の活性化が

課題となってくるでしょう。

自立分散で棲み分け共存する「分化期」

地域問題解決の一翼を担い、一定の目標を達成した事業から次世代の「事業の種」が産み落とされ、複

数の事業が新たに発生する発展パターンを「分化期」と位置付けます。事業拡大の方向で組織を維持する

ためには、本部機能の充実など中央集権的な組織維持エネルギーが事業活動とは別に必要となるものです。

このリスクを避けるため、あえて組織を分割し、小さな組織で特異貢献分野を確立しつつ、棲み分け共存

するこの発展パターンは、最もコミュニティビジネスらしい結実の仕方ともいえます。

5. 成長・安定・分化期

事業の結実 
成 長 

安 定 

分 化 
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第3章
想い醸成期

“想い”は心のベクトルです。

心のベクトルは、人生において何を目指して生きていくかを指し示します。

想いを醸成するとは、人生の方向を決めること。

そして、そこへ向かう意志の強さ（エネルギー）を養うことです。

チェックリスト

□ こんな地域、社会にしたいという“想い”はありますか

□ 本当にやりたいこと、「一生の仕事」は見つかっていますか

□ 地域の歴史、伝統、宝物、特徴などを知っていますか

□ 地域が今抱えている“困り事”を把握していますか

□ 地域の人との交流は日常的にありますか

□ 地域の中で起きている、未来につながる“好ましい動き”を把握していますか

□ 地域の人々が求めていることをしっかりつかんでいますか

□ 同じ“志”を持った仲間はいますか

□ 何でも相談できるアドバイザー的な人はいますか

□ 最低１年分の生活費を確保していますか

□ 地域に役立つことがしたいと思っている人が集まれる“場”をつくっていますか

□ 本人の想いを引き出す“インタビュー技術”を身に付けていますか

□ 本人の自発性を引き出す“コーチング技術”を身に付けていますか

□ 本人の想いをまとめる“理念形成”の指導技術を身に付けていますか

□ 相談者に必要な人物の引き合せができる情報とネットワークを持っていますか

事業者向け

支援者向け
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第3章　想い醸成期　成長へのキーファクター

Key Factor 1 理念を形成する（志）

Key Factor 2 地域の問題、ニーズを把握する（知）

本当にやりたいことでなければ続けられません。何よりも理念が明確でなければ、意志や

行動の判断基準がないため、場あたり的な事業になってしまいます。また、やりたいこと

が地域社会から受け入れられないと支援・協力・同志などの大切な要素が得られません。

理念を形成するためには自分と地域社会の関係を見つめ直すことが大切です。地域社会を

自分の目で確かめ、知り、感じ、何かに気付くことが動機の源になります。事業である以

上、やりたいことだけでは不十分。求められていることをしっかりとつかみ、やりたいこ

とと求められていることが本当につながっていることを確認する必要があります。

●自分が知っている具体的な地域社会の現状を書き出す

●地域のいろいろな人に会って、困っていること、問題だと感じていることを聞く

●集めた情報を統合編集してまとめる（P39）

●20人以上の人にインタビューを行う

●誰がなぜどんな困り事を抱えているかを具体的に把握する

●（理念につながっている）小さな好ましい現状、現実ですでに動き出しているも

のをしっかりとつかむ

●自分の人生から何を問われているかを考える（役割、使命）

●どんな地域で暮らしたいか、どんな社会にしたいかという想いをたくさん書き出す

セルフインタビュー

●想いを統合編集してまとめる

セルフプロデュースシート（P34）

●社会性を大きく含んだ、未来への想いを醸成する

▲
▲

例）理念＝和解国家を創りたい
願望＝お金持ちになりたい
欲求＝お菓子を食べたい

自分に対して“問い”を出し、自己を掘り下げて答えを
見つけていく方法。“問い”を明確に立てることが重要

理念とは＝自分が死んでもなお残るもの、次世代に引き継がれる想い

事業者向け
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Key Factor 3 仲間と出会う（友）

同じ志を持つ仲間と出会うことで想いが深まり、意志が強くなります。仲間がいることで

情報の幅も広がり、チェック機能が働いて、独り善がりになることを避けることができま

す。想いでつながることの繰り返しが事業のプロセスそのものといえるでしょう。

●勉強会（講座）やイベントに出掛ける

●知人に自分のやりたいことを理解してもらって紹介を得る

●中間支援組織（＝活動、起業、事業運営をサポートする機関）に足を運ぶ

●弱さを共有できる仲間

・弱さを共有 
・対等な関係 
・魅力を感じる 
（能力ではなく人間として） 

発展のイメージ コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
度 

時　間 

貯　蓄（生活資金） 

セルフ 
インタビュー 

想い形成 

地域の問題 

想い醸成 

同志、相談者 
との出会い 

地域への 
インタビュー 
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第3章　想い醸成期　成長へのキーファクター

4つの視点

身近な問題の発見能力

●具体的な地域の困り事が実感できる

●困り事をテーマとしたさまざまなつ

ながりが生まれる

●マスコミなどのメディアに振り回される

●周りからの共感や支持が得られない

自分を知る力（セルフインタビュー力）

起
業
家
の
資
質

身

に付
けば…

身
に
付

かな
ければ…

●理念を築き上げることができる

●迷ったときに正確な判断が下せる

●本当にやりたいことが見つからない

●事業に対するモチベーションがわい

てこない

身

に付
けば…

身
に
付

かな
ければ…

自己資金の貯蓄（最低1年分の生活費）

●じっくり時間をかけて取り組むこと

ができる

●精神的にも安定した状態を保つこと

ができる

●事業化を焦ってしまい失敗する

●やりたいことよりも目先の利益を優

先してしまう

同志・相談者と出会う

経
営
資
源
の
確
保

で

きれ
ば…

で
き

なけ
れば…

●共同学習の機会が得られる

●客観的なアドバイスが得られる

●孤独と不安により意志が弱くなる

●得られる情報が偏ってしまう

出

会え
ば…

出
会

え
なけ
れば…

事業者向け
起業家の資質・経営資源の確保
地域資源の活用・ネットワークづくり
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地域を知る

●地域の歴史、伝統、宝物、特徴など

を調べる

●地域の抱える問題や困り事を聞く

●地域へのフィールドワーク（P38）を

行う

●地域のさまざまな人にインタビュー

を行う

地域の人と出会う、触れ合う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

ど

うい
うこと？

ど

うや
って？

●同じ志を持つ仲間や相談できる人に

巡り会える

●生活者の視点で地域の現状が把握で

きる

●地域の本当のニーズをつかむことが

できない

●地域のキーマンや既存のネットワー

クをつかめない

で

きれ
ば…

で
き

なけ
れば…

現段階においてはまだ活用の必要はありません

地
域
資
源
の
活
用

コミュニティビジネスの類型化 
【コミュニティビジネスの類型化】 

B ： 営利事業体（企業的） 

N ： 非営利事業体（NPO的） 

G ： 公益事業体（行政的） 

（株）鶴田商会　Ｂ・Ｎ－Ｂ　（特）ふわり　Ｎ・Ｂ－Ｃ　 

（特）中部リサイクル運動市民の会　Ｎ・Ｂ－Ｇ　（株）コミュニティタクシー　Ｂ・Ｎ－Ｃ  

【顧客の類型化】 

N ： NPO的活動団体を顧客とする 

B ： 民間企業を顧客とする 

G ： 行政および公共団体を顧客とする 

C ： 一般消費者を顧客とする 

【例】 

【事例】 

B ・ N ー C
前の頭文字は顕在的事業形態　優性因子　ドミナント因子 

後ろの頭文字は潜在的因子　劣性因子　ポテンシャル因子 

民間企業であるが、組織の一部事業や事業プロセスがNPO的であり、一般消費者を顧客としている 

顧客 

コラム 

Community Business Guidebook〈事業者向け〉
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第3章　想い醸成期　成長へのキーファクター

事業の“種”をつくる

4つの視点

Key Factor 1 地域にある困り事を共有する場をつくる

同じ地域の困り事を抱えている人が集まる「場」をつくることで仲間と出会い、一人では

解決できない地域の困り事を解決しようとする気持ちが生まれてきます。この気持ちを芽

生えさせることが支援者の重要な役割です。

●お茶を飲みながらお互い気楽に相談できる場をつくる

●まちづくりの懇談会を行う

●インタビューゲームを開催する

Key Factor 2 待つ

想い醸成期は卵のようにデリケートで、自ら殻を破って生まれない限り、自立できる力が

養われません。想いを温め醸成するために必要な時間は人それぞれ異なります。支援者と

して必要な態度は、支援対象者を観察し自発性が育つまで辛抱強く待つことです。

●場づくり以外をしない

●自発性を遮らない

●依存の関係をつくらない

▲

インタビューゲーム 初対面でも短時間で関係を深められる手法。セルフ
ラーニング研究所の平井雷太氏による考案（P52）

支援者向け

支援者向け
支援者の要件・メニューとツール
地域資源の活用・評価の視点

事業者が自らの想いに気付き、深めていくために、支援者はひたすら「聞く」ことで想いを
引き出すといった、触媒的な役割を果たすことが求められます。

●インタビュー技術を身に付ける
●聞いた内容を客観的に本人にフィードバックする（＝鏡の役割）

聞く支
援
者
の
要
件
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Community Business Guidebook〈支援者向け〉

事業を始める前は不安と隣り合わせです。支援者は依存を招かないパートナー的な存在とし
て、事業者を励まし、プラス思考に導くことが求められます。

●自発性を尊重する
●不安やマイナス要素を否定せず、必要なファクターとして受け入れるよう促す

コーチング

メ
ニ
ュ
ー
と
ツ
ー
ル 理念形成を誤るとコミュニティビジネスとして成り立ちません。支援者は理念形成の指導技

術を高めておくことが重要な役割となります。

●複数人を集めて指導するなど、刺激のある環境づくりに気を配る
●ワークのやり方以外は決して教えない

理念形成技術

想い醸成期はお互いに刺激を与えられる人と出会うことで、モチベーションがグンと上がり
ます。人との出会いのコーディネートは支援者の必要な仕事です。

●同じ想いを持つ「同志」を見つけられる出会いの場を設定する
●精神的なサポートができる「メンター」に引き合わせる

人材の紹介地
域
資
源
の
活
用

コミュニティビジネスは地域を巻き込む性質を持つので、中途半端な気持ちでは周りに多大な
迷惑がかかります。支援者は本人の本気度合いの深さと継続可能性を見極め、しっかりと評価
する必要があります。

●「やる気」ではなく「本気」かどうか、意志のレベルを見極める
●気持ちが一時的なものではなく、半永久的に続くものであるかを見極める

本気度
評
価
の
視
点
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第3章　想い醸成期　セルフプロデュースシート

9

65

2

1

主文 テーマ 

【解説】 【心象図】 

局面 

【統合】 

A

1. 日付 

2. 場所 

3. 作成者 

4. 取材源 

B

C

E

D

1 2 3

a

b

c

e

d

主文を 
作成します 
統合文と心象図の意味を
1文に統合して表現します 

3

素材データを 
書き出します 
ラベル（カード）1枚に1データ書き
出します。設定したテーマに関して「最
終的には何がしたいのか」「理想とし
てどうなりたいのか」を文章で表しま
す。文末は「～したい」「～でありたい」
となります。25データほど書き出し
てください 

4
データを選択 
します 
 書き出した素材データをよく
眺めて、重要と思われるデータ
を選んでいきます。全体の半
分（12データ前後）まで絞り
込みます 

重要データを 
空間配置します 
選択した重要データを繰り返し
読み込み、意味が異なり重要なデー
タを縦に（a、b、c、d、e）、意味内
容が近いと思われるものをグルー
プ化して横に（1、2、3）並べて
いきます。左上方向（a-1）に向
かって重要度が大きくなるよう
に重要データを空間配置します 

統合文を作成 
します 
ａの素材データを統合編集
して1文を作成しＡとします。
同様にｂ、ｃ、ｄ、eについてもB、
C、D、Eとします。その中で
最も重要と思われる統合文
の記号に○を付けます 

心象図を 
作成します 
統合文の意味内容をイメー
ジ化もしくは構造化して
表現します 

テーマを 
記入します 
自分が取り組むテーマを
書きます 

心象図の 
解説をします 
 心象図で表現したことを
文章で補い説明します 

記録要目を 
記入します 
取材源はこの局面の場合、
セルフインタビュー（自分
を取材）となります。自分
以外の外部の場合、○○
さんへのインタビュー、書
籍名、○○の講演等となり
ます 

7 8

理念を形成する
このシートはコミュニティビジネスの事業化に向け、重要なステップごとに必要な、想い・情

報・アイデアをまとめるためのツールです。想い醸成期ではセルフプロデュースシートを活用し

て理念形成を行いましょう。



●このページをB4に拡大コピー（約120%）してお使いください
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第3章　想い醸成期　発展段階別事例研究

株式会社鶴田商会環境事業部 Eco-Branch
組織の概要 持続可能な循環型社会を目指す環境総合商社

想い醸成期の経緯 イベントを行いながら長年かけて第二創業への想いを醸成

想い醸成期のポイント出会いと絆を生み出す源は想いを熟成した理念形成にあり

所在地 

名古屋市 鶴田　清 1947年 
（第二創業：2000年3月） 

3億円（全体） 
役　員 … 3名 
社　員 … 5名 
パート …10名 

代表者 設　立 年間予算 スタッフ 

事業理念

事業内容

いのちが活かされる、生きる喜びの感じられる
平和で美しい社会を創る

循環型社会へのライフスタイルの提案
松の樹液100％の自然洗剤を中心とした環境商品および装置の販売
講演会、研修会の企画運営

鶴田商会は創業57年になる電熱線・ステンレス

の商社です。環境事業部エコブランチの責任者の

鶴田紀子さんは二代目社長の夫と共に会社を支え

てきましたが、無理な納期、無理な値引き交渉が

年中行事のように続く一方、購買意欲をあおりエ

ネルギーのムダ遣いで成り立つような経済の仕組

みに大きな疑問と不安を感じ、もっと「いのち」

が活かされる社会にするにはどうしたら良いのか

模索するため、「ほ・の・ま」という任意組織を立

ち上げ、セミナー、講演会、イベント等を長年に

わたり企画してきました。活動を続ける中で会社

での本音と建て前の使い分けに苦しむようにな

り、活動と事業を統合したいという想いが膨らん

でいきました。そんな中、美しい地球を残すため

に環境商品を開発する会社の社長と出会い、その

後くしくも、東海豪雨の水害に遭い会社が水に浸

かってしまったのです。この出会いと災害がこれ

までの事業観・利益観を棄てて「ニュープロフィ

ット（新しい利益観）」を目指す決意を固め、第

二創業を果たすことになったのです。

起業家の
資質

経営資源の
確保

ネットワーク
づくり

想いを醸成するための十分な「時間」「技術」「場」を持っていた
●勉強熱心でIST問題解決法や未来デザイン技術（P66）を習得し、理念をしっかり形成していた
●生活者の視点で社会の問題を見つめ、問題を共有する仲間と出会うための場をつくった

同じ世界を願う同志とそれを可能にする商品との出会いがあった
●自然界の知られていない働きを発見して開発された自然素材の安全な環境商品と出会った
●イベント活動を通じて、願う世界を共にする現在のスタッフと出会った

イベントで知り合い、災害が契機となって絆が生まれた
●ホリスティックライフネットワークの中部事務局を務め、人脈を形成した
●「感性論セミナー」「べてるの祭り」「新たな時代の流れを創るシンポジウム」などの企画運営を
通じて多くの同志と巡り合った

●東海豪雨の水害時に、多くの人がボランティアで復興を手伝いに会社を訪れ、絆が強まった
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Community Business Guidebook 

マレーニのコープ 1.想い醸成期
組織の概要 オーストラリアの山村「マレーニ」における協同組合事業

想い醸成期の経緯

シンプルな暮らしがしたい

想い醸成期のポイント

どんな事業も小さな「一歩」から

所在地 

オーストラリア／マレーニ村 ジル・ジョーダン 1980年1月 金融コープでは1500AUドルの資金 約15程度のコープで150人 

代表者 設　立 年間予算 スタッフ 

事業
内容

事業
理念

コミュニティの自立を目指し
たマザー的存在となる

食料品・生活用品販売、リサイクル事業、ランドケア事業、パーマカルチャー、学校運営、
芸術品・工芸品販売、喫茶レストラン、市民バンク、ラジオ局、映画館、起業コンサルタント

心理学者であったジル・ジョーダンさんは、1970年にオー

ストラリアのクィーンズランド州のマレーニという村に夫

と共に越してきました。その目的は、もっとシンプルな暮

らしがしたいという想いからです。

当時のマレーニは、街のほとんどの店は閉鎖されており、

農家の人々は酪農、畜産に失敗し、落胆していました。新

移住者は、環境への配慮がなく農薬をふんだんに使ってい

る農家の人々に対して批判的な目を持っていたのです。

10年間は、農家との交流も少なく、仲間と無農薬のハー

ブ、野菜、果物を栽培し自給的な暮らしをしていました。

起業家の
資質

信念を持ち、暮らし方をダイナミック
に変える決心をした

カウンセリング技術を持つ心理学者であったが、大学講
師、診療医の職を捨て、自給的な暮らしを始めた

経営資源
の確保

自給的な生活を選んだ新移住者の仲間
が、事業のパートナーとなった

ビジネスを起こす経験や技能はなかったが、新移住者の
仲間が将来コープを共同経営する人材となった

ネットワーク
づくり

自給的暮らし方を提唱する「パーマカ
ルチャー」のネットワークがあった

近隣のクリスタルウォーターズには、パーマカルチャー
の提唱者ビル・モリソン氏がいた

べてるの家 1.想い醸成期

想い醸成期の経緯

地域全体の社会復帰を目指す

想い醸成期のポイント

右肩上がりの生き方から
“降りていく生き方”へ

所在地 

北海道／浦河町 佐々木　実 1984年4月 1億円 100名 

代表者 設　立 年間予算 スタッフ 

事業
内容

事業
理念

「利益のないところを大切に」、「安心してサボれる会社づくり」、
「べてるの繁栄は地域の繁栄」、「安らぎへのお手伝い」、
「三度の飯よりミーティング」

昆布の加工販売、福祉機器販売や建物管理、日赤病院の委託業務、
ワークサービス等

1978年に精神障害を抱える人の回復者クラブ「どんぐり

の会」が発足しましたが暗中模索の日々が続いていました。

1983年に仕事が長続きしないメンバーのために昆布の

袋詰の内職を開始。1984年には当事者と地域の有志によ

り地域活動拠点「浦河べてるの家」を設立し、「社会復帰」

を目的とせず「健常者と地域のためにできること」を模

索し始めました。

起業家の
資質

発作がべてるの礎となる仕事と出会う
きっかけとなった

どの仕事に就いてもプレッシャーがかかって発作を繰り
返し長続きしなかった

経営資源
の確保

提供された旧教会が彼らの「居場所」
となった

浦河教会旧会堂を共同住居と活動の拠点として借り受け
「べてるの家」（神の家）と命名

ネットワーク
づくり 弱さが絆となり、仲間が集まった

3分しか働けないことで、それを補うために他の仲間が
集まり、どんどん増えていった

組織の概要 精神障害を抱えた人たちの営む多彩な地域活性化事業
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第3章　想い醸成期 Q&A

地域の宝物を探すつもりで出かけましょう 

1.フィールドワークの方法を教えてください 

1  一緒にフィールドワークを行う仲間を集めます 

2  仲間とフィールドワークのテーマを設定し、フィールドを選択します 

3  調べたいポイントをお互いに出し合い、コースを設計します 

4  準備品を揃えます 

　　　　　　コースマップ　　デジタルカメラ　　メモカード　　筆記用具 

5  ポイントや途中で発見したものはカメラに撮っておきます 

6  出会った人にインタビューを行います 

　　　　　　地域の宝物について教えてもらうと良いでしょう 

7  途中で中間ミーティングを行い、得た情報を参考にしながらコースやポイントの変更、ぜひイン

タビューして話を聞きたい人などを確認します 

8  フィールドワーク終了後、なるべく早く情報をまとめておきましょう 

9  インタビューなどで協力していただいた方にはお礼の手紙を出しておきましょう 

 

メモをとりながらひたすら聞き役に徹します 

2.インタビューとは具体的にどのように行うのですか 

1  事前に聞きたいことをリストアップしておきます 

2  インタビューの前にこちらの自己紹介を簡単に行います 

3  インタビューを行うことの了解をもらってからインタビューを行います 

4  インタビュー中は必ずメモを取りながら行います 

5  話の内容が質問からそれても聞き役に徹します 

6  可能であれば、次のインタビュー相手（地域の 

　 キーマンとなる人）を紹介していただきましょう 

事業者向け
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セルフプロデュースシートを活用すれば、地域の実情を 
把握することができます 

3.フィールドワークとインタビューで得た情報から 
　 何を引き出すと良いのでしょうか 

主文 テーマ 局面 

主文 テーマ 

【解説】 【心象図】 

【統合】 

A

1. 日付 

2. 場所 

3. 作成者 

4. 取材源 

B

C

E

D

1 2 3

a

b

c

e

d

主文を 
作成します 
統合文と心象図の意味を
1文に統合して表現します 

素材データを 
書き出します 
実際に見たこと、聞いたことをラベ
ル（カード）1枚に1データ、書き出し
ます。文末は「～である」「～であった」
となります。20～50データほど書
き出します 

データを選択 
します 
 データを理念からみて「好まし
いデータ」と「好ましくないデー
タ」に分類します。それぞれの
データで1枚ずつセルフプロ
デュースシートを作成します 

重要データを 
空間配置します 
選択した重要データを繰り返し
読み込み、意味が異なり重要なデー
タを縦に（a、b、c、d、e）、意味内
容が近いと思われるものをグルー
プ化して横に（1、2、3）並べて
いきます。左上方向（a -1）に向
かって重要度が大きくなるよう
に重要データを空間配置します 

統合文を作成 
します 
ａの素材データを統合編集
して1文を作成しＡとします。
同様にｂ、ｃ、ｄ、eについてもB、
C、D、Eとします。その中で
最も重要と思われる統合文
の記号に○を付けます 

心象図を 
作成します 
統合文の意味内容をイメー
ジ化もしくは構造化して
表現します 

テーマを 
記入します 
理念形成局面で捻出され
た主文を簡潔にして表現
してください 

心象図の 
解説をします 
 心象図で表現したことを
文章で補い説明します 

記録要目を 
記入します 
この場合、取材源は「△△
へのフィールドワーク」「△
△地域市民○○さんへの
インタビュー」となります 

あなたの理念からみて、好ましいデータの方は「好材抽出局
面」、好ましくないデータの方は「問題抽出局面」となります 

局面 

支援者向け
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第4章
共同学習期

チェックリスト

□ あなたの人生理念、事業理念はしっかりと形成されていますか

□ 理念を共有する仲間と集まる“場”は確保されていまか

□ 一緒に地域の問題解決を考える将来の“顧客”はいますか

□ 共同学習を維持する“資金”は確保できていますか

□ 共同学習を有効に進める“ワークショップ”の手法は身に付いていますか

□ 二人三脚で事業を始める“事業パートナー”は見つかっていますか

□ 地域で実績を積んでいる“コミュニティビジネスの先達者”と知り合っていますか

□ 事業分野に関わる“専門家”を知っていてコンタクトを取っていますか

□“地域のキーマン”を把握していてコンタクトを取っていますか

□ 中間支援組織や行政の窓口に顔を出していますか

□ 地域やテーマ別の共同学習の“場”をつくっていますか

□ 共同学習をサポートする“ワークショップの技術”を提供していますか

□ 共同学習を活性化する“ファシリテーション技術”を身に付けていますか

□ 本人の精神的なサポートを行う“カウンセリング技術”を身に付けていますか

□ ネットワークの構築を支援する“コーディネート技術”を身に付けていますか

事業者向け

支援者向け

“学ぶ”とは人生において必要な知識や技術を身に付けることです。

人生理念を全うするためには何が必要で、何が必要でないのかを

しっかりと見極めなければなりません。

必要な“学び”の蓄積が

行動へのエネルギーとなります。
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第4章　共同学習期 成長へのキーファクター

事業の“土壌”を育む

Key Factor 1 共同学習の場をつくる

Key Factor 2 顧客を巻き込み一緒に勉強する

共同学習の場には個人の学習では学べない多くの生きた情報が集まります。

「場」をつくることで求心力が芽生え、継続性が高まります。

●まずは自宅や喫茶店など気軽な雰囲気の場所から始める

●人数が増えてきたら地域のコミュニティセンター等を活用する

●料金が安く定期的に借りられ、なおかつ人が集まりやすい場所

●お茶を飲みながら気軽に誰でも参加できるサロン的な場所

一緒に勉強することで顧客との垣根が取り払われます。また、実際に困っている人と

一緒に解決方法を考えることで現実的な学習が可能になります。

●同じ問題を感じている人に知人経由で声掛けをする

●自らが顧客の代表という立場で勉強会を始める

●お互いの想いを引き出す「インタビューゲーム」を有効に活用する

●地域の先輩コミュニティビジネス事業者を講師に迎える

●事業分野に関わる専門家を招いて、事業に対する専門知識を深める

事業者向け
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●ネットワークのイメージ

Key Factor 3 地域ネットワークをつくる

地域の問題を解決して元気にしていくには、地域とのつながりは欠かせません。多くの関

係者をネットワークに巻きこんでいくことで、さまざまな支援が受けられ、一人ではでき

ないことでも、ネットワークがあれば可能になります。

●勉強会への参加を公的機関等を活用して広く地域に呼び掛ける（知ってもらう）

●行政や中間支援組織から紹介を得る（探す）

●キーとなる関係者に直接会いに行って理解と協力を求める（口説く）

中間支援組織 

NPO・ 
ボランティア 

コミュニティビジネス 
事業者 

公的機関 

顧客 
ネットワーク 

専門家 

事業主体 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
度 

時　間 

事業パートナー 
と気軽に 
集まる勉強会 ・インタビュー 

・ワークショップ 

顧客を 
巻き込んだ 
勉強会 

コミュニティビジネス 
先達者や専門家 
を招いての勉強会 

地域ネットワーク形成 

場づくりの技術 

発展のイメージ 
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第4章　共同学習期 成長へのキーファクター

「場」づくりの技術
●個々が生き生きと参加しやすい雰囲

気づくり

●参加する人々のつながりをコーディ

ネートする

●「安心」「思いやり」「協力」を意識する

●ワークショップ（※）の手法を身に付

ける

インタビュー技術

起
業
家
の
資
質

ど

うい
うこと？

●インタビューゲーム（P52）を通
じて身に付ける

ど

うや
って？

●初対面の人と関係づくりができる

●短い時間でお互いを深く知り合うこ

とができる

身

に付
けば…

ど

うや
って？

「場」づくり運営資金
●運営資金を確保できないと、勉強会

が定着せず、学習が停滞してしまう

●つながりが安定せず、ネットワーク

が広がらない

●初めは参加者の割り勘で、時期をみ

て会費制にする

●会場費は抑えて、講師料を多めに確

保する

事業パートナーを見つける

経
営
資
源
の
確
保

確
保

でき
なければ…

ど

うや
って？

●一緒に二人三脚で事業を進めていく

共同事業者

●お金を出してくれる人たちはサポー

ターと考える

●理念が深いところで一致している人

●コミュニケーションがしっかりと取

れる人

ど

うい
うこと？

ど

んな
人？

※ワークショップ 参加者がお互いの考えや立場の違いを越えて、
自発的に協働作業を行うこと（P120）

4つの視点事業者向け
起業家の資質・経営資源の確保
地域資源の活用・ネットワークづくり
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コミュニティビジネス先達者

●地元でコミュニティビジネスをすで

に始めていて、地域からの支持を得

ている人

●勉強会の講師として招く

●地域のネットワークを紹介してもらう

事業分野に関わる専門家地
域
資
源
の
活
用

どん
な人？

ど

うや
って？

●専門家を活用できないと、事業とし

て展開を図ることが困難になる

●将来の事業リスクが予測できず、失

敗する

●勉強会の講師として招く

●継続的な支援者（アドバイザー）に

なってもらう

で
き

なけ
れば…

ど

うや
って？

地域の学習スペース、サロン

●継続的な学習機会が得られる

●参加者の情報交流が盛んになり

アイデアが生まれる

●講師を呼んでの勉強会等は利用料の

安い公共施設を使う

●普段は気軽に飲食ができるところを

使う

で

きれ
ば…

ど

ん
なと
ころ？

一緒に勉強する
●仲間が集まらず、地域からの協力が

得られない

●地域に根差した活動につながってい

かない

●他の集まり等に出掛けていって仲間

を募る

●参加型の学習会（ワークショップ）を

行う

困り事を聞く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

で
き

なけ
れば…

ど

うや
って？

●事業としてのニーズが把握できる

●困り事を話した人が仲間になる可

能性がある

●インタビューゲームを活用する

●自ら積極的に弱さをオープンにする

で

きれ
ば…

ど

うや
って？

キーマンを見つける

●地域で長年にわたって活動している人

●地域に豊富なネットワークを持って

いる人

●中間支援組織や行政から紹介をもらう

●NPO等が主催するイベント等で出

会う

どん
な人？

ど

うや
って？
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第4章　共同学習期 成長へのキーファクター

Key Factor 1 地域別テーマ別の共同学習の場をつくる

理念を形にしていくためには学習が必要ですが、本などを教材に一人で学んでいては地域の状

況がつかめません。仲間や顧客と一緒に学ぶことで実用的な学習が可能となります。支援者は

より実践的な学びが得らえる地域別、テーマ別の共同学習の場を設定することが重要です。

●先達コミュニティビジネス事業の事務所を地域別学習会の場として提供を依頼する

●テーマ別学習会には先達コミュニティビジネス事業者や専門家をコーディネートする

●井戸端マーケティングゲーム（53P）を開催する

Key Factor 2 ワークショップの手法を提供する

共同学習が機能して有効な成果を出すためには、学習の方法を工夫しなければなりません。

参加者一人ひとりが主役となり、対等な関係を深めながら創造的な作業を行うにはワーク

ショップという手法が効果的です。支援者はワークショップの手法をマスターし、共同学

習の場に提供することが求められます。

●ホワイトボードがあり、スペースにゆとりのある場所を用意する

●最初に自らファシリテーター（※）を行い、ワークショップのやり方を示す

●その後順番にファシリテーターを交代で練習し、気付きを共有する

事業の“土壌”を育む支援者向け

4つの視点支援者向け
支援者の要件・メニューとツール
地域資源の活用・評価の視点

共同学習期はさまざまなつながりの中でコラボレーションと学びを生み出します。支援者には必要な
時期に必要な人、モノ、情報をつなぐ能力が求められます。

●強さばかりに目を向けず、弱さが絆を生み出すようなコーディネートを行う
●問題を解決するつなぎ方ではなく、新しい視点が生まれるようなつなぎ方をする

つなぐ支
援
者
の
要
件

※ファシリテーター ワークショップの活（はたら）きを促進する役割
を担う人
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この時期は理念と現実のギャップ、人間関係のトラブルなどでストレスがたまっています。
支援者のカウンセリングによる精神的なサポートが求められます。

●メンターとして良き相談者、良き理解者、良き支援者となる（メンタリング）
●同じ視点で一緒に考える姿勢、すなわち「We（私たち）の立場」で接する

カウンセリング

メ
ニ
ュ
ー
と
ツ
ー
ル

ワークショップの技術は本で読んだだけでは身に付きません。何回も練習を繰り返すことで
「創造的な場」をつくる技術が磨かれてきます。

●「安心の場」「思いやりの場」「協力の場」をつくる技術を磨く
●カード集類法（P52）、ファシリテーショングラフィック技術（P53）を身に付ける

ワークショップ技術

コミュニティビジネスは発展と共に関わる資源が多種多様になってきます。支援者は状況を
見極め、適切な資源の分配と調整を行わなければなりません。

●コミュニティビジネスの先達者、専門家を紹介する
●共同学習の場と機会をコーディネートする

コーディネート技術

評
価
の
視
点

ネットワークといえば聞こえは良いですが、寄せ集めの形だけのネットワークではかえって
重荷となります。しっかりと有効に機能するものかどうかをチェックする必要があります。

●しっかりと理念を共有した強いつながりであるかどうかを見極める
●お互いが相手を過大評価も過小評価もせず、強みや弱みを良く理解しているかを見極める

ネットワーク形成度

共同学習期は事業化に向けたネットワークを広げる時期です。支援者の役割は、このネット
ワークが有効に構築されるための支援を行うことです。

●テーマ別学習会、講演会、交流会の企画を行う
●中間支援のＮＰＯ等を紹介する

ネットワークの構築支援地
域
資
源
の
活
用
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第4章　共同学習期 セルフプロデュースシート

事業を形成する
共同学習期では、セルフプロデュースシートを活用して、事業コンセプトの作成と事業領域の決

定（グランドデザイン）をします。

9

5

2

1

76

主文を作成します 
コンセプトの解説を1文に統合し
て表現します 

コンセプトを作成します 
重要データの中から光る情報をキーワードとして5つ選び出し、
端に並べます。キーワードをじっくりと眺めて、5つの意味内容
を含んだコンセプトを導き出し、中心に書きます 

事業のグランドデザインを行います 
コンセプトをじっくり眺め、コンセプトを満たし、成就するための機能を
考えます。導き出された機能を事業領域としてコンセプトの周りにデザ
インします 

43
ラベル（カード）1枚に１データ書き出します。設定し
たテーマに関して「将来どんな地域が期待されるのか」
「地域から何を求められるのか」を文章で表します。文
末は「～が期待される」「～が求められる」となります。
20データほど書き出します 

素材データを書き出します 
書き出した素材データをよく眺めて、
重要と思われるデータを選んでいき
ます。全体の2／3（12～15データ
前後）まで絞り込みます 

データを選択します 

重要データを空間配置します 
選択した重要データを繰り返し読み込み、意味が異なり重
要なデータを縦に（a,b,c,d,e）、意味内容が近いと思われ
るものをグループ化して横に（1,2,3）並べていきます。
左上方向（a-1）に向かって重要度が大きくなるように重
要データを空間配置します 

テーマを記入します 
P39の好材（問題）抽出局面で捻出された
主文を簡潔に表現します 

8
コンセプトの 
解説をします 
 コンセプトについてキーワー
ドを使って説明します。 

記録要目を記入します 
取材源が自分の場合はセルフインタビュー
となり、外部の場合は、○○さんへのインタ
ビュー、書籍名、○○の講演等となります 

主文 テーマ 

【コンセプトの解説】 

【キーワードとコンセプト】 【グランドデザイン】 

局面 

1. 日付 

2. 場所 

3. 作成者 

4. 取材源 

1 2 3

a

b

c

e

d
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●このページをB4に拡大コピー（約120%）してお使いください
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特定非営利活動法人ふわり
組織の概要 障害者の生活支援事業

共同学習期の経緯 起業前に障害者の「親の会」と共に学習会を企画運営

共同学習期のポイント 地域ニーズをつかむマーケティングの場は、共同学習会にあり

所在地 

愛知県半田市 戸枝　陽基 2000年4月 
（1999.4創立） 

1億2000万円 
役　　員 … 12名 
職　　員 … 22名 
ヘルパー …100名 

代表者 設　立 年間予算 スタッフ 

事業理念

事業内容

地域福祉の啓発を目指して、必要なときに、必要な人に、
必要なサービスを提供する

障害者の生活支援・デイサービス・移送サービス・文化活動支援、
福祉相談、地域福祉啓発、障害者雇用として喫茶、養鶏等

代表者の戸枝さんは、公立施設職員時代に障害

者福祉の現場に携わってきました。施設福祉のあ

り方に疑問を持つようになり、福祉先進県である

滋賀県で毎年開催される「滋賀アメニティーフォ

ーラム」に参加。全国から集まる同志との交流で

刺激を受け、独立開業を決意しました。

この間、障害者施設で関わってきた利用者の

「親の会」と共に、夜間の学習会を6年にわたり継

続して運営していました。共同学習会では障害者

やその親の悩みを聞き、相談に乗り、十分にニー

ズを引き出していた結果、「親の会」から要請を

受けるかたちで起業することになりました。利用

者としてNPOに参画することはもとより、資金的

な援助も取り付けてのスタートでした。

起業家の
資質

経営資源の
確保

地域資源の
活用

ネットワーク
づくり

独善を制し、コーディネート力を発揮して力を集結した
●行政の制度対応は二の次にして、「親の会」など現場の声をよく聞いていた
●現場の声をもとに、顧客ニーズの本質をとらえた魅力ある集会を企画していた
●共同学習会の企画や準備など、事務局業務を買って出ていた

事業資金をはじめ共同学習会の参加者の中に経営資源が詰まっていた
●共同学習会の参加者が中心となってNPOを立ち上げ、理事として就任した
●共同学習会の参加者有志が、事業の運営資金を負担することで起業できた

地域の中に潜在するプロの人材を見つけ出すルートを持った
●地域にいる福祉の専門家を招いて話を聞いたり、地元企業の経営者から、マネジメントを学んだ
●地元にある日本福祉大学の学生や卒業生が運営スタッフとなるルートができた
●前職であった行政機関とのパートナーシップをうまく活用することができた

全国フォーラムでの研修会を通じて地域福祉の同志と出会った
●「滋賀アメニティーフォーラム」の合宿研修で地域福祉の議論を交わし、同志ができた
●障害者雇用を目的とした養鶏事業では、北海道の養鶏業者からノウハウの伝授を受けた

第4章　共同学習期　発展段階別事例研究
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マレーニのコープ 2.共同学習期

起業家の
資質

アイデアを引き出し、小さく無理なく
楽しめる事業分野に絞った

お互いが無理なくボランティア精神で関われる活動範囲に絞
り、仲間で知恵を出し合うことに楽しみを見い出した

経営資源
の確保

利用できる資源は農薬を使わない農地と
仲間の知恵しかなかった

経営資源といえば、無農薬で栽培してきた自給用農地しかなかっ
たが、無農薬で作った自給農産品の余剰分を店で売ることにした

地域資源
の活用 農家の女性たちが関心を示した

近隣農家の女性たちが初めに関心を示し、家庭内の廃品をリ
サイクル利用することで、地元の女性たちとつながった

ネットワーク
づくり

新移住者の仲間が「志縁（しえん）ネット
ワーク」となった

シンプルな生活を目指す新移住者の仲間がネットワークの核とな
り、自給できないホールフードを町から共同仕入れした

共同学習期の経緯 ビジネス経験のない仲間で知恵を出し合った

共同学習期のポイント 自分たちの困り事の中にビジネスのヒントがある

無農薬栽培での自給的な暮らしを始めて10年が

過ぎようとしていたとき、6人の仲間が1つの部屋

に集まり話し合いを始めました。野菜や果物は自

給できるようになっていたのですが、玄米や全粒

粉などのホールフードはマレーニのスーパーに売

っていなかったので、自分たちで事業協同組合を

立ち上げ、店を構える相談を始めました。同時に、

自給で余剰となった農産物を売ったり、仕事の斡

旋や住宅情報を提供するまちの情報センター構想

も持ち上がりました。

ビジネス経験はないに等しい状態でしたが、共

同学習の場で知恵を出し合い、何とか事業をスタ

ートさせたのです。

べてるの家 2.共同学習期

起業家の
資質

「三度の飯よりミーティング」で
ピンチをチャンスに変えた

下請け作業の廃止を転機として、何度もミーティングを繰り
返し自前の商売を決意した

経営資源
の確保 資金は少なくても自前で小さく始めた

商売の元手として代表の佐々木さんが虎の子の貯金10万円を出
資して事業がスタートした

地域資源
の活用

地元名産品の廃物を利用して
人気商品を生み出した

地場名産の日高昆布の切れ端を千切りにして紙パックに詰め
たアイデア商品を開発する

ネットワーク
づくり

地域とのコミュニケーションにより
地域全体が活性化してきた

地元商店主との勉強会、本の出版、セミナー開催によって地域と
の交流が生まれた

共同学習期の経緯 苦労を取り戻すために商売を始めた

共同学習期のポイント リハビリテーションからコミュニケーションへ

治療によって失った悩む力や生きる苦労を取り

戻すために「商売」への挑戦を決意。1988年に「地

域のために」を旗印に地場産業の昆布の産地直送

事業を始めました。

1990年地域のパソコンユーザーグループ「MUG」

に集う商店主の人たちから経理等の商売のノウハ

ウを学び、地域との交流が生まれます。

1992年には地域の有志と共に「こころの集い」

を重ね「べてるの家の本」を発行。本の発行後も

「ひとつぶ塾」「いのちを活かすフォーラム」など

地域づくりや生き方を考える共同学習を続けまし

た。
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第4章　共同学習期 Q&A

インタビューゲームを活用すると、短時間で深く知り合えます 

1.初対面同士がいても、集まった仲間の想いを 
　 引き出せる方法はありますか 

1  2人1組のペアになります 

2  ルールを確認します（3つ） 

　　　　何を聞いてもいい 

　　　　答えたくないことは答えなくてもいい 

　　　　聞かれないことでも話していい 

3  聞き手はメモを取りながらひたすら聞きます（20分） 

4  聞き手を交替します（20分） 

5  聞き取った内容を紙にまとめます（20分） 

6  まとめた内容の確認を相手に取ります 

7  相手に書いてもらったものを発表します 

※このインタビューゲームは「セルフラーニング研究所」の平井雷太氏が考案したものです 

 

まとめ方（A5サイズ） 
日付 
名前 ○○○○な□□□さん 

私は□□□です。・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・　 ※相手の立場で、相手になりきって書きます 

カード集類法を活用し、関係性を視覚的に表してみましょう 

2.話し合いが長くなるばかりで、 
　 うまくまとまりません… 

カード集類のイメージ 
日時・場所 
グループ・参加者 テーマ：○○○○○○ 

タイトル 

タイトル 

タイトル 

タイトル 

1  情報を出し合うテーマを決めます 

2  個人作業でテーマに従った情報をカード（粘着メモ）に書き出します 

　　　　　 １枚のカードに１つの情報を記入します。 

　　　　　 情報は誰が見ても意味がわかるように読みやすい字で、文章にして表現します 

3  最初に誰か1人、１枚の内容を発表し、模造紙に貼ります 

4  発表された内容に近いと思われる情報を書いた人は、

手を挙げて情報を読み上げます 

5  発表されたカードは、内容が近いカードの近くに貼って

いきます 

6  すべての情報が貼り出されたら、もう一度見直してカー

ドの位置を調整します 

7  情報をグループごとに線で囲み、タイトルをつけていきます 

8  グループ間の関係を実線、矢印、点線などで表し、構造化します 

 

事業者向け
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井戸端マーケティングゲームを活用します 

3.共同学習の場で課題の共有と協力体制を 
　生み出すには何をすると効果的ですか 

井戸端マーケティングゲームとは、身近な人と悩みやアイデアを共有しながら、地域の問題を解

決していく事業（コミュニティビジネス）を考えるゲームです。 

1  「地域の解決したい問題」を紙に1つ書きます 

2  紙を読みながら、なるべく多くの人と自己紹介を行います（5分） 

3  ペアインタビューの形で相手から問題解決のヒントやアイデアを聞き出します 

4  インタビューした内容はマーケティングメモに記入します 

5  ペアを代えながら5回ペアインタビューを繰り返します（60分） 

6  「地域の問題を解決する事業やサービスや商品」を1つ開発します 

7  開発した「事業、サービス、商品」を分類してボードに貼り出します 

8  貼り出された「事業、サービス、商品」を眺めて、協力、支援できることをカードに書いて隣に

貼っていきます（複数） 

※所要時間：2～3時間　　参加者：6～50人 

ファシリテーショングラフィック技術を活用しましょう 

4.話し合いをより創造的なものにする 
　良い方法はありますか 

ファシリテーショングラフィックとは、参加者の発言をリアルタイムでビジュアル的に書き表すこと

で、コミュニケーションを活性化し、創造的な合意形成をしていく技術です。 

1  模造紙（10枚程度）と水性カラーマーカー（8色程度）を準備します 

2  事前に模造紙を数枚重ねて壁やボードに貼っておきます 

3  参加者全員から模造紙が見えるようにイスを扇形に配置します 

1  話し合いのテーマを全員で確認します 

2  発言者の意見を的確に、簡潔に書いていきます 

　 　発言者自身の言葉をなるべく生かします 

　 　色遣いや強弱を工夫してわかりやすく表現します 

　 　発言者の意見がわかりにくいときは確認します 

3  参加者全員が対等な立場で発言できるように配慮します 

4  議論の流れや関係性などを線、矢印、囲みなどを使ってわかりやすくしていきます 

5  途中で議論の経過を振り返り、確認を取りながら進めます 

※適正人数は1グループ5～8人です 

準備 

進行 ファシリテーター 

模造紙 

参加者 

支援者向け
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第5章
社会実験期

チェックリスト

□ あなたの“事業コンセプト”はしっかりと形成されていますか

□“プレゼンテーション”に自信はありますか

□ あなたか、あなた以外の“専任スタッフ”を確保していますか

□ 事業の拠点となる“事務所”は確保していますか

□“オリジナルのサービスや商品”は開発できていますか

□ 事業の“運転資金”は確保できていますか

□ 行政やマスコミを巻き込んだ事業展開が図れていますか

□ 地元事業者（NPO、企業）と十分な連携を保っていますか

□ 事業を手伝ってくれる“ボランティア”を確保していますか

□ 事業に対して“協力的な顧客”を確保していますか

□ 事業を始める適正な“時期・規模・スピード”を見極めアドバイスできますか

□“マーケティング”の手法を指導することができますか

□ 事業の“側面支援・後方支援”の体制は確立していますか

□ 事業のプロセスや成果を評価する“アセスメント手法”を身に付けていますか

□ 適格な社会実験事業の“協働パートナー”を見極め、紹介できますか

事業者向け

支援者向け

「失敗」できない社会は「挑戦」できない社会です。

失敗する権利を奪われると人生も社会も萎縮してしまいます。

何事も練習をしなければ上達はあり得ません。

人生や社会にとって今必要なことは、

“練習”を行う機会を確保することです。
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第5章　社会実験期 成長へのキーファクター

Key Factor 1 小さく始める

Key Factor 2 他のセクター（行政、マスコミ）とコラボレーションする

「ハイリスク・ハイリターン」ではなく「ローリスク・ローリターン」を狙い、急成長

を目指すのではなく、ゆっくりと広がる事業（スロービジネス）を目指します。

●関係者の負担を最小限に抑えて、無理をせずにできることから始める

●いきなり多くの顧客を集めようとせずに、仲間の中で循環させるよう心掛ける

●小さく始めるとはいえ、後で自己評価ができるように計画はしっかりと立てる

●継続できる事業であること

●顧客一人ひとりの評価がしっかりとフィードバックされること

●地域のニーズに応えてサービスを豊富にしていく余力があること

事業の必要性を広く地域に知ってもらうためには他セクターとのコラボレーションは

欠かせません。また、事業の資金不足を補い、安定した事業を運営することで地域か

らの信用を獲得することも重要です。

●行政の窓口に足しげく通い、担当者に事業内容と顔を覚えてもらう

●行政が行う地元のイベントには必ず参加する

●新聞社などの地元メディアに何度も足を運んで事業のPRと取材依頼を行う

●行政やマスコミとの共催イベントや後援付きのイベントを実施する

●地元行政機関から補助金などの支援を引き出す

●地元の新聞やテレビで事業活動が紹介される

事業の“枝葉”を伸ばす事業者向け
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Key Factor 3 試行錯誤を繰り返し、ノウハウを小さく積み上げる

試行錯誤を繰り返さなければ本当の地域ニーズに応えることはできません。試行錯誤

を繰り返すことで、スタッフの学習能力が高まります。ノウハウを書籍等で勉強する

より、試行錯誤の中から獲得した方が実践的です。

●常に新しいことにチャレンジしているという気持ちを大事にする

●計画はしっかり立てるが、実施時は計画に束縛されないようにする

●しっかり振り返りを行い、小さなことでもノウハウとして残していく

●試行錯誤の過程を通して地域の関係者を巻きこんでいく

●提供しているサービスが地域から支持されているという実感を得る

●確実なノウハウの蓄積によって将来の事業構想が描けるようになる

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
度 

時　間 

最初は 
小さく 
始める 

情報生産技術 

試行錯誤 

有効な技術 

発展のイメージ 

行政・マスコミとの 
コラボレーション 

中間支援組織の活用 

専任スタッフ、事務所の確保 

ボランティア、会員の確保 

運転資金の確保 

地域のＮＰＯ、 
企業などとの連携 

未来デザイン技術 

プレゼンテーション技術 

マーケティングゲーム 

テストマーケティング 

オリジナル 
サービス・商品 

ノウハウの 
蓄積・形成 
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第5章　社会実験期 成長へのキーファクター

発信力（遠心力）

●地域の中で存在を知ってもらうこと

ができる

●顧客や支援者を地域から集めること

ができる

●情報生産技術（P66）を身に付ける

●プレゼンテーションの技術を身に付

ける

構想力（シナリオ形成力）

起
業
家
の
資
質

身

に付
けば…

ど

うや
って？

●事業として展開していくことができ

ない

●周りからの協力が得られにくい

●未来デザイン技術（P66）を身に付ける

●事業計画書を作成する習慣を付ける

ど
うや
って？

身
に
付

かな
ければ…

専任スタッフ

●事業運営が安定する

●情報が集約され、顧客との信頼関係

が強まる

●組織の代表者が最も適しているが、

ダメな場合は初期から活動に関わっ

ている人が望ましい

オリジナルサービス・商品

経
営
資
源
の
確
保

確
保

でき
れば…

な

けれ
ば…

どん
な人？

●地域の諸問題を解決できない

●収益的に苦しくなり、事業の継続が

困難になる

●マーケティングゲーム（P67）でアイデ

アを収集する

●テストマーケティング（※）を行う

ど

うや
って？

拠点（事務所）

持
つと
…

●行政や中間支援組織から信頼を得る

ことができる

●多くの人が出入りすることで地域か

ら認知される

●中間支援組織の紹介、支援を引き出す

●インキュベート・共同オフィスを活

用する

ど

うや
って？

4つの視点事業者向け
起業家の資質・経営資源の確保
地域資源の活用・ネットワークづくり

※テストマーケティング 開発中の商品の反応を事前に把握する方法
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運転資金

●事業の継続が困難になる

●人件費にしわ寄せされ、モチベーシ

ョンが下がる

●会員制度を導入するなど、広く支援

者を募る

●公的機関からの事業委託や補助金等

を獲得する

行政、マスコミ

経
営
資
源
の
確
保

地
域
資
源
の
活
用

で
き

なけ
れば…

ど

うや
って？

●地域からの認知度と信用を高めるこ

とができる

●少ない資金でも効果的な事業運営が

できる

●行政関係の情報は常にチェックする

●マスコミを仲介してくれるキーマン

を味方にする

活
用

でき
れば…

ど

うや
って？

中間支援組織、地域のNPO、企業

●地域から孤立した組織になってしまう

●必要なときに周りから支援や連携が

得られない

●中間支援組織の会員となって積極的

に参加する

●地域の共同イベント等では必ず労力

を提供する

で
き

なけ
れば…

ど

うや
って？

ボランティアを確保する

●地域を巻き込んだ活動へと発展する

ことができる

●スタッフの負担を軽減できる

●イベント等で募集を掛け、必要な人

材には継続的な作業を用意して定期

的に関わりを持つ

パートナー、アドバイザーである顧客（会員）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

で

きれ
ば…

つ

くれ
れば…

ど

うや
って？

●地域のニーズを正確につかむことが

できる

●客観的評価やアドバイス等の支援が

得られる

●理念に賛同する仲間を会員として集

める

●アンケートや評議会などを実施して

意見を集める

ど

うや
って？



〈60〉 Community Business Guidebook Chapter 05

想
い
醸
成
期 

事
業
展
開
期 

成
長
・
安
定
・
分
化
期 

共
同
学
習
期 

社
会
実
験
期 

第5章　社会実験期 成長へのキーファクター

Key Factor 1 後方支援をする

事業をスタートすると間接業務が生まれ、本業に専念する時間と労力を奪われます。

社会実験期は非常に事業が不安定な状態なので、支援者は事業者が本業に専念できる

体制を後方支援によって確保する必要があります。

●多様な専門家による相談メニューを利用しやすい価格で提供する

●共同事務所を提供して、事務所機能維持の負担を削減する

●バックオフィス機能を事業化してサポートする

Key Factor 2 他のセクターを紹介する

社会実験には事業パートナーが必要です。地域と協力しながら事業の実験を繰り返し

育てていくには、他のセクターの協力は不可欠です。支援者は事業に適した他セクタ

ーを引き合せて、社会実験をサポートする必要があります。

●地域の人に広く事業を知ってもらうために地元メディアを紹介する

●公益サービスを行うパートナーとして行政機関を紹介する

●その他事業の内容に合わせて、教育機関、地元企業などを紹介する

Key Factor 3 外部評価をフィードバックする

事業をさまざまな角度で評価しフィードバックを行うことで次の展開が生まれてきま

す。効果的な試行錯誤を繰り返すために支援者は、外部の立場として客観的に実験事

業をとらえて、事業者にフィードバックを行わなければなりません。

●地域にどのように知られ、どのくらいの認知度があるかをフィードバックする

●地域にどのように受け止められ、受け入れられているかをフィードバックする

●この事業が地域にもたらしている利益と将来の可能性をフィードバックする

事業の“枝葉”を伸ばす支援者向け

4つの視点支援者向け
支援者の要件・メニューとツール
地域資源の活用・評価の視点

社会実験期は試行錯誤をするため不安定な状態を招きます。事業者の側面や後方から実験事
業をしっかりと行えるようサポートすることが支援者に求められます。

●本業を支えるのではなく、本業に専念できるような裏方に徹する
●「We（私たち）の立場」から「You（あなた）の立場」へとシフトする

支える支
援
者
の
要
件
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サービスや商品を開発するときは、地域のニーズをサービス（商品）ごとに把握しなければ
なりません。事前のマーケティングは非常に重要な支援内容です。

●マーケティングゲーム※（P67）の手法を習得し、提供する

●テストマーケティング（P67）の技術をマスターし、提供する

マーケティング

メ
ニ
ュ
ー
と
ツ
ー
ル

社会実験期は事業の評価とフィードバックがとても重要な意味を持ちます。支援者は事業ア
セスメントの手法をしっかりと身に付ける必要があります。

●環境、福祉など事業分野ごとの専門的なアセスメント能力を身に付ける
●理念・ネットワーク・地域への役立ち度などコミュニティビジネス性もアセスメントする

事業アセスメント

コミュニティビジネスにおける社会実験は協働の実験でもあります。地域の関係者の中から
最適な実験パートナーをコーディネートすることが支援者の重要な役割です。

●キーマンとなる顧客を紹介する
●行政、マスコミ、メディアなどの他セクターを紹介する

実験パートナーの紹介地
域
資
源
の
活
用

事業により地域に生じた直接的、間接的な正負の影響です。事業前には予測されなかった影響
や効果も含んでしっかりとつかむ必要があります。

●顧客や顧客グループにどのような影響を与え、変化を引き起こしたかを見極める
●事業エリアを越えた地域へどのような影響と広がりを生み出したかを見極める

地域へのインパクト

評
価
の
視
点

支援が得られなくなったら事業も無くなってしまった、では地域のサービスに穴が空いてしま
います。自立的に発展可能かどうかをしっかり評価する必要があります。

●事業主体の組織やネットワークが長期にわたり事業を継続できるかを見極めます
●ニーズや政策が変化しても事業の継続、発展が可能かを見極めます

自立発展性

※マーケティングゲームは「えにし屋」の清水義晴氏による考案
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第5章　社会実験期 セルフプロデュースシート

商品を開発する
社会実験期では、セルフプロデュースシートを活用して、商品コンセプトと商品のデザインを行います。

6

9

5

2

1

7

8
主文 テーマ 

【サービス・商品の解説】 
サービス名（商品名） 

内容（デザイン・形状・機能） 

特長 

ターゲット 

設定価格 

【キーワードと商品コンセプト】 【サービス・商品のデザイン】 

局面 

1. 日付 

2. 場所 

3. 作成者 

4. 取材源 

1 2 3

a

b

c

e

d

主文を作成します 
サービス・商品の解説を1文に統
合して表現します 

コンセプトを作成します 
重要データの中から光る情報をキーワードとして5つ選び出し、
端に並べます。キーワードをじっくりと眺めて、5つの意味内容
を含んだコンセプトを導き出し、中心に書きます 

サービス・商品のデザインを行います 
コンセプトをじっくり眺め、コンセプトを満たし、成就するためのサービス・
商品を開発します。イラストなどを使って、開発したサービス・商品をデザ
インします 

43
ラベル（カード）1枚に1データ書き出します。設定し
たテーマに関して「将来どんな商品が期待されるのか」
「地域からどんなサービスを求められるのか」を文章
で表します。文末は「～が期待される」「～が求めら
れる」となります。20データほど書き出します 

素材データを書き出します 
書き出した素材データをよく眺めて、
重要と思われるデータを選んでいき
ます。全体の2／3（12～15データ）
まで絞り込みます 

データを選択します 

重要データを空間配置します 
選択した重要データを繰り返し読み込み、意味が異なり重
要なデータを縦に（a,b,c,d,e）、意味内容が近いと思われ
るものをグループ化して横に（1,2,3）並べていきます。
左上方向（a-1）に向かって重要度が大きくなるように重
要データを空間配置します 

テーマを記入します 
P48で導き出されたグランドデザインの事
業領域の中から１つ選定します 

サービス・ 
商品の解説 
をします 
 開発されたサービス・商品
の説明をします 

記録要目を記入します 
取材源が外部の場合は、○○さんへのイン
タビュー、書籍名、○○の講演等となり、自分
の場合はセルフインタビューとなります 
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●このページをB4に拡大コピー（約120%）してお使いください
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第5章　社会実験期 発展段階別事例研究

特定非営利活動法人中部リサイクル運動市民の会
組織の概要 循環型市民社会をリードする「ドゥーイング・シンクタンク」

社会実験期の経緯 「食える市民運動家」として環境市場の前線を開拓

所在地 

名古屋市 萩原　喜之 2000年1月 
（1980.10創立） 

2億円 契約スタッフ…5名 
有償ボランティア…50名 

代表者 設　立 年間予算 スタッフ 

役　員 …7名　職　員 …7名 

事業理念

事業内容

地域循環型市民社会に向けたシステムづくり

名古屋市内のリサイクルステーション管理運営、市民参加型の環境
計画策定、環境配慮型商品の開発・販売、環境教育の啓蒙、環境先
進地域づくりの調査研究、環境系NPOの中間支援

代表者の萩原さんは、市民運動が自分の就職

先と考え、20年以上にわたり環境活動を続けて

きました。「みんなでやろう」ではなく「自分は

どうしたいか」、1人称で考え意志を貫く市民に

なることを行動原則に活動されています。

常に現場を持ちながら環境を考え、政策提言

を行う「ドゥーイング・シンクタンク」として

社会実験を繰り返し、環境市場の前線を開拓

してきました。その結果、市民ボランティア

が運営するリサイクルステーション事業、フ

リーマーケット事業、有機野菜宅配事業、エ

コペーパー事業、トナーリサイクル事業、市

民参加による環境基本計画策定事業など数々

の環境事業を創造開発してきました。

社会実験期のポイント 社会におけるNPOの役割は、社会実験を繰り返すことにあり

起業家の
資質

経営資源の
確保

地域資源の
活用

ネットワーク
づくり

社会を開拓する市民運動家こそベンチャースピリットが欠かせない
●NPOは次世代を開拓するベンチャーであるという考え方を持っている
●自己決定し、責任を取り行動する人を「市民」という考えで活動してきた
●市民運動を就職先と考え、「食える市民運動」を提唱してきた

市民の自発性が経営資源という考えで市民参加の環境事業を開発した
●「市民＝志民」の精神で、賛同者を多く集め共に行動してきた
●まず、自ら行動した後、企業や行政から経営資源を調達してきた
●自主事業収入65％の構成で自立性を保ち、経営資源を循環させてきた

肩書きをはずした市民同士の付き合いから地域資源が引き出された
●多くの有償ボランティアの手でリサイクルステーション等を運営してきた
●環境情報誌の発行を通して、地域のオピニオンリーダーの行動を誘発してきた
●行政マン、企業人の肩書きをはずし、個人の付き合いから協力者を得てきた

情報発信力と現場活動を活かし「志民ネットワーク」の裾野を広げてきた
●古くから各地のリサイクル運動団体とつながっている
●全国レベルで環境活動のリーダー的存在や環境の専門家・研究者とも志でつながっているケースが多い
●環境系NPOの中間支援機能を持ち始め、理念を軸に連携が強化されつつある
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マレーニのコープ 3.社会実験期

起業家の
資質

コミュニティビジネスの
マザー的存在となった

経営資源
の確保

コミュニティ・バンクの資金は
経営資源の源泉となった

銀行設立当初の資金は仲間出資で370万円相当。事業資金の借り
入れが可能となり、新規のコープが複数生まれ、雇用が発生した

地域資源
の活用

地元の人が預金し、資金を活用し、
コープで働くようになった

地元の人が少額のお金を出し合い、2002年には約10億円相
当の資金が集まった。コープは地元に職を提供した

ネットワーク
づくり

社会の弱い部分にもネットワークが張り巡ら
されるようになった

地域通貨レッツの導入により、低所得者層もモノやサービスを売
買でき、コミュニティ活動支援から多様なネットワークができた

社会実験期の経緯 コミュニティ・バンク導入で複数のコープが起業した

社会実験期のポイント いかに競争するかでなく、いかに協力するかを伝える

多くの新移住者は土地を買い、家を建てたいと

望んでいましたが、大多数は若者でお金を借りる

ことができず困っていました。1983年頃、コミュ

ニティ・バンクのアイデアをアメリカから持ち込

みました。コープの店が軌道に乗るようになって

まもなく、このアイデアを早速取り入れ5ヵ月後

にはクレジット・ユニオンという協同組合による

銀行を立ち上げたのです。

当初の資金は約370万円相当でしたが、これをき

っかけとしてリサイクルコープ、女性啓発コープ、

ランドケアコープ、芸術家コープ、パブやカフェ

など10数社のコープが立ち上がり、助成金活用に

よる学校・病院・青年グループ・環境グループの

支援など地域貢献が可能となりました。2002年に

は、約10億円の資金を持ち、銀行のビルを所有し、

6000人近くのメンバーを抱え、230種の雇用をつく

り出すまでに成長したのです。

べてるの家 3.社会実験期

起業家の
資質

ありのままを伝える言葉が、
聴講者の安心と共感を呼んだ

出張販売を兼ねた講演が、全国各地で3日に1度の割合で開催
され、活動を紹介している

経営資源
の確保

ユニークな事業で過疎の町を支える
地場産業に発展

1988年に10万円の元手で始めた商売は10年後の1998年には
総事業収入1億円に伸びた

地域資源
の活用

メディアの活用が大きな反響を呼んだ

マスコミが頻繁に紹介したことで年間に1800人の見学者が
べてるの家を訪れるようになった

ネットワーク
づくり

地域との協働によって地域全体の
社会復帰が実現

町の生協やスーパーから捨てられた野菜で放し飼いの豚を育てる
事業を地域と提携して始めた

社会実験期の経緯 利益のないところを大切に事業展開を図る

社会実験期のポイント「べてるの繁栄は地域の繁栄」をスローガンに社会変革を生む

べてるは順調に事業を伸ばし、1993年に「有限会

社福祉ショップべてる」を設立。1995年にはべてる

の活動を映画で記録しようと「ベリー・オーディ

ナリー・ピープル」の撮影が開始されました。

1996年介護用品のお店「ぱぽ」開店。1997年から

TVに何度も紹介され社会的に注目を集めました。

1990年介護保険事業（介護用品レンタル）に進出。

2000年には地域の有志と「エコ豚クラブ」を設立し、

地域循環型のまちづくりのきっかけとして養豚を

始めました。

銀行の設立など良いアイデアはすぐに取り入れ実行に移す行
動力があり、社会の弱い部分にも気を配った
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第5章　社会実験期 Q&A

未来デザイン技術（情報生産技術）を活用しましょう 

1.事業計画を立てるとき、役立つ手法はありますか 

　未来デザイン技術とは、人生や事業の未来像をデザインし、その実現に向けて取り組む計画を

考えるための思考ステップを踏んだ技術です。未来デザインは、さまざまな情報を集約しながら

段階を踏んで課題の本質に迫っていく情報生産技術が核になっています。 

※未来デザイン技法は「えにし屋」の清水義晴氏が開発したものです 

未来デザインのステップ（考程） 

事業全体を貫く考えや指
針を明らかにするステップ 

2つの現状（プラス・マイ
ナス）を把握するステップ 

目標と警戒の2つの未来
を予測するステップ 

コンセプトに基づいて事
業をデザインするステップ 

成り行きを変える手の打
ち所を探るステップ 

実現への具体的な方法を
考えるステップ 

具体的な作業手順を編成
するステップ 

②現状把握 

①理念設定 ③ -1未来予測 ③-2未来デザイン 

④要所解明 ⑤ -1方法立案 ⑤-2計画編成 

未来デザインの思考モデル 〈未来から現在を見る視点で考えます〉 
①理念設定 

⑤方法立案・ 
　計画編成 

Step2 Step3
②現状把握 

現
　
在 

最悪の 
事　態 

理念の 
実　現 プラス 

の現状 

マイナス 
の現状 

目標 
未来 

警戒 
未来 

未　来 未来からの 
視点 

要所 方法 

方法 要所 

情報aと情報bを統合して
情報αを生産します 

情報cと情報dを統合して
情報βを生産します 

情報αと情報βを統合して
情報Xを生産します 

未来デザインの情報生産技術 

情報a
情報α 

情報β 

情報b

情報c

情報d

情報X

Step1

Step1

Step2

Step3

④要所解明 
③未来予測・未来デザイン 

事業者向け
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マーケティングゲームでニーズを把握しましょう 

2.マーケットのニーズを的確に把握するために 
　何を行うと良いですか 

主文 テーマ 

【解説】 【心象図】 

【統合】 

A

1. 日付 

2. 場所 

3. 作成者 

4. 取材源 

B

C

E

D

1 2 3

a

b

c

e

d

主文を 
作成します 
統合文と心象図の意味を
1文に統合して表現します 

素材データを 
書き出します 
実際にインタビューで得られたこと
をラベル（カード）1枚に1データ、
書き出します。文末は「～である」「～
であった」となります。20～25デー
タほど書き出してください 

データを選択 
します 
 書き出した素材データをよく
眺めて、重要と思われるデー
タを選んでいきます。全体の
半分（12データ前後）まで
絞り込みます 

重要データを 
空間配置します 
選択した重要データを繰り返し
読み込み、意味が異なり重要なデー
タを縦に（a,b,c,d,e）、意味内容
が近いと思われるものをグルー
プ化して横に（1,2,3）並べてい
きます。左上方向（a-1）に向かっ
て重要度が大きくなるように重
要データを空間配置します 
 

統合文を作成 
します 
ａの素材データを統合編集
して1文を作成しＡとします。
同様にｂ,ｃ,ｄ,eについても
B,C,D,Eとします。その中で
最も重要と思われる統合文
の記号に○を付けます 

心象図を 
作成します 
統合文の意味内容をイメー
ジ化もしくは構造化して
表現します 

テーマを 
記入します 
インタビューのテーマを
設定します。 

心象図の 
解説をします 
 心象図で表現したことを
文章で補い説明します 

記録要目を 
記入します 
この場合、取材源は「○○
さんへのインタビュー」等
となります 

局面 

マーケティングゲームは商品開発局面の前に使うと有効です。実際にインタビューを行い、情報
を収集します。商品開発後はテストマーケティングとしても応用できます。 

支援者向け
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第6章
事業展開期

チェックリスト

□“オリジナルのサービスや商品”は地域に定着していますか

□ 地域と情報交流を行う“自主メディア”を持っていますか

□ 中期事業計画に基づき、単年度事業計画（収支計画）を立てていますか

□“顧客満足（ＣＳ）”を把握する仕組みを持っていますか

□ 事業資金は充分に確保できる体制を構築していますか

□ 新たな事業展開時に投資が見込める“エンジェル”はいますか

□ 理念で働く“人財”を発掘、確保していますか

□“有償ボランティア”を組織化し、活用できる体制を構築していますか

□“スタッフの育成”は思うように図れていますか

□ 企業や行政との“アライアンス”は順調に行われていますか

□ 事業分野の“専門的なアドバイス”ができる体制は整っていますか

□“組織活性化”の視点でコンサルティングができる体制は整っていますか

□“リスクマネジメント”の視点でコンサルティングができる体制は整っていますか

□ アライアンスを促進する“事業推進資源”の紹介を行う体制は整っていますか

□ プロジェクトの計画から評価までをマネジメントする技術を提供できますか

事業者向け

支援者向け

事業は“想い”のカタチです。

一人の小さな心のベクトルが、

小さな行動のベクトルを生み出し、仲間を呼び込み、

地域のベクトルを創り出していきます。

それは個人の中にある

想いと行動の“調和”が、人との“調和”へと発展し、

地域の“調和”を生み出すことにほかなりません。
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第6章　事業展開期 成長へのキーファクター

Key Factor 1 経営資源を広く地域から集める

Key Factor 2 総合的なマネジメント力を発揮する

地域の多くの資源が関わることで事業の継続力を高めることができます。地域の問題

を解決し、元気にするには地域資源の地域内循環は必要不可欠です。

●仕事の発注、購入、利用等はできる限り地域内で行う

●機関誌などを地域の人や組織を巻き込んでつくることで、関係を深める

●ホームページなどのWeb媒体を活用して地域と双方向のコミュニケーションを行う

●人的資源：スタッフ、パートナー、支援者、ボランティア、顧客など

●物的資源：パソコン、机、ホワイトボード等の事務備品、広めの会議スペースなど

●金的資源：会費、補助金、助成金、寄付金、協賛金、出資金、融資など

●情報資源：上記「人、モノ、金」に関する情報、地域で起きている新しい動きなど

コミュニティビジネスには多くの地域資源が関わるので、それらの資源のバランスを

取りながらコーディネートすることが高度に要求されます。

●再度、事業理念、ビジョン、コンセプト等をブラッシュアップし、発信する

●それぞれの資源がどんな関係にあるかを図式化（関係者マップ）して把握する

ネットワーク分析を活用（P80）

●中期事業計画、単年度事業計画、収支計画等をしっかりと立てる

●CS（顧客満足）：顧客が提供されたサービスに充分満足している

●ES（従業員満足）：スタッフが仕事の内容、働き方、処遇に満足している

●RS（地域満足）：取引先、関係機関、ボランティア、住民などが満足している

事業の“花”を咲かせる事業者向け

▲
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Key Factor 3 人材を育てる

創業者だけでは事業の発展も継続も図れません。創業者を補完し、後継者となるべき

人材を育て、より良いサービスを提供し続けることが地域から求められています。

●事業所内のミーティングにワークショップを活用して、定期的（毎週）に行う

●現場の中に身を置いて顧客と常にコミュニケーションが取れるようにする

●人ザイの4つの視点～人材から人財へ～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
度 

時　間 

理念型人財へ成長 

地域との情報交流 

人材育成 

理念型人材の登用 

発展のイメージ 

協働実験 
事業資金の確保 

エンジェルの確保 

アライアンス 

有償ボランティアの確保 

小さな 
協働 

地域との協働 
行政との協働 
企業との協働 

コミュニティビジネス 
との協働 
市民との協働 

 

高 低 

低 

高 

人罪 

人材 

人在 

人財 ・未来デザイン能力 
・コミュニケーション能力 
・コーディネート能力 
・ファシリテーション能力 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

能力 

 ＋常識 
 ＋専門能力 
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第6章　事業展開期

キャスティング力

●スタッフを適材適所に配置する能力

●協働時等における連携者の役割と仕

事を適切に振り分ける能力

●日ごろからスタッフの能力をしっかり

つかみ、潜在能力（可能性）について

も見込みを持っておく

●協働者の特徴や限界について把握しておく

求心力（影響力、動員力）

起
業
家
の
資
質

ど

うい
うこと？

ど

うや
って？

●主催行事に人が集まらず、事業の流

れが途切れる

●事業活動が孤立してしまい地域から

の支持を失う

●地域の行事などには必ず顔を出すよ

うにする

●小さな声掛けなどを怠らず関係を維

持する

ど
うや
って？

身
に
付

かな
ければ…

事業資金

●広報などに予算が割けず、充分な活

動ができない

●いい人材を確保することができない

●社会貢献意欲の高い実業家、市民の

援助を受ける

●理念に賛同する市民や企業からの寄

付金を募る

経
営
資
源
の
確
保

で
き

なけ
れば…

ど
ん

なと
ころから？

低収入でも理念で働ける人材
どん
な人？

●個人的利益よりも社会利益を優先で

きる人材

●今の働きを将来の投資ととらえて働

ける人材

●ネットワーク活動を通じて人材発掘

を行う

●ボランティアやアルバイトの中から

人材を発掘する

ど

うや
って？

4つの視点事業者向け
起業家の資質・経営資源の確保
地域資源の活用・ネットワークづくり
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有償ボランティア

地
域
資
源
の
活
用

●多くの事業を抱えても仕事の質が確

保できる

●新規事業の展開をスムーズに行える

●公募するのではなく、こちらから声

掛けをする

●人材ファイルを作成し日ごろから準

備しておく

で

きれ
ば…

ど

うや
って？

エンジェル
●資金提供や、経営アドバイスを行う

個人投資家

●主にベンチャー支援を対象としてい

るが、これからはコミュニティビジ

ネスにも必要

●エンジェル向けのパンフレットを作

成する

●お金以外に支援してほしいメニューも

提示する

何の
こと？

ど

うや
って？

アライアンス（行政、企業）

●業務提携、共同プロジェクト等の事

業協力を行政や企業、コミュニティ

ビジネス間で行うこと

●提携の前に小さくても実績を実態と

して残す

●先行実績をもとに提携の企画書を作

成する

何の
こと？

ど

うや
って？

広く情報交流を行う
●地域の情報交差点として、情報が集

まってくる

●地域にとって必要不可欠な機能を果

たすことになる

●地域参加型の通信を発行する

●ミーティングやワークショップを地

域と行う

協働できる関係を築く

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

で

きれ
ば…

で

きれ
ば…

ど

うや
って？

●協働により、より一層の地域貢献が

可能となる

●地域からの信頼、信用、支持が確固

たるものとなる

●始めは小さな協働を積み重ねて関係

を深める

●ワークショップを活用して協働を進

める

ど

うや
って？
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第6章　事業展開期

Key Factor 1 地域資源をフィードバックする

本格的な事業展開を図るためには、実験事業でコラボレーションした地域資源をしっ

かりと評価しなければなりません。支援者は、事業展開に必要な資源の量と質を見極

めて再度、事業者にフィードバックする必要があります。

●資金面をサポートするエンジェルの紹介や補助金等の情報を提供する

●層の厚い事業運営を可能にする事業連携パートナーを紹介する

●事業分野に関わる専門的な見地からアドバイスができる専門家を紹介する

●顧客となる可能性のあるグループや組織を引き合わせる

Key Factor 2 組織マネジメントをサポートする

事業展開期には業務、スタッフ、関係者などが大きく膨らみ、高度な組織マネジメン

ト力が求められるようになります。市場動向と内部体制のバランスが保てるようなア

ドバイスやコンサルティングが支援者に求められます。

●事業規模とその将来予測に合わせたＩＴの活用方法を提案する

●プロジェクトマネジメントの技術（※ＰＣＭ）を提供する

●創業精神を受け継いだ理念型人材の育成をサポートする

事業の“花”を咲かせる支援者向け

4つの視点支援者向け
支援者の要件・メニューとツール
地域資源の活用・評価の視点

社会実験期までは、メンタル的なことや一般的なアドバイスが中心となりますが、事業展開には社会
責任を果たす意味においても専門的な見地からのアドバイスが必要となります。

●甘えや妥協を一切持ち込まない外部観察者としての判断をアドバイスする
●「You（あなた）の立場」から「They（彼ら）の立場」へとシフトする

専門的アドバイス支
援
者
の
要
件

プロジェクトの計画立案・実施・評価という一連のサイ
クルを、プロジェクト概要表を用いて運営管理する手法

※ＰＣＭ
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地域利益の追求はコミュニティビジネスのミッションです。地域利益には顧客の満足（CS）
と仕事の地域内循環による地元経済の活性化が重要です。

●顧客へインタビューやアンケートを行い、満足度、信用度、期待度を調べる
●地域内受発注のボリュームを算出し、どのくらい地域経済に貢献したかを調べる

地域利益、地域内循環度

評
価
の
視
点

本格的な事業である以上、収益性が保たれていなければ継続は見込めません。支援者は収益
性を正確に把握し、客観的な判断で評価しなければなりません。

●基本事業による収益と単発の臨時収益を分けて、継続部分での収益を判断する
●委託事業等が多い場合は、自主事業部分の収益性を判断する

事業収益性

コミュニティビジネスの事業の安定は土地や資金よりネットワークの良否に左右されます。
ネットワークを資産としてしっかり評価することも重要な役割です。

●現在関係している人と組織をすべて洗い出して関係性を把握します
●将来的な可能性を含めたネットワーク利益を検討しその資産価値を評価する

ネットワーク資産

この時期は組織としての体制や管理なども重要になってきます。単なるビジネスツールでは
なく状況に応じたコンサルティングメニューの提案が必要となります。

●人間関係、やる気、コミュニケーションを改善するための組織活性化策を提案する
●市場の変化、制度の変更、クレーム等に備えたリスクマネジメント策を提案する

コンサルティングメ
ニ
ュ
ー
と
ツ
ー
ル

実験段階から本格的な事業展開を図るためには、不安定要素を解消しなければなりません。
支援者は事業の安定と推進力を生み出す地域資源を紹介する必要があります。

●事業の量と質の拡大に対応が可能な地元提携企業を紹介する
●事業の特長と可能性を分析し、新たに見込める新市場を紹介する
●事業の成長に伴う資金需要をカバーする資本提供者、助成金情報を紹介する

事業推進資源の紹介地
域
資
源
の
活
用
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1

8

主文を 
作成します 
方針全体を集約する文章
に表現します 

3
素材データを書き出します 

テーマを 
記入します 
P48の事業形成局面か
P62の商品開発局面の主
文を要約し書きます 

心象図を 
作成します 
 要所解明の空間配置を眺
めて要所を構造化もしく
はイメージ化します 

記録要目を 
記入します 
取材源は、セルフイン
タビューとなります 

5

7

4

主文 テーマ 

【心象図（要所）】 【要所解明】 

【重要施策】 

方針.1

方策.1

方策.2

1. 日付 

2. 場所 

3. 作成者 

4. 取材源 

1 2 3

a

b

c

d

【方法立案】 

1 2 3

方針.2

方策.1

方策.2

方策.3

a

b

c

d

目標とする将来像を阻んでいるもの、最悪の将来を招くものを未来から現在を見る視点で解明します。見逃して
いる点は？　手を付けていない点は？　目をつぶって逃げているところは？　文末は「～されていない」「～のまま
である」となります。20データほど書き出してください 

データを選択します 

重要データを 
空間配置します 

6
上段の要所解明を踏まえて、目
標とする未来を実現するため
の方法を20データほど書き出
します。文末は「～する」「～を
行う」となります 

素材データを 
書き出します 

データを選択します 

重要データを 
空間配置します 

方法の空間配置を眺めて、重要な
方針（大局的な方向性：戦略）をデー
タを統合して作成し、それを具体化
するための方策（戦術）をデータか
ら選んで書き写します 

重要施策を 
書き出します 

局面 
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第6章　事業展開期 セルフプロデュースシート

事業を展開する
事業展開期では、セルフプロデュースシートを活用して、重要な事業の方針と方策を決定します。
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1
2

3

a b c d

●このページをB4に拡大コピー（約120%）してお使いください
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第6章　事業展開期 発展段階別事例研究

株式会社コミュニティタクシー
組織の概要 市民の市民による市民のためのタクシー会社

事業展開期の経緯 規制緩和をチャンスに事業資金を市民出資で調達

所在地 

岐阜県 
多治見市 岩村　龍一 2003年1月 1億円 

役　員 … 6名 
社　員 …14名 
パート …15名 

代表者 設　立 年間予算 スタッフ 

事業理念

事業内容

ありがとうのハートフルキャッチボール

一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー）、便利屋事業、
介護移送サービス事業

代表者の岩村さんは一般貨物自動車運送業

（トラック会社）を経営していましたが、トラッ

クの仕事もドライバーも社会的地位が低く、も

っと人から喜ばれる仕事がしたいと思っていま

した。協同組合を立ち上げて「便利屋事業」を

始めたり、地元商店主と組んで100円で商品届け

る「100デリ事業」を始めるなど試行錯誤を繰り

返し地域との関係を築いてきました。

こういった状況の中、タクシー会社設立の規

制が緩和されたことをチャンスととらえて新し

いタクシー会社を起こすことを決意。市民が出

資して自分たちの生活移送手段を確保するとい

う新しい市民タクシー会社を設立しました。

事業展開期のポイント 地域からの支持は、常識にとらわれない理念の忠実な事業化にあり

起業家の
資質

経営資源の
確保

地域資源の
活用

ネットワーク
づくり

理念を貫く大胆な決断力と人間関係の繊細なバランス感覚を発揮した
●ハイブリッド車の導入、駅待ちや流しの廃止、ヘルパー資格ドライバーの導入を決断した
●社員や協力者とのコミュニケーションは心も情報もオープンにして本音で接した

逆転の発想で事業資金と人材を確保した
●市民出資という新しい方式で資本金が設立時に1000万円、増資で1500万円集まった
●あえてタクシードライバー経験のない人材を、個性や人生経験を重要視して採用した

多数の地元企業に株主になってもらうことで顧客や支援者をつかんだ
●タクシーの利用頻度が高い飲食店などを株主として巻き込み顧客を確保した
●地元の運送事業者に株主になってもらうことで事業に関する支援体制を築いた

CSの追求が市民や地元企業とのネットワークを広げている
●質の高いサービス提供によりドライバーの個人指名が定着し、市民との絆が深まっている
●便利屋機能を活かしてコンビニエンスストアと買い物代行事業で提携を結んだ
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2001年自主企画ビデオ「精神分裂症を生きる」

（全10巻）を販売開始。2002年には社会福祉法人

浦河べてるの家を設立しました。事業内容は、地

域ふれあい事業、ビデオ事業、出版事業、うまい

もん事業（海産物製造販売）、感動事業（ＯＡ関連）、

べてるトラベルサービス、暮らしの支援事業、べ

てる大学～しあわせ研究所、と多種多様です。

2003年は全国13ヶ所をテレビ会議でつなぐ“べて

るシステム”が始まり、産官学のネットワークで

出会えない人が出会うシステムを目指しています。

マレーニのコープ 4.事業展開期

起業家の
資質

多数の起業家と多数の専門家が地元で
活躍し出した

マザー的存在の起業家と、専門アドバイザーである起業家支
援のコープ「リード」で新たな起業家を生み続けている

経営資源
の確保

「クレジット・ユニオン」で融資をし、「リード」がコンサルする
連携が事業を生み、雇用が地域経済を刺激循環する流れができた

地域資源
の活用

生活保護を受けていた人々が起業。「リード」の支援でマネジメ
ントリスクが回避され、地域経済の循環効率が良くなった

「リード」の活動により、地域資源が一層
活用されるようになった

経営資源が循環するようになった ネットワーク
づくり

まちが大いに活性化し、世界中から観光客が
訪れるようになってきた

持続可能なコミュニティづくりのメッカとして注目され、市民社
会の先進事例として世界中にネットワークができ始めている

事業展開期の経緯 起業家と専門家のパートナーシップで相乗効果を発揮した

事業展開期のポイントお互いに役立っていることを喜ぶ

1997年に開催された地元のフォーラムで、小さ

な事業を起こすために援助やアドバイスが欲しい

という声が上がりました。多少ビジネス経験のあ

る5人が集まり、地域経済と企業発展を支援する

ためのコープ「リード」をすぐに立ち上げました。

「クレジット・ユニオン」で起業に必要な資本を

融資し、「リード」が起業から1年間ビジネスが軌

道に乗るように援助するといった連携のしくみが

できたのです。これにより事業開始の初期に倒産

しやすいリスクを相当数回避することができるよ

うになりました。

マレーニのまちは大いに活性化し、マレーニの

経済は、230種の雇用をつくり出し、110件の新ビ

ジネスを誕生させ、20件のフルタイム労働と90件

のパートタイムにより5000人の地元雇用を創出

し、生活保護を受けていた50人が起業するまでに

成長したのです。

べてるの家 4.事業展開期

起業家の
資質

問題ＯＫ！それで順調！
「場」の力を信じる

事業が拡大しても「安心してサボれる会社」「管理が行き届か
ない会社」を目指している

経営資源
の確保

地域の空き物件を有効利用し、
次々と施設をオープン

地域共同作業所「ニューべてる」立ち上げのため、旧印刷会社の
建物を購入した

地域資源
の活用

地域商業や自治組織と連携して
安らげるまちづくりをお手伝い

自治会や商店街と話し合いを重ね、中心通りに地域の活動拠
点「4丁目ぶらぶら座」を開店

ネットワーク
づくり

ITの活用で地域コミュニティから
テーマコミュニティづくり

全国テレビ会議システムを導入し、会いたくても会えなかった人
たちと交流が可能になった

事業展開期の経緯 営利法人と非営利法人の両輪を活かした障害者主体の地域づくり

事業展開期のポイント 病気のままで幸せに生きられる、地域の豊かな人間関係を築き上げる



〈80〉 Community Business Guidebook Chapter 06

想
い
醸
成
期 

成
長
・
安
定
・
分
化
期 

共
同
学
習
期 

事
業
展
開
期 

社
会
実
験
期 

第6章　事業展開期 Q&A

理念を考えたり、伝える機会をたくさんつくります 

1.スタッフが思うように育ってくれません。 
　良い育成方法を教えてください 

1  セルフプロデュースシートの理念形成期（P34）を研修として活用します 
　　個人の理念と、事業の理念を両方考えると効果的です 

2  事業の満足度や課題について、顧客へのインタビューを実施させます 
　　インタビューすることで理念を伝えることが必要となり、理解が深まります 

3  事業所内で「理念」「理念の背景」「理念をどうやって実現するか」についてワーク

ショップを行います。スタッフが順番でファシリテーターを行います 
　　スタッフ全員で共有することで信頼やチームワークが生まれます 

4  セルフプロデュースシートを活用した事業計画の作成に参加させます 
　　事業全体の計画作成に参加することで自らの役割が明確になり自覚が生まれます 

5  会社案内（事業案内）をワークショップで作成します 
　　会社案内をつくることで組織の長所を再確認し、同時に表現力も養われます 

　　　　 

　　　　　 

ステップ 

ステップ 

ステップ 

ステップ 

ステップ 

ネットワーク分析を行います 

2.ネットワークがあっても有効に活用できているか 
　自信がないとき、何をすれば良いですか 

1  事業組織に関わる（取り巻く）人、グループ、機関、組織をすべてカード（粘着メモ）に書き出します 

2  書き出したカードを関係が見えるようにマッピングします 

　　　　　 中心を自分の組織として、その周りにカードを配置していきます 

　　　　　 関係の種類と強弱によって色や太さを変えながら線で結びます 

3  カードの関係を見ながら、重要もしくは将来重要になると思われるカードを選びます 

4  選ばれたカードについて詳細に分析を行います 

　 

　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

5  分析結果をもとに、今後のネットワークの活用方法を検討します 

①抱えている問題 

●●●●●●●● 

●●●●●●●● 

●●●●●●●● 

●●●●● 

●●●●● 

●●●●● 

●●●● 

●●●● 

●●●● 

●●●● 

●●●● 

●●●● 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 
・ ・ ・ ・ ・ 

②ニーズ ③強み ④可能性 

a

b

c

・ ・ ・ 

②会社案内の内容とレイアウトを考えます 

④完成したら、人数分コピーして配布し、発表します 

①Ａ３の紙を二つ折りにして４ページ構成にします 

③手書きで案内を作成します 

①抱えている問題 ： どのような課題、問題を持っているか 

②ニーズ ： どのような希望、要望を持っているか、 

　　　　　何が必要と考えているか 

③強み ： どのような優位な資質、資源等を持っているか 

④可能性 ： 現状では有効活用されていないが、 

　　　　　将来価値のある資源、潜在能力は何か 

分
析
項
目 

事業者向け
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コミュニティビジネスの登録制度をつくり、ビジネスマッチングを促進します

2.コミュニティビジネスの継続を支援する 
　良い方法はありますか 

登録制にすることでコミュニティビジネスに信用を付与し、マッチングのシステムにより 
事業の活性化を図ることで継続性を確保します。 

※コミュニティビジネスの登録フォーマット（例） 
（キャッチコピー） あなたの事業は地域や社会にどんな利益をもたらしますか 

今後、あなたは何に力を入れていきたいですか 
そのために必要なことやものは何ですか 

フリーＰＲ 

事業者名 

事業内容 

理念・事業目的 

事業コンセプト（および解説） 

事業を取り巻くコミュニティ（地域）の現状認識 

詳細な内容（具体的なサービス・商品） 

代表者 

行政 

マスコミ 

企業 

コミュニティ 
ビジネス 

NPO

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
登
録 

イベント コミュニティビジネス事業者 
によるクラスター形成 

地域ネットワーク 

●情報発信 
●市場調査 
●事業評価 

●A地区 
●B地区 
●C地区 
・ 
・ 
・ 
 

テーマネットワーク 

●地域福祉 
●健康づくり 
●環境リサイクル 
●地域教育 
　　　・ 
　　　・ 
　　　・ 

商談会 
●営業機会 
●実績づくり 
●新規開拓 

商品開発 
●事業提携 
●地域問題解決 
●特許（実用新案）取得 

共同事業 
●相互補完 
●共同プロジェクト 
●営業チャネル共有 

支援者向け
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第7章
成長・安定・分化期

成長概念についてコミュニティビジネスと従来型ビジネスとの比較 

事業展開期 

成長期 

安定期 

分化期 

分化期 

従来型ビジネス コミュニティビジネス 

利　益 

事業エリア 

量的側面 

質的側面 

市　場 

雇　用 

事業ノウハウ 

金銭的な利益を重視 

全国展開、世界進出と拡大、グローバル化 

事業エリア拡大に伴う量的拡大、 
質的な拡大は量的拡大の手段 

質的拡大による利益拡大 

単独で占有 

従業員数の拡大 

特許、ＦＣなど権利化、クローズ傾向 

地域の元気、暮らしやすい地域を重視 

事業エリアを拡大せず、地域に限定、ローカル特化 

地域にサービスが行き届くための量的拡大 

サービスの浸透後は質的拡大に専念 

他のセクター、事業体と協働で分かち合う 

従業員に限らず、地域の関係者の拡大 

地域内や他の地域に広く還元、オープン化 
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第7章　成長・安定・分化期 成長へのキーファクター

成長期 “量”的成長から“質”的成長に転換する

コミュニティビジネスの最大の特徴は地域密着型ビジネスという点にあります。マーケ

ットを広げると顧客との距離が遠くなり、顧客の顔が見えなくなってきます。結果とし

て地域のニーズをつかめなくなり、事業理念を達成できないという事態を招いてしまい

ます。サービスが地域内に浸透した後は、サービスの質を追求することが肝要です。

●事業エリアを限定し、安易に拡大をしない

●顧客アンケートを実施して、顧客の満足度や不満な点を把握する

●アンケートに現れない部分は、顧客へのインタビューを実施して本音を聞き取る

●顧客の細かいニーズに対応したサービスを提供する

●顧客の潜在ニーズを掘り起こし、顧客と共同でサービスを開発する

●質的向上を追求する働きが組織風土として定着する

安定期 地域内で利益を分かち合う

コミュニティビジネスは地域に必要不可欠なサービスを提供するものであるが故に、継

続することが重要な目標となります。よって順調なときよりも苦しいときにどう乗り切

るかが大きな課題となります。普段から地域内で助け合いの仕組みを築き上げ利益を分

かち合うことで、事業継続の基盤が固まってきます。

●事業が順調なときは仕事を独占せず、協働の練習を兼ねて地域の事業体に仕事を発注する

●地域の事業力が向上するように、個々の事業体の特長をさらに伸ばすような仕事の

コラボレーションを行う

●苦しいときは“弱さ”をオープンに発信してお互いに助け合う

●受注、発注、購買、協力など仕事の大部分が地域内で行われている

●地域内での仕事の循環が、地域にいる人々が実感できるレベルになる

●好況、不況に左右されることなく事業を安心して行える地域になる

●自分の組織の雇用が増えるのではなく、地域全体の“働き手”が増える

社会変革を生み出す事業継続スタイル
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分化期 “現代版のれん分け”で遺伝子を引き継ぐ

他の地域からの需要、オファーがあったとしても、事業エリアを無理に拡大して対応す

ることはコミュニティビジネスとしての特性を失うことになりかねません。需要のある

地域ごとに事業を営む後継者を育てることで、さまざまな地域の需要を満たすことが可

能になります。一般的にフランチャイズ（ＦＣ）といわれるシステムとは異なる、ノウ

ハウを活かす新しいシステムが求められています。

●事業のノウハウをオープンにして、他地域の事業主体に提供、指導する

●他地域での事業実施に向けた“修行の場”として事業主体候補者をインターン（実

習生）として受け入れる

●ＦＣとは異なる“現代版のれん分け”制度を確立し、インターン修了者がさまざま

な地域で事業展開が行えるように支援する

●インターン制度により、事業理念を継承する人材が育成される

●“現代版のれん分け”制度により、各地でコミュニティビジネスが立ち上がる

●のれん分けを受けた事業体が、地域の特性に適応しながら地域に定着する

“実”が種となり新しい命を生む

フランチャイズシステムの概念 

従属化 

同業他社 

A B C D

競争 共創 

ロイヤリティ 
（売上の一部） 

ノウハウの提供 
（FCマニュアル） 
宣伝・商品 

ノウハウの 
クローズ化 

ノウハウの 
オープン化 

CB＝コミュニティビジネス 

インターン実習 
（ノウハウの伝授） 

労働力 
理念の実現 

FC本部 

FC店 

支配 

契約による結び付き 

縦
の
関
係 

現代版のれん分け制度の概念 

同業者 

A

B

C

D

理念による結び付き 

自
立
化 

支
援 

横の関係（パートナー） 

伝
承
者
C
B

先
達
C
B

現代版のれん分け制度の概念（FC制度の違い） 
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第7章　成長・安定・分化期 成長へのキーファクター

事業者向け

想い醸成期（種） 

重要 
ファクター 

起業家の 
資質 

経営資源の 
確保 

地域資源の 
活用 

ネットワーク 
づくり 

共同学習期（土壌） 社会実験期（枝葉） 成長・安定・分化期（結実） 事業展開期（開花） 

○理念を形成する（志） 
○地域の問題、ニーズを把
握する（知） 
○仲間と出会う（友） 

○共同学習の場をつくる 
○顧客を巻き込み一緒に勉
強する 
○地域ネットワークをつくる 

○小さく始める 
○他のセクター（行政・マスコ
ミ）とコラボレーションする 
○試行錯誤を繰り返し、ノウ
ハウを小さく積み上げる 

○経営資源を広く地域から
集める 
○総合的なマネジメント力
を発揮する 
○人材を育てる 

○“量”的成長から“質”的
成長に転換する 
○地域内で利益を分かち合う 
○“現代版のれん分け”で
遺伝子を引き継ぐ 

◇身近な問題の発見能力 
◇自分を知る力（セルフイ
ンタビュー力） 

◇「場」づくりの技術 
◇インタビュー技術 

◇発信力（遠心力） 
◇構想力（シナリオ形成力） 

◇キャスティング力 
◇求心力（影響力、動員力） 

◇自己資金の貯蓄（最低１
年分の生活費） 
◇同志・相談者と出会う 

◇「場」づくり運営資金 
◇事業パートナーを見つける 

◇専任スタッフ 
◇拠点（事務所） 
◇オリジナルサービス・商品 
◇運転資金 

◇事業資金 
◇低収入でも理念で働ける
人材 

特になし ◇コミュニティビジネス先
達者 
◇事業分野に関わる専門家 
◇地域の学習スペース、サ
ロン 

◇行政、マスコミ 
◇中間支援組織、地域のＮ
ＰＯ、企業 

◇有償ボランティア 
◇エンジェル 
◇アライアンス（行政、企業） 

◇地域を知る 
◇地域の人と出会う、触れ
合う 

◇一緒に勉強する 
◇困り事を聞く 
◇キーマンを見つける 

◇ボランティアを確保する 
◇パートナー、アドバイザー
である顧客（会員） 

◇広く情報交流を行う 
◇協働できる関係を築く 

想い醸成期（種） 

重要 
ファクター 

支援者の 
要件 

メニューと 
ツール 

地域資源の 
活用 

評価の視点 

共同学習期（土壌） 社会実験期（枝葉） 事業展開期（開花） 

○地域にある困り事を共有する場
をつくる 
○待つ 

○地域別テーマ別の共同学習の場
をつくる 
○ワークショップ手法を提供する 

○後方支援をする 
○他のセクターを紹介する 
○外部評価をフィードバックする 

○地域資源をフィードバックする 
○組織マネジメントをサポートする 

聞く 
 

つなぐ 
 

支える 
 

専門的アドバイス 

コーチング 
理念設定技術 

カウンセリング 
ワークショップ技術 
コーディネート技術 

マーケティング 
事業アセスメント 

コンサルティング 

人材の紹介 ネットワークの構築支援 実験パートナーの紹介 事業推進資源の紹介 

本気度 ネットワーク形成度 地域へのインパクト 
自立発展性 

地域利益、地域内循環度 
事業収益性 
ネットワーク資産 

支援者向け

発展段階別成長へのキーファクター／一覧
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クラスター形成

点から線へ、線から面へ、面から層へ
これまで、個別のコミュニティビジネス育成を目的に、事業の発展段階

別にその成長要件や支援する場合のポイントを見てきましたが、ここから

は、コミュニティビジネス産業全体の発展可能性について検討していきま

しょう。

現在コミュニティビジネスは、一塊の産業として姿を現していません。

地域づくりの志を持ち、かつ、ベンチャー的な資質を持ち合わせたごく限

られた創業者により、地域に点として存在するに留まっています。前述の

ように「スロービジネス」であることがその特長ですが、一方で、日本経

済全体の中でコミュニティビジネスを位置付けてみると、ゆっくりばかり

もしていられない状況が見えてきます。
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クラスターができるシナリオ
最寄品販売や社会サービス事業が点として開拓

コミュニティビジネスの受益者は地域の住民ですから、

住民の生活に密着した事業が先駆的に地域に根付きます。

その代表格は、日常的な家計支出の中心となる食や生活

用品など最寄品の販売に関わるビジネスです。

次に、高齢者や障害者の生活支援サービス事業も介護

保険や支援費など制度的な収入基盤がしっかりしている

ため、比較的早く自立します。その他、教育・子育て系

のサービスや住宅系の事業などがコミュニティビジネス

の先駆的ベンチャー群として考えられます。

点から線へ 

先駆的事業 

ベンチャー 

先駆的ベンチャー群

事業所向け支援サービス業が面展開を促進
地域貢献のミッションが強く、創業精神旺盛な先駆的ベ

ンチャーが地域に点として根付いたあとは、これを取り巻

く卸売りなどの流通業や物流業、ビジネス支援をする広告

代理業、IT業、専門的サービス業などが共生的に参入して

きます。

これら産業の中流にある事業所向け支援サービスのビジ

ネス群は、既存ビジネス向けのサービスを同時に行ってい

るケースが多く、既存ビジネスのノウハウをコミュニティ

ビジネスに移入し、ビジネス連携を促進するなど面的展開

を担う役割があります。

共生的中間支援群

行政や既存企業が持つ経営資源を移入
コミュニティビジネスが一塊の産業として層をなすため

には、既存経済の基盤となっている経営資源がコミュニテ

ィビジネスに注がれるようになる必要があります。コミュ

ニティビジネスの主流は社会サービス分野の産業ですか

ら、その基盤（三角形の底）となる主な経営資源は行政や

企業のサービス事業に存在していることが想定できます。

よって、行政からの委託や助成金、人材の移入、情報

の提供などは不可欠です。同時に、既存企業の協力や連

携により経営資源を共有することができれば、コミュニ

ティビジネスのクラスター形成が促進できます。

（参考：関満博氏「技術集積の三角形モデル」より）

産業集積の三角形モデル

線から面へ 

中間支援組織 

先駆的 
ベンチャー 

I T

物 流 流 通 

広告代理 専門サービス 

コミュニティビジネス 既存ビジネスの 
産業集積 

事業所支援サービス 

行政や企業の社会サービス 

面から層へ 
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クラスター形成における支援機関の役割
地域に「もう一つの産業」をつくる役割

コミュニティビジネスがクラスターを形成するため

に、地域リーダー、中間支援のNPO、コンサルタント業、

行政などの支援者の貢献は重要です。特に、コミュニテ

ィビジネスに不足している経営資源を既存経済から移入

するコーディネータの役割は、面から厚みのある層に移

行させ、地域にもう一つの産業としてコミュニティビジ

ネス群を自立発展させるために不可欠といえます。

同時に、既存経済が新参者であるコミュニティビジネ

スの足を引っ張ることのないように、生育環境を保全す

るコーディネータの役割も欠かせません。

コーディネート

「地域循環型経済」をつくるパワー
日本においては、コミュニティビジネス固有のファン

ドはまだ見当たりません。海外のコミュニティビジネスの

発展事例からもわかる通り、ファンドの効果は絶大です。

特に、地域の中から集められた資金を活用し、地域の

中でコミュニティビジネスの起業家たちが事業投資に使

い、サービスを地域に還元する「地域循環型経済」のフ

ァンド運用システムは、地域を元気にするパワーとなる

でしょう。また、きめ細かく低所得者層まで経済循環を

行き渡らせるために「地域通貨」のシステムも検討して

いく必要があります。

ファンド

クラスター形成を戦略的に促進するセンター機能
支援機関として、クラスターが形成されるステップご

とに必要なアドバイスを提供する仕組みをつくることは

重要です。先駆的ベンチャーが地域に根付くためのアド

バイス、ビジネス間連携がうまくいくためのアドバイス、

行政や企業とのパートナーシップをつくるアドバイス、

事業のプロセスで訪れるリスクを回避するためのアドバ

イスなどがあると、クラスター形成を戦略的に促進する

ことができるでしょう。これらを総合的にアドバイスが

できるセンター機能が望まれます。

専門的アドバイス

地域資源の 
活用 

経営資源の 
補てん 

より大きな渦 

経済循環 

起 業 

マッチング 

事業提携 

パートナーシップ 

市場創造 
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オーストラリアのマレーニ地域（ケース1）
コミュニティ・バンクと専門家アドバイス事業で5000人の雇用創出

自給自足的な暮らしをしていた6人の仲間が玄米や全粒粉などのホ

ールフードがマレーニのスーパーで売っていなかったことから、自分

たちで事業協同組合を立ち上げ、事業をスタートさせました。それか

ら3年経った1983年頃、コミュニティ・バンクのアイデアを取り入れ、

5ヵ月後にはクレジット・ユニオンという協同組合による銀行を立ち

上げました。これをきっかけとしてリサイクル・コープ、女性啓発コ

ープ、ランドケア・コープ、芸術家コープ、パブとカフェなど10数社

のコープが立ち上がったのです。

女性啓発コープ 

マザー 

リサイクルコープ 

美術家 
コープ 

パブ・カフェ 
ランドケア 
コープ 

地域とNPOと大学と行政の連携でクラスター化

高齢者・障害者生活支援クラスター（ケース2）
地域で高齢者の生活支援を行う受け皿が乏しく、困っていた数人の住

民がたまたまある学習会で知り合いになり、学習会を仲間で重ねるうち、

同時並行的にいくつもの介護福祉系のＮＰＯ団体が起業していきまし

た。その結果、横のつながりも活発になり、この地域にクラスターが形

成され始めたのです。

ここで注目すべきは、愛知県の知多半島地域には、全国的に見ても数

少ない福祉系大学が存在していたことです。コミュニティビジネスのリ

ーダーとして、また、現場のサポーターとして日本福祉大学の学生や卒

業生が活躍してきたことは見逃せません。

福祉大学 

事例にみるクラスター形成

こうした土壌の上に、地域行政の支援体制が生まれ、介護

保険制度などのビッグウェーブに乗って、組織のリーダーた

ちが理事となって運営する中間支援団体のNPO法人「地域福

祉サポートちた」が組織されました。

事業の“点”を“面”にした発端は、テーマ性のある地域の共

同学習会で、人材の担い手となったのは、専門分野を学ぶこ

とのできる地域の大学でした。これに行政の公的援助が加わ

り、地域性・テーマ性をもったNPOの中間支援団体ができる

というシナリオで、愛知県知多地域に高齢者・障害者生活支

援のコミュニティビジネス・クラスターが成立したのです。

ファンドとコンサルでクラスターが成長

ファンドの資金を活用して、エコハウスやグリーンカーの普

及、自主的なエコ税の導入、助成金活用による学校・病院・青

年グループ・環境グループの支援など地域貢献が始まりました。

1997年、事業を起こすための援助やアドバイスが欲しいと

いう声から、地域経済と企業発展を支援する専門家コープ「リ

ード」が立ち上がり、事業初期のリスク回避ができるようにな

りました。マレーニは活性化し、2002年の「クレジット・ユ

ニオン」は約10億円の資金とビルを所有し、6000人近いメ

ンバーとなりました。マレーニの経済は、230種の雇用と、

110件の新しいビジネスで、5000人の地元雇用と多数の起業

家を創出するまでに成長したのです。
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「中部リサイクル運動市民の会」から分離独立（ケース3）
代表である萩原喜之さんが創立して以来24年、スタッフやボランティ

アとして関わってきた人材が独立し、組織の一事業部門が分離した結果、

環境分野のコミュニティビジネスが育ってきた経緯がみられます。有機

食品の宅配業を営む「にんじんCLUB」、フリーマーケットをプロデュー

スする「中部フリーマーケット連盟」、事業系一般廃棄物をリサイクル

する「NPO法人オフィスリサイクルネットワーク」などをはじめ数多く

の環境ベンチャーたちが産み落とされ、育っています。「E'Sネットワー

ク」という名称でこれらの団体との連携を図る活動も展開しています。

中部 
リサイクル 
組織 

ボランティア 
スタッフ 

組織をスピンアウトして連携する 

リサイクル 
ステーション 

環境影響調査 
フリーマーケット 

有機食品宅配 

環境教育 

オフィスサイクル 

多くは「クラスターの幼態」の段階

ケース3～5は、代表者の理念や個人的資質が源泉となって、

コミュニティビジネス群が面展開され始めている事例です。

コミュニティビジネスが注目され始めてまもないため、起業

家たちも自ら起こした事業がコミュニティビジネスの範疇に

あることに無自覚なままでいるケースも多く、クラスター形

成のメリットを意識化できていないのが実態です。

紹介した事例においても「クラスターの幼態」というべき

段階で、コミュニティビジネスがクラスター化し、一塊の産

業へと成長していくためには、さらに多くの人の参入と支援

を待つ必要があります。

環境ベンチャー群

多治見通運株式会社が育てる起業家たち（ケース4）
価格競争の激化で伸び悩む運送業の将来を見据え、「地域の足になる」

ことを理念とした代表である関谷剛一さんの考えにより、岐阜県多治

見市にユニークなコミュニティビジネス群が誕生しています。リサイ

クルショップの「バザル」、子育てネットワークの「ママズカフェ」、

市民出資の「コミュニティタクシー」、便利屋の「東濃デリバリーサ

ービス」、介護事業のNPO「多治見たすけあいネット」など地域での

信用力や運送業で培ったノウハウを活用して、関谷さんと顔の見える

関係を持った起業家たちが次々と誕生しています。

IT
便利屋 

タクシー 

リサイクル 
ショップ 

子育支援 

創業支援による地域ビジネス群

ゴジカラ村から生まれる地域福祉事業群（ケース5）
愛知県長久手町の消防団長から地域活動をはじめた吉田一平さん

は、1981年より地域の森を守ることをコンセプトとした地域福祉事業

を次々と立ち上げてきました。雑木林の中にある「愛知たいよう幼稚

園」、特別養護老人ホーム「愛知たいようの杜」、「もりのようちえん」、

専門学校「愛知福祉学院」、NPO法人「雑木林物語」（ほどほど横丁）

をはじめ、在宅支援センター、ヘルパーステーション、訪問看護ステ

ーション、居宅介護支援事業、ケアハウスなど吉田さんが長久手町に

保有する土地を元手に、地域福祉事業のクラスターを形成したのです。

ケアハウス 
 

幼稚園 

○○支援センター 

専門学校 

特別養護 
老人ホーム 

地域福祉事業群
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第9章
ニュープロフィット経済圏

（ N P E ）

オールドプロフィット ニュープロフィット 

部
分
利
益 

全
体
利
益 

一
方
利
益 

循
環
利
益 

計
量
利
益 

本
質
利
益 

一部利益 共通利益 

企業利益 社会利益 

自国利益 世界利益 

私的利益 公的利益 

人間利益 環境利益 

現世利益 子孫利益 

短期利益 長期利益 

貯蓄利益 推譲利益 

占有利益 分有利益 

対立利益 調和利益 

金銭利益 心価利益 

量的利益 質的利益 

経済利益 生命利益 

効率利益 本物利益 

見える 
　利益のみ 

見えない 
　利益を含む 

「NPOの可能性を探る」（にいがたNPOネットワークプロジェクト）より

ニュープロフィットの概念

「日本のいわゆる発展は終わりで、あとはよい停滞、美しい停滞を、民族

の能力をかけてやらなければならない。」作家の司馬遼太郎さんの言葉

（1996年）です。競争による経済発展から調和による循環経済へ。新しい経

済のあり方を考え、実践する時が来ているのではないでしょうか。
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ニュープロフィット経済圏（NPE※）のイメージ　　

協働の循環（地域内ワークシェアリング）
短期的に自社の利益だけを考えると、仕事の独占へと

向かいます。長期的に地域の利益を考えると、仕事は分

かち合い、循環することが求められます。

現在、企業内でワークシェアリングが導入されていま

すが、今後は地域内ワークシェアリングが必要になって

きます。既にある商品やサービスを安易に購入するので

はなく、地域に必要な商品やサービスを地域の力で創出

していくプロセスが魅力的なコミュニティづくりにつな

がっていきます。

大学 

企業 

市民 

行政 

循環 
CB

CB

CB

（CB＝コミュニティビジネス） 

発注 

連携 共同企画 

事業委託 

共同研究 

ボランティア 

顧客 

仕事

公益金融システム
コミュニティビジネスは、事業性が低い分野において、

地域に必要なサービスを提供するもので、金銭面の自立

は容易ではありません。

地域全体で支える仕組み（地域の自立）が必要です。

地域が元気になり住みやすくなることが、市民の利益で

あることを考えると、市民がコミュニティビジネスを支

える仕組みの確立が理想的です。市民出資、市民投資家、

市民融資の視点で金融システムを構築することが、ニュ

ープロフィットを市民が享受することへとつながります。

企業 

市民 

行政 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

フ
ァ
ン
ド 

コミュニティ 
・バンク 

間接投資 間接投資 

貯金 

投資 

寄付 

補助金 

融資 直接
投資
 

出資
 

CB

お金

人材シェアリング（コミュニティビジネス・オープンシステム）
企業で仕事不足からワークシェアリングの導入が加速

していますが、コミュニティビジネスは人材不足から人

材シェアリングの必要性が高まっています。

例えば、一人の人材を3つのコミュニティビジネスで共

同雇用するもので、地域で雇用するという考え方になり

ます。また、地域のさまざまな人材がコミュニティビジ

ネスで働き、コミュニティビジネス間を移動することで、

ノウハウの共有や透明性の確保が得られます。結果とし

てコミュニティビジネスへの信頼が向上し、地域の安心

へとつながります。

CB人財派遣組織 

大学 

行政 

学生 

企業 

CB
CB CB

登録 

派遣 

出向 

研修 

出向 
移動 

移動 移動 

インターン 

人財B

人財A

人材

※NPE（＝ニュープロフィットエコノミー）



NPG

NPS

NPO

NPP
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オールドセクターからニューセクターへ変革を遂げる

NPEへの変革を促進するシフトウ
ェア（シミュレーションゲーム）

ニュープロフィット経済圏（NPE）の創出に向けて

強さを求め競い争う関係から、理念を求め弱さを絆につながり合う関係へ。理念、道徳、倫理観を高

め、「儲けること」より未来の社会にとって「大切なこと」を優先できる会社

［ニュープロフィット・ガバメント］
過去の実績重視から、地域社会の未来重視へ。中長期ビジョン（未来デザイン）に基づいた地域の育

成を現場からコツコツ積み上げることができる行政機関

［ニュープロフィット・スクール］
「学問的知識を教授する」から「実践的能力を開発し育成する」へ。世界的な研究成果を地域の視点で

応用でき、地域で活躍できる人材を育成できる学校

［ニュープロフィット・オーガニゼーション］
行政依存、ボランティア活動から自立連帯事業体へ。対話、共感、信頼で成り立つネットワーク型

組織によって公益創造を目指す社会実験組織

［ニュープロフィット・パーソン］
NPEの核。総論賛成、各論反対から総論と各論の一致へ。組織論ではなく個人の生き方として、理念

型の思考と行動が主体的に行える人材

見本市形式の市場を回って、ニュープロフィ
ットという観点からバーチャルな投資を行う
ゲーム（P118）

起業市場

NPC

所要時間：2～4時間　
出展者：5～15事業
投資家：20～150人

出展者は、理念・ビジョン・事業プラン・事業の結果もたらされる地域社会への利益などを投資家に説明

し、投資家はその内容を「地域の利益」「社会の利益」という観点から判断し、模擬投資を行います。 

出展の形態はフリーマーケットです。そこは会話や笑い声が飛び交う、ふれあいと活気のある「市

場（いちば）」のような空間です。同時に出展者と投資家の真剣勝負の場でもあります。 

各出展者の簡単なプレゼンテーション後、自由にブースを回り交流します。投資家はプレゼンテ

ーションとパンフレットの内容をもとに、興味・関心のあるブースから回ります。投資をするかど

うかの質問などもしていきます。 

投資家の持ち金は1000万円です。出展者の事業プランを聞いて、投資に値する金額を判断し、

【模擬小切手】の表面に金額、裏面に感想やアドバイスを書き込み、「空の箱」の中に投資します。

合計金額が1000万円を超えなければ複数の事業に投資できますし、投資に値する出展者が

なければ、投資ゼロもあり得ます。 

［ニュープロフィット・カンパニー］
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第10章
コンセプト集
言葉に込めた生命
ここに集めたものは、コミュニティビ

ジネスに関わるコンセプトを網羅したも

のではありませんが、事業者向けに10個、

支援者向けに6個のコンセプトをピックア

ップしました。

ここでいうコンセプトとは次のような

ものを想定しています。

●自分と顧客をつなぐ接点のありようがコンセプト
●見えないものを見せるのがコンセプト
●有機的なつながりを生む情報の種がコンセプト
●情報の受精による遺伝情報がコンセプト
●現実を切り取る力がコンセプト

このコンセプト集を参考に、コミュニ

ティビジネスに生命が宿れば幸いです。
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企業が囲い込んできた技術
●

●

萎える野性、はびこる奴性
安直、安定、安全、安心を求める人々の意識が、企業や行政への依存に変わり、人間の野性
は萎えはじめ、奴性がはびこるようになってきた。
人工物に囲まれたモジュール街の中で育ち、便利に切り刻まれた食材しか食べてこなかった
人間は、自然の中で培ってきた野性を忘れ去ろうとしている。

●

●

生活技術としての「場の技術」
ムラ社会の中で培ってきた隣人との関係づくりや間の取り方は、日本人固有の「タタミ文化」
として異質共存が求められるグローバル社会に役立つ可能性を持っている。西洋の「イス文
化」と違い、タタミは場の分かち合いを前提としている。
企業の努力は、家電製品やゲーム機をはじめとした「個の技術」に集中してきた一方で、
「場の技術」の研鑽は忘れ去られてきた。

●

●

●耕す技術

●食べる技術

●住まう技術

●身体の技術

水田稲作農耕の技術。日本が世界に誇る工場の生産管理技
術は、水と雑草管理の発達した耕す技術に由来する。

便利なユニット住宅設備は企業の技術。地域の風土と調和
して、季節の変化に適応し、家族の成長に応じて進化させ
るのは市民の住まう技術。

企業が追求してきたのは「食材保存の技術」。季節や組み
合せを彩る「食卓の技術」や家族行事としての「食事の技
術」が市民の食べる技術。

現代人が取り戻すべきは身体の技術。手、足、頭、指（触
覚）、目（視覚）、舌（味覚）、鼻（嗅覚）、耳（聴覚）など
感性を蘇えらせれば市民技術が開発できる。

便利で役立つ製品を開発するたび、企業は自己利益を守るために技術を囲い込んできた。そ
の結果、市民は本来もっていた生活技術を手放すようになった。
住宅、家電、衣料品、レトルト食品、ゲーム機と便利な出来合いの製品が店に並ぶようにな
るにつれ、消費者はものづくりへの情熱を失うようになっている。

①市民技術 事業者向け

～素人の技術で市民社会が生まれる～

●情報生産技術
表現を引き出し、言語を操り、創造する技術。個人の知力
や感力、また再現性のない集団創造の場で発揮される技術
なので、企業化されにくい市民固有の技術。

●まねぶ技術
真似して学ぶ技術。市民技術は、真似て体で覚え、自分の
ものとする類いが多い。学んだものは真似されやすいよう
に、公開してシェアウェアとしたい。

人々が生活するにあたって本来誰でもが保有し

ている、もしくは、保有することのできる自立の

ための技術を「市民技術」と呼びます。

地域再生の担い手は当事者の市民であるはずで

すが、行政や企業への依存体質が抜け切らない個

性の見えない大衆レベルで停滞していては烏合の

衆と化し、地域再生は進まないでしょう。

市民が大衆から「志民」となるための情報と技

術を企業や行政から取り戻すと同時に、自らこれ

らを創造する社会参加の活動が求められていま

す。本来の野性を呼び起こし、伝統文化の中で培

い築いてきた市民技術に着目することから始めま

しょう。

コンセプトの背景

関連キーワード
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「日替わりシェフシステム」 「作り手直送システム」
産地直送は生産地域を売りにしますが、「作り手直送」は

個業の色合いを強め、作った人の顔が見える安心の流通シス
テムです。インターネット時代に入り、個業による１対１の
流通が成立しやすい環境が整ってきました。

「活動拠点としてのパーマカルチャー」
市民技術のデパートが有機農業を中心とした自給的生活ス

タイルのパーマカルチャーです。衣食住を自給的に供給する
ので、多くの生活技術が必要となります。ここを拠点に、次
世代型のビジネスが展開される可能性を持っています。

「市民出資による出版事業」
市民がつくる市民のための市民が支える出版。近年、自

費出版事業は出版社の成長分野ですが、出版の製作工程を
市民が担い、購入予定者を予め設定し、費用も賛同する市
民が出資して集めるので、省資源出版が可能となります。

チーム力で継続
身近な生活技術は、誰でもが提供でき誰でもが望んでい

るものです。ただ、市民技術は素人の域にあるものなので、
サービスが一定品質で継続的に行われないリスクがあり、
これを補うチーム力とコーディネート力が問われます。

志縁ネットワークによる志民出資
市民技術は市民のものです。これを事業化するために、

この指とまれ方式で事業に賛同する人（志民）が出資者と
なり、事業を応援し、同時に受益者（志縁ネットワーク）
となることで経済が循環する道が開けるでしょう。

市民社会の出発点
市民が自立するためには、自ら生活を築き、経済をつく

る必要があります。その出発点となる道具が身近な市民技
術です。誰でもが提供でき、誰でもが望んでいるものを技
術化できたときの貢献は、計り知れません。

情報
生産技術

場の
技術

衣・
食・住

身体 

市民技術 

行政による 
技術の管理 

企業による 
技術の囲い込み 

企業技術 市民技術 

■プロの技術 

■ベストワンを選ぶ 

■独占・所有型 

■個の技術 

■特許で守る 

■素人の技術 

■オンリーワンを選ぶ 

■分配・解放型 

■場の技術 

■志で守る 

自己雇用の場づくり
高失業率の転換の時代に、自己雇用も含めた雇用拡大の機

会を与えてくれるのが市民技術です。高額の授業料で専門ス
クールに通い、資格を取得するだけが自己雇用の道ではあり
ません。身近な知恵を技術に、身を立てる地域貢献です。

三重県四日市市本町商店街にある「こらぼ屋」では、主婦
や料理自慢が集まって素人シェフのレストランを始めていま
す。プロとの違いは、毎日調理しないこと。数十人の登録シ
ェフが日替わりで食事をつくり賑わっています。

コンセプトの構造

事業自立のポイント

地域での役立ち分野

コミュニティビジネスへの活用例
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～「片付け」「形付け」「型付け」ビジネス～

人類が定住生活を選択したときから必要になった「かたづけ」
狩猟採集や牧畜の移動生活を捨て、人類が定住生活を選んで農耕をするようになってから、
排泄物を片付けるトイレや死者を片付ける墓場が必要となった。
定住生活は、人間関係の硬直化に伴うもめごとや恨み妬みを多発させ、「精神のかたづけ」を
強いるようになった結果、アニミズムから宗教を産み落とした。

●

●

家庭のシャドーワークは「かたづけ」が中心
家事や子育てはシャドーワークと呼ばれ、賃金のもらえない労働とされてきたが、核家族化
の進展や家族の崩壊と共に立派な成長産業となっている。
家事の「片付け」は、掃除、洗濯、食事。「形付け」は、花嫁修業の生花、茶道、接遇応対、
冠婚葬祭マナー。「型付け」は、近所付き合い、子育てにあり、それぞれが代行ビジネスに
なっている。

●

●

情報化社会に不可欠な「情報のかたづけ」
雑多に氾濫する情報をどのように選択し、整理し、認識して、取り入れるか、受け取る側の
個人の編集力が問われるのが情報化社会である。
情報の伝達手段として電子媒体が浸透しているが、同時に紙媒体も増加する現象が見られる。
多様な媒体を活用して情報をどのように整理、検索、保管、廃棄するかは地域の課題でもある。

●

●

●5S運動

●シャドーワーク

●ごみの分別・廃棄

●編集技術

製造業中心に生産性を向上させる基本的運動として企業に
定着。整理、整頓、清掃、清潔、躾の5S。

生活様式の変容で増える一方のごみ収集は、民営化が望ま
れる。最終処分量を減らすリサイクルの起点が排出元のご
み分別だが、廃棄物処理業者の守備範囲は広がりつつある。

影の仕事。これまで女性が主に担ってきた家事や子育ては
賃金に置き換えることのできない労働で、これを正当に評
価し、光をあてた概念。

入力されるあらゆる情報をどのように処理し、いかに出力
するかは編集技術による。情報化社会必須の「情報のかた
づけ」技術で、用途は広い。

②かたづけ 事業者向け

コンセプトの背景

関連キーワード

「かたづけ」というと、片方に寄せ集めるとい

う意味で整理整頓の「片付け」を連想する方が多

いと思いますが、あえて平仮名で表現したのは、

「形付け」や「型付け」という意味を付け加えた

かったからです。形式を整え手本や決まりのもと

で一般化に向かう「形付け」と、個別に枠を設定

し特徴を示す形態の固有化に向かう「型付け」の

意味を含みます。

職人技のように言語化しにくい伝統的な技術の

伝播は、「片付け」に始まり、形式を学ぶ「形付

け」を叩き込まれ、「型付け」という個性を身に

付ける技術深化の道程があります。

さて、地域の問題も「かたづけ」で解決できる

ことが多くありそうです。

●ファイリング
入手した書類や情報の整理、検索、保管の方法。分類方法
や検索システムが「かたづけ」のキーとなる。

●標準化マニュアル
多様な価値観を持つ人々が情報を共有するためには、なく
てはならない異質共存の「かたづけ」ツール。
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「家事代行業」
核家族化の進展、働く女性の増加、家族の崩壊など家庭の

問題に伴う家事労働力不足の解消には、ハウスクリーニング
などの家事代行業が補います。プロとしての「かたづけ度」
（品質）と主婦代行役としての対応が事業の決め手でしょう。

「マンション墓地」
遠くにお墓をつくることに比べれば、墓参りに便利でメ

ンテナンスの行き届いた「お墓のマンション」を抵抗なく
利用するようになったのが都会生活者です。インターネッ
ト上に設けられた架空仏壇に手を合わせる時代です。

「収納リフォーム」
ウサギ小屋といわれる日本の住宅事情。狭い土地により

広い居住空間をつくるためには、収納技術が欠かせません。
日本の伝統的収納技術も含めノウハウの集積があれば「か
たづけ産業」が成り立つほどニーズは広くあるでしょう。

「電子ファイリング」
大量の書類と大量のデータ、保管のための倉庫代や廃棄処

分料も馬鹿になりません。溢れる情報の整理、検索、保管、
廃棄まで一貫したサービスで、個人情報の流出リスクの少な
いサービスがあれば、ムリ、ムダ、ムラが省けます。

無価物を有価物に
「捨てればごみ、分別すれば資源」のようにかたづければ、
無価物が有価物になる代表例がごみですが、モノも情報もう
まくかたづければ価値を生みます。原価ゼロのものから利益
を出すには、分類・編集の技術と流通コストがキーです。

「片付け」→「形付け」→「型付け」へ深化
ただ「片付け」るだけでは、同業者との差別化ができませ

ん。業務を「形付け」により一般化し、誰でもできる形式に
整え、さらに、「型付け」で固有の技術に仕立て上げれば、他
社には見えないソフトな得意分野が確立できます。

本業のムリ、ムダ、ムラを
なくすことこそ究極の環境対応
企業も行政も市民もその活動過程においてムリ、ムダ、

ムラをしているものです。新たな環境ビジネスで貢献する
より、本業におけるムリ、ムダ、ムラの削減につながる
「かたづけ」支援こそ最も本質的な環境対応なのです。

新しい市場を生む「情報のかたづけ」
創業は「想業」から始まります。地域の問題、人々の悩

み事、自分の困り事など、地域のマーケット情報を上手に
かたづけ、情報生産することで市場を創造すると同時に、
事業を進化発展させていくことができます。

片付け 

■リストラ 

■整理整頓 

■偏差値教育 

■ファイリング 

■スキル 

形付け 

■標準化 

■複製生産 

■教養教育 

■データベース 

■ナレッジ 

型付け 

■差別化 

■カスタマイズ 

■専門教育 

■情報編集 

■コンピテンシー 

＋ 

＋ 

＋ ＋ 

混沌 

片付け 形付け 型付け 

コンセプトの構造

事業自立のポイント

地域での役立ち分野

コミュニティビジネスへの活用例
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個人の心理的な葛藤を吸収する装置としての便利屋
●
●
●

家族、血縁関係の崩壊を補完する労働提供装置としての便利屋
核家族化に伴うちょっとした労働力不足を補うための代行が不足している。
結婚式の代理出席など希薄になる血縁関係の代理役が求められている。
安否確認など孤立する高齢者世帯にちょっとした人手が必要とされている。
女性の社会進出に伴う家事労働の一部を補うために代行役が求められている。

●
●
●
●

●ボランティア

●アウトソーシング

●人材派遣

●業務請負

自発的な個人の活動で、社会に対する参加の一つの方法。
無償の行為か有償の行為かは別の次元の問題。

派遣元の会社に籍を置きながら派遣先の就業規則や指示にの
っとり労働を提供するサービス。これまで、一部に限られて
いた派遣先業種が規制緩和され、事業領域が広がっている。

業務の外部化。一つの組織ですべての業務を自前で行うに
は、人件費がかさむリスクがあるので、専門サービスを提
供する外部に委託するケースが増えてきた。

人材派遣と類似しているが、請負元の就業規則や指示で業
務を遂行するため、業務責任は請負元にあるところが異な
る。便利屋は業務請負の範疇。

希薄化する地域のつながりをコーディネートする
関節装置としての便利屋
共同体のつながりを失った都市社会を結ぶコーディネータが求められている。
面倒な近所付き合いなど、地域のつながりを一時的に断ち切るための仲介役が求められている。

●
●

都市生活者の孤立感を癒すために話し相手（カウンセラー）が求められている。
人との面倒な関係を断ち切るために代理人が必要とされている。
無償ボランティアの派遣は、社会に借りをつくっているようでプライドが許さない。契約関
係で対等になれる有償ボランティアが求められる場合がある。

③便利屋 事業者向け

～成熟社会におけるアシストビジネス～

●結・講・座
●カウンセリング村落共同体が保有していた代表的な社会システム。結は農

耕や家作りなどでの労働交換システム。講は、くじや金融
など財の循環システム。座は市場などの経済交流システム
の機能を担っていた。

クライアントの話を傾聴することで、トラウマなどの心理
的葛藤を自己解決へ導く手法。

個人、家族、地域の困り事が便利屋の仕事です。

ちょっとした人手不足、ちょっとした力不足、ち

ょっとした技術不足、ちょっとした道具不足、ち

ょっとしたコミュニケーション不足、ちょっとし

た配慮不足、ちょっとした心の不満を埋め合わす

役割を便利屋は担っています。

一つひとつの業務は小さいですが、かき集めれ

ば専門業者の枠を超えた新しい業態が地域の中で

成り立ち、成熟社会の成長産業として便利屋は注

目に値します。

昔の村落共同体が担ってきた「結」などのボラ

ンタリーな活動に取って替わって、都市化の進展

で共同体を失った現代社会に、有償ボランティア

として社会サービスを提供しているのが便利屋と

いえるでしょう。

コンセプトの背景

関連キーワード
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「福祉の便利屋」 「経営の便利屋」
経営のことなら何でも相談に乗り、具体的な解決まで手伝

うのが経営便利屋です。公的機関が保有する経営支援センタ
ーの専門家にはない、経営の実務支援やいざというときの専
門家ネットワークを活用したチーム支援が特長です。

「買物代行タクシー」 「まちのカウンセラー」
便利屋の仕事の中で意外に多いのが「聞き役」です。心

理学という専門知識はありませんが、ちょっとした愚痴や
話し相手として、病人扱いされることなく利用できる「耳
のレンタル業」がまちのカウンセラーとしての便利屋です。

見積もりの妙
便利屋の見積りは、定価がないだけに経験を要するとこ

ろですが、人材派遣やアウトソーシングのように主に時間
単価で決められます。一方、利益を出している便利屋は、
依頼現場まで行って相手の顔を見て随意に価格を決める
か、明瞭なメニューでシステマティックに運営するかどち
らかのようです。

商圏を絞って顔の見える関係づくり
サービス内容や価格体系が不明瞭な便利屋が地域から選ば

れるためには、信用を売るしかありません。活動地域を絞っ
て顔が見える範囲で実績を積み、口コミ営業により顧客を獲
得するところに地域密着の便利屋らしい活動があります。

地域のつなぎ役、まちのコーディネーター
村落共同体が存在している地方では、「結・講・座」などの

社会システムが残っており便利屋業は不要です。一方、都市化、
核家族化、高齢化、女性の社会進出が進む地域では共同体のつ
ながりが失われているため、これを埋め合わせる便利屋がまち
のコーディネータとして活躍することが期待されています。

当木・パッチ・つぎ手・橋の部分が便利屋だ 

核家族化、血縁の希薄化、女性の社会進出 

高齢化、都市化 

孤独化、葛藤 

地域 

個 

家族・血縁 
専門業者 便利屋 

■特殊化 

■標準化 

■画一化 

■強者対応型 

■コンサルタント型 

■一般化 

■個別化 

■多様化 

■弱者対応型 

■カウンセラー型 

「ボランティアに世話になるほど自分は老いぼれていない」
と思っている元気なお年寄りに、無償のボランティアや行
政支援は受け入れがたいものです。対等な契約関係でちょ
っとしたサービスの提供が受けられ、プライドを保つこと
のできる有償ボランティアが便利屋の貢献分野です。

地域の足になることを理念とする岐阜県多治見市の企業
「コミュニティタクシー」は、高齢者や障害者の足として地
域のコンビニエンスストアと連携した買物代行を企画する
など移動手段の便利屋として地域の期待に応えています。

善意の押し付けになりがちなボランティアや画一的なサ
ービスの行政支援や業務の効率化を急ぐ企業のケアビジネ
スには賄えないサービスを提供するのが福祉便利屋です。
特に、保険制度に当てはまらない業務を請け負います。

有償ボランティア

コンセプトの構造

事業自立のポイント

地域での役立ち分野

コミュニティビジネスへの活用例
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医療技術の対象とならない心や生活のケア
●

●

ストックできない「ケア」というサービス
すべてがモノ化する中で人間の本能は萎えており、癒しが求められてる。
市場経済が浸透している現代は、あらゆるサービスをストックし、再現性の高い商売のネタ
にする働きを強めているが、ケアはストックできない。

●
●

社会保証制度の充実と財政破綻
福祉国家をうたうほとんどの国は経済破綻を起こしている。
支出が急増する介護保険や障害者福祉の支援費は、国家財政圧迫のもとで、予算削減の制度
変更を余儀なくされる方向である。

●
●

●癒し

●バリアフリー

●市民福祉

●ノーマライゼーション

個別精神の癒しに加え、人とのつながりを求める癒しと、
つながりを断ち切ることを求める癒しがある。

福祉国家でなく、市民が福祉に参加し、市民が支え合う社
会を目指す。援助や養護を国に求めず、市民の自助で人と
社会を活かす福祉の営み。

段差のバリアや視覚のバリアだけでなく、温度差のバリア、
心のバリアなど目に見えないバリアをなくすこと。

●ユニバーサルデザイン
高齢者や障害者など不便な生活を余儀なくされる人など、
あらゆる人が製品、建物、環境を利用できるように、初め
から考えてデザインするという概念。

障害者であろうと健常者であろうと、同じ条件で生活を送
ることができる成熟した社会に改善していこうという営み。

●ホリスティック医療
患者の自然治癒力を引き出すため、治療に患者が積極的に
参加し医者は支援者であるとする医学思想。

人間を臓器という部品で構成されている生物ととらえるところから始まった医療技術の発展
により、多くの人命が救われたが、医療技術の対象としてこなかった患者の心の問題や生活
支援の問題が看護分野で注目されている。
治療を目的とする医療と生活支援を目的とする介護では、まったく違うサービス概念を持っている。

④ケア 事業者向け

～癒し、癒されるビジネス～

「Cure」から「Care」へ。福祉介護分野ではケア

（Care）は基本行為ですが、医療界でも治療（Cure）

という行為に加えケアという行為が患者の生活支

援という視点から重要視されています。

ケアを身体だけでなく、精神のケアまで広げれ

ば「メンタルケア」の分野があります。動物のケ

アまで拡張すればペットビジネス、植物であれば

ガーデニングがあります。さらに、モノのケアま

で拡大すれば、各種メンテナンス事業が浮かび上

がってくる広い範疇のコンセプトです。

一般的に、ケアする側が癒す行為を施すのです

が、実は、ケアする側がケアされる側から癒され

るまでに深化し「癒し癒される」双方向の関係性

が生まれることがケアの特長です。

コンセプトの背景

関連キーワード
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「障害者による会社経営」 「園芸療法・動物療法」
人は自然と接することで自然治癒力が働き、元気になりま

す。リハビリと経済活動を両立させているのが園芸療法や動
物療法です。作業や自然とのふれあいを通じて社会的弱者を
核とした新たなコミュニティが形成されます。

「障害者コミュニティによる里山の保全」
障害者の生活支援として働く場を確保するための農場を

つくり、地域との交流を促すためレストランを併設し、親
の余暇をつくるため学習会やイベントが開催された結果、
地域の市民と共に里山を保全する活動が生まれています。

「理・美容の出張サービス」
ケアといえば不自由な身体を介助することだけをイメージ

しがちですが、美しくあろうとする心をアシストする理・美
容も人の尊厳を守る重要なケアです。高齢者や障害者の施設
まで出張して心身を美しく保つ出前サービスがあります。

ボランティアの活用とケア
サービスをストックできないのがケアであり、行き届い

たケアを施そうとすると人手がかかるものです。ここを解
決するのがボランティアの活用で、彼らに気持ちよく働い
てもらうためのマネジメント力が問われるのがケアビジネ
スです。ボランティアのケアができて初めて利用者のケア
が可能となります。

保険制度の光と影
国の保険制度に守られて、コミュニティビジネスの中で最

も安定して多くの予算を確保できているのが高齢者・障害者
の生活支援事業です。しかし、保険制度の当てはまらないニ
ーズにどう対応するかが、顧客満足、地域満足につながるコ
ミュニティビジネスらしい活動といってもいいでしょう。

「養護福祉」から「活人福祉」へ
国に養われ守られる「養護福祉」を脱し、援助から自助

へ、福祉国家から市民福祉へ移行し、人が活かされる「活
人福祉」への道を拓かなければなりません。コミュニティ
ビジネスとしてのケアビジネスの役割は大きいはずです。

癒し 癒し 

癒
し 

癒
さ
れ 

癒され 癒され 

関係性のケア 

身体のケア 

心のケア 

モ
ノ
の
ケ
ア 

動
植
物
の
ケ
ア 

自然環境 

人間社会 

CURE CARE

■障害を排除 

■病の治療 

■部品的対応 

■医療技術 

■治し（なおし） 

■障害と共存 

■生活支援 

■全人的対応 

■心の技術 

■癒し（いやし） 

弱さを絆に「癒し癒される」関係づくり
地域の問題は、社会的弱者に最もその負担がかかると同

時に、社会変革も弱い部分が起点となって広がるものです。
弱さを絆にした「癒し癒される」関係が地域の中に発生し、
多くの支援者や協力者の力が結集し、社会が動くのです。

北海道浦河の精神障害者施設「べてる」や鹿児島県川辺町
の「萌（もえ）」では、障害者が中心となって手づくり品やお
土産の販売、店舗清掃、リサイクルショップ、福祉ショップ
など地域の困り事を事業のネタに会社経営を行っています。

コンセプトの構造

事業自立のポイント

地域での役立ち分野

コミュニティビジネスへの活用例
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ドッグイヤーのビジネス
●

●

●

イタリアの片田舎から派生したスローフード運動
1. 消えていく恐れのある伝統的な食材や料理、質のよい食品、ワイン(酒)を守る。
2. 質のよい素材を提供する小生産者を守る。
3. 子供たちを含め、消費者に味の教育を進める。
という3方針を掲げて1986年にイタリアのブラという片田舎からスタートしたのがスロー
フード運動である。

スローを可能にするITや先端技術
ITの発達で、居場所にとらわれず必要な人とのコミュニケーションが取れるようになり、余
った時間を使って有意義な人生のプロセスを楽しむ時代が来ている。
先端技術をスローテクノロジーやスローライフに活かす試みが行われている。

●

●

●スローフード

●スローライフ

●スローテクノロジー

●スローデザイン

ファストフードとは違い、食を通して関わる農家、加工業
者、調理者、食卓を囲む仲間などとの交流のプロセスを大
切に味わう食事のあり方。

新規性や革新性ばかりを追う先端技術でなく、人や地域や
自然との親和性を追究する科学技術。

家族、友人、地域、社会、自然、地球とかかわるをプロセ
スをじっくり味わい楽しむライフスタイル。

自然のデザインを謙虚に学び、模倣する行為から生活や技
術の基本が発見でき、本質が見えてくる。

人間の１年分が約７年に相当する犬の時間感覚で、ビジネスが猛スピードで変化展開してい
く様を比喩的に表現したのが「ドッグイヤー」である。
業績とスピードを常に求められているビジネスマンは、景気低迷で受注量が落ちているにも
かかわらず、労働時間が伸びて疲れている。

⑤スロー 事業者向け

～深みと親しみをもった共感型ビジネス～

●パーマカルチャー
有機農業を中心とする持続可能な自給的生活を実践する運
動。オーストラリアのビル・モリソン氏が提唱。

●有機工業
技術を自前主義で囲い込むのでなく、生産者と消費者が手
を結んで非電化製品をつくる産業。

スローは可能性です。「ファストフード」は世界

を席巻し、どんな途上国に行っても同じハンバー

ガーが食べられるようになっているのが現代です。

これに対して「スローフード」は、口から入る食

べ物を通して自分と友人、家族、地域、自然、地

球のつながり方を問い続ける運動です。

スローなライフスタイルが見直される中で、か

つてないビジネスが生まれる可能性を秘めていま

す。それは、少ない消費で、より大きな満足を得

るためのビジネスで、従来型の「より早くよりた

くさんのモノ」を求めるビジネスとはまったく逆

の発想といってもいいでしょう。成果よりもプロ

セスを大切にするスローなスタイルは、コミュニ

ティビジネスらしいコンセプトです。

コンセプトの背景

関連キーワード
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「スローフード・レストラン」 「スローツーリズム」
乗り物をチャーターし、観光スポットを巡り、お土産を買

うための観光ツアーは飽きられつつあります。そうではなく、
行く先々の生活者と出会い、交流して、ゆっくりと旅の本質
を味わうツアーのニーズは高まっています。

「スローホーム建築」 「フェアトレード」
途上国などの生産者に公正な貿易対価を支払うことで、

彼らの収入源となる仕事の機会を提供すると同時に、そこ
で生じた利益を地域的な発展のための活動の資金として還
元する運動です。また、消費者が製品の背景を知ったうえ
でより良い「選択」ができるよう啓発することもフェアト
レードの役割です。

共感型ビジネスのプロセスに参加を促す
「先義後利」のスロービジネスは共感型ビジネスの典型

です。効率や生産性はさておき、利用者をいかに事業のプ
ロセスに参加させるか、また、いかに共感を得て世論を形
成するまで一体となれるかがビジネス自立の要件です。

「新しさ」よりも「親しさ」でファンづくり
利用者とプロが共につくるコンセプトの事業だけに「新

しさ」でつながるのでなく「親しさ」でつながることがで
きます。「親しさ」はファンにつながり、口コミで仲間が
増えるように企画していくことが大切でしょう。

取り去るところがない完璧さに次世代への可能性
付け加えるところがない完璧さでなく、取り去るところが

ない完璧さを追究する「スロー」は、持続可能な社会を構築
するにあたって重要なメッセージを秘めているビジネスコン
セプトです。

ファスト スロー 

■新規性 

■競争型事業 

■先端技術 

■成果重視 

■無機 

■親和性 

■共感型事業 

■伝統技術 

■プロセス重視 

■有機 

ゆっくり熟成 

プロセスを味わう 

自分 

家族 

共
同
体 

地域 

友人 

家族 

共
同
体 

「新しさ」や「差異」でなく、「親しさ」や「共感」を
人々にもたらすのが「スロー」であるとすれば、断絶して
しまったコミュニティを取り戻す切り口として、絶好のビ
ジネスになるはずです。

便利な住宅設備に依存した生活感覚を萎えさせる住居でな
く、自然との調和や伝統的な居住形態を参考に風土に合った
「生活の場」として、人や自然との親和性が高い素材を使っ
た住宅を施主とプロが一体となって建築する事業です。

有機農業を営む農家など小規模生産者から安全・安心の
食材を購入し、消えゆく恐れのある伝統的な料理を中心と
したメニューでレストランを経営する。風土に合った食生
活を次世代に残すことを目的としたレストランです。

コミュニティを取り戻す切り口

コンセプトの構造

事業自立のポイント

地域での役立ち分野

コミュニティビジネスへの活用例
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もともと人類は循環者であった
●

●

工業化社会の中で生産と消費が分離
生活者はモノをつくる技術を手放し消費者となり、労働者は技術を囲い込み効率的にモノを
つくることのみを考える生産者になった。
工業化社会の中で、誰がつくったモノか知らずに消費することが習慣化され、企業ブランド
が信用の代替をしたが、情報化社会の中で企業の信頼性が崩壊しつつある。

●

●

動脈産業の肥大化と未発達な静脈産業
モノをつくる動脈産業だけが肥大化して大量のゴミが発生し、廃棄するための場所が確保で
きなくなり社会問題になっている。
エネルギー資源の消費に伴う地下埋蔵資源の地表面化で、静脈産業の活躍が期待されるが、
現状は経済的基盤が弱い中小企業がこれを担っている。

●

●

●動脈産業

●環境負荷低減型事業

●静脈産業

●生産自足型事業

ものづくりの産業。工業化社会の初期、中期に急増した企
業の中で競争が激化し大規模化、グローバル化している。
ほとんどの建設業、製造業がこれに属する。

廃棄物処理業をはじめとする使用後の製品、容器包装、生
産資材を処分もしくは再生産する産業で、地域密着で中小
企業が担う場合が多い。

大気汚染、水質汚濁、土壌汚染など環境への負荷をできる
限り抑えることを目的とした事業で、大企業型の環境ビジ
ネスが中心。

消費者が生産活動に携わることを目的とした事業で、農林
漁業やNPOなどの循環型事業が中心。

工業化以前、人類は農耕であれ、牧畜であれ、狩猟採集であれ、自然の恵みの中でしか生活
することができず、生態システムの一員であった。
共同体が機能していた時代には、生活と労働が一体化しており、その中で資源や財は循環し、
命の循環があった。

⑥循環者 事業者向け

～経済をシステムにする動脈・静脈の融合ビジネス～

●生きがい循環型事業
生活者の生きがいが広がることを目的とした事業で、人の
つながりや地域の和の循環に欠かせない。

●支援循環型事業
相互支援、支援連鎖による互恵社会の実現を目的とした事
業で、循環型事業の基礎となる。

生産者であり消費者であることを「循環者」と

呼びます。「循環者」とは、一方的に浪費するだけ

の消費者でなく、生活のあらゆる場面で命のつな

がりと分かち合いを優先する人であり、利己的な

効率ばかりを追う生産者でなく、エネルギーの循

環を心掛ける人のことをいいます。

生命と資源を消費することで財とサービスを生

む活動を生産活動といい、生命を再生産する活動

を消費活動といいますが、工業化社会に伴いこれ

らが分離し、別人格になってしまったところに環

境問題の真因があると考えられます。

限りある地球資源の中で生活する私たちは、循

環者の視点でビジネスを再構築することが不可欠

なのです。

コンセプトの背景

関連キーワード
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「菜の花エコプロジェクト」 「植林に熱心な生態系漁業」
養殖漁業には、きれいで養分豊富な川の水が不可欠である

ことがわかり、そのためには山に豊かな森が必要であること
がわかってきました。カキやホタテの養殖業を営む漁師たち
は、上流にある山に出掛け植林をしているのです。

「顔と顔が見える関係の有機農産物流通業」「手づくり職人育成事業」
消費者が循環者に戻るため、企業の生産技術を開放し、手

に技を取り戻す「手づくり職人」育成事業が望まれます。
「職人教育」＋「手づくり」＝「安価」+「モノや命を大切に
する心」となり時代のニーズにマッチした事業となります。

ブランドに替わる安全と安心を提供
工業製品が氾濫し、世界中のモノが流通する中では、購

入時に信用するのは企業のブランド名以外にありませんで
した。ところが、組織の疲弊から企業の不祥事が続き、企
業名より個人の姿勢が信用につながるのが情報化社会です。

志縁ネットワークづくり
循環者として事業を成立させる前提条件は、志を共にす

るネットワークがあることです。事業を小さく生んで大き
く育てるためには、ネットワークの中で心を開き、情報を
循環させ、モノを流通させることが必要です。

「環境」のビジネス化は今日的最重要課題
「環境」のビジネス化は産業界から注目され、2010年に
は35兆円を超える産業になるといわれており、牽引役であ
る大手企業は、動脈産業的に拡大生産の体制に入っています。
循環者は、よりソフトな地域のつながり方の視点を持つなど
バランスを欠くビジネス化に警告を発するコンセプトです。

消費者 

生産者 

生産者・消費者 循環者 

■拡大膨張 

■資源は無限 

■生消分離 

■中央依存型 

■個別利益 

■深化円環 

■資源は有限 

■生消統合 

■自立分散型 

■全体利益 

循環者は、資源の循環だけが目標ではありません。人の和、
地域の和、自然との和をも含んだコンセプトであるところに
特長があります。すなわち、心の循環、関係性の循環があっ
て初めて資源の循環が可能となるのです。

誰が、どこで、どのようにして作ったかがわかる有機農
産物の流通システム。有機農家の農産物を宅配で消費者の
手元に届けるので、顔と顔が見える関係で田舎と都会をつ
なぐ役割を果たす食の安全・安心システムです。

休耕田に観光や環境学習として菜の花を植え、花から菜
種油を採油して食用に使い、その廃油をプラントで精製処
理し、農耕機、自動車、漁船の代替燃料とし、油かすは家
畜の飼料や有機肥料にする多用途循環型事業が存在します。

「人の和」、「地域の和」、「自然との和」を育む

コンセプトの構造

事業自立のポイント

地域での役立ち分野

コミュニティビジネスへの活用例
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大量生産、大量消費の限界
●

●

●リサイクル

●リユース

●予防医療

●予防介護

廃棄物の削減を目的に、廃棄部品や廃棄素材を収集し、再
生産過程を経て新たな用途を開発する方法。

健康増進、保健活動および病気とうまく付き合う活動によ
り医療機関にかからないようにする活動。

使用不能となるまで廃棄せず、何度も利用・再生することで
環境負荷を低減する方法。レンタル業はリユースの代表格。

健康増進、保健活動および病気や老いとうまく付き合う活
動により介護サービスを受けないようにする活動。

●リデュース ●食育
使用段階、もしくは、購入前段階で廃棄物の発生源となる
モノの利用を減らす方法。ごみの発生抑制が重要。

食生活を見直す活動。栄養や食事のあり方を改善すること
から体力、知力、感力を向上するための教育。

工業化社会や市場経済の拡大で大量生産、大量消費による環境破壊が、人類存亡の危機を引
き起こしている。
商品のライフサイクルが短くなるにつれ、中古品を修理して使うより新品に買い替えた方が
安くつく商品が多くある。

善悪二分割の環境運動は、社会を閉塞させる
●

●

告発型の市民運動や不買運動による企業、行政を標的にした反対運動は、大衆を動かすほど
の力になってこなかった。
楽しさや喜びをも制限する禁欲主義の環境運動は、一部の特別な市民をつくる結果になっている。

環境教育はモノや命を大切にする意識から
●
●
使い捨て社会から使い切り社会への転換を導く環境教育が必要とされている。
人類が生存していくためには、地球生態系の安定が欠かせない。

⑦ロングライフ 事業者向け

～寿命延長のためのメンテナンス事業～

大切なモノや大切な命の寿命を延長し、世の中

に役立てる活動。結果として、生産活動に関わる

エネルギー消費を減らし、地球環境の負荷低減に

貢献することができます。

環境活動の一環として、リサイクルが注目され

ていますが、ロングライフは、中古品をそのまま

の姿で活用し、再生産過程を経ないことを理想と

しています。

モノのロングライフ化であれば、経費削減につ

ながります。命のロングライフ化であれば、健康

増進や予防による医療費削減効果があります。

人々の意識が変容し、モノや命を大切にするよう

になることを期待するメンテナンスに関わるサー

ビスコンセプトです。

コンセプトの背景

関連キーワード
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「家具の再生事業」 「スポーツ・エステ事業」
増大する医療費と介護保険料。これを抑制するには、個人

の健康増進を図るのが一番です。体力増強に加えて「美」を
保つエステの要素も入れば、心身共に健康になります。国家
予算の支出削減につながるので、行政支援も受けられるはず。

「100年もたせる住宅事業」 「長寿で観光事業」
長寿であることは注目を集めます。その代表例が屋久島の

屋久杉でしょう。長寿の象徴があることで、どれだけ島の経
済が潤っているか計り知れません。あらゆるロングライフは、
観光資源となる要素を持っているのです。

付加価値の演出
人が使い古したモノを再販売する場合、通常は金銭的価値
が減少します。仕入原価も安くつきますが、これにどのよ
うな付加価値をつけるかが事業のポイントで、修理する、
きれいに磨く、芸術品にする、などが考えられます。

トータルコストとの比較
ロングライフ化のためには、メンテナンスのための手間

（人件費）が余分にかかるものです。このコストをどのよう
に吸収して表現するかが事業のポイントで、長寿である分、
トータルコストに着眼すればメリットがあるはずです。

国家予算の削減効果は絶大
健康増進による命のロングライフ化は、直接的に医療費

の削減と介護保険料の削減につながり、社会保障費が増大
する一方と予想される国家予算にあっては、相当な貢献が
あると考えられます。

環境負荷低減 

経費・医療費削減 

生きがい増進 

大切にする心 

モノ 

命 

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
化 

リサイクル ロングライフ 

■姿を変えて活用 

■回収コストが高い 

■再生産過程で環境負荷

■要分別 

■劣化で価値減 

■そのまま活用 

■回収コスト不要 

■再生産なくメンテナンス 

■無分別 

■骨董的価値 

環境負荷低減活動と経費削減効果が両立するところに、
ロングライフ事業の貢献分野があります。環境配慮をする
と処理コストや流通コストが余分にかかる公害対策やリサ
イクルと違い、環境効果と経済効果が同時に得られるコン
セプトで、経済原理にのっとってモノや命を大切にする環
境教育が可能となるのです。

日本の住宅は30年が寿命とされています。ヨーロッパ並
みに100年もたせることができれば、約1／3以下のコスト
で家を造ったことになり、1件あたりの費用が多少高く、メ
ンテナンス代を払っても経済的メリットがあります。

家具業界は売上不振、リサイクルショップには中古家具
が余り在庫の山となっています。家具の修理・再生をアー
トな活動と見立て、芸術作品、骨董品として付加価値をつ
けてファンの支持を得る事業があります。

環境と経済の両立で押し付けない環境教育になる

コンセプトの構造

事業自立のポイント

地域での役立ち分野

コミュニティビジネスへの活用例
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●TLO（Technology Licensing Organization）
技術移転機関の略称で、大学の研究成果を特許化し企業に
技術移転する産学官連携を目的とした機関。

●知育、徳育、体育
全人的な教育の必要性を表現する場合に、引き合いに出され
るのがこの三育。知育玩具、知育ソフトがビジネスで注目。

⑧教えない教育
～学習者のための「学び場」教育～

コンセプトの背景

求められる異質との共存や個性の発揮

関連キーワード

富国強兵策の下で培われてきた日本の教育政策は、個性を抑圧し、画一的な人材を養成する
結果を招いてきた。
生活習慣の多様化と個性化が進む中で、異質な存在と共存するとともに、個性豊かな資質を
持った人材が求められるようになってきた。
小学校では総合学習のカリキュラムが定着し、環境教育や職場体験など地域とつながる機会
が増えてきた。

●

●

●

不登校、引きこもりも珍しくない学級崩壊
学習指導要領に沿った学校教育についていけない児童、生徒が増え、今では不登校や引きこ
もりは特殊な存在ではなく学級崩壊が浸透している。
「フツウの子」が突然キレたり、授業中に座っていられない精神不安定な子どもが増えつつ
あり、地域での少年犯罪も絶えない状況になっている。
教える側の教師は、学級をコントロールできなくなる中で無気力、精神不安定、不良教師が
析出し、社会問題になっている。

●

●

●

教育制度の自由化で競争原理が浸透
●
●
●
●

●寺子屋

●フリースクール

●チャータースクール

●治さない医療

江戸時代に庶民がお互いに教え合った学びの場。上意下達
の学校よりも寺子屋の学習システムに注目。

アメリカのミネソタ州で始まった手づくりの公的学校で、
教師や父母の市民運動の中から誕生。認可が下りると公的
資金が助成される。

学ぶカリキュラムやコースを生徒が選べるシステムを持っ
た学校。不登校や引きこもり向けの学校が多い。 患者の生活支援を中心に据え、病いを排除する対象とせず、

病いとうまく付き合っていくことを学ぶ医療。

事業者向け

私たちは、学校の教室で先生から教科書に沿っ

た授業を受けることが教育だと思ってきました。

問題も答えも先生が握っている学校教育では、優

劣をつける画一教育は進みますが、個性が育つ教

育には至りません。「教える教育」に慣れてしまっ

た人は、答えを他人に求め、自分で考えようとし

なくなるのです。

教えるのでなく、むしろ、人が育つ邪魔をしな

いための教育環境をつくる事業、学習者の立場に

立った学び方が学べる教育事業、自分の問題が自

覚できるプログラムを持った教育事業が求められ

ています。

指導者が構成して与える教育から脱却し、学習

者が構成に参加して知恵を学び取る学習者主体の

学び方教育が「教えない教育」です。

公立小中学校の運営が民間に委託できるようになる。
地域のPTAが運営母体となる学校が設立できるようになる。
国立大学の独立法人化が浸透し、大学のマネジメント力が試されるようになった。
産学官共同による経済活性化政策が打ち出され、各大学はTLOを設置するなど民間企業との
技術提携を推進している。
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「体験型の環境教育」
環境への取り組みや環境意識の向上について、机上の知

識として教え込むより、自然体験や現場実習や生活実践を
通じて身体と感性に訴え、行動を喚起する体験学習が企業
の環境教育や学校での総合学習に取り入れ始めています。

「ゲームを使った学習プログラム」
現実を単純化したルールやツールのもと、参加者同士が創

意工夫し競い合う場がゲームです。疑似体験により考える力
を養う学習ツールとして、会社ゲーム、貿易ゲーム、レッツ
ゲームなどはコミュニティビジネスの研修として有効です。

「育つ力を自分でつかむ学習塾」
合格することを目的とせず、学ぶプロセスで、自分の学

習進行度や苦手な箇所が自己評価できるしくみを持った学
習塾があります。幼児から高齢者までが学ぶ学習塾で学ぶ
力、ひいては育つ力を自分でつかみとる学び場です。

「不登校者が通うフリースクール」
公的な学校に通わなくなった不登校者が多く集まるフリー

スクール。画一的になりがちな公的教育の反省から、個別の
学習進行度や自発的な意志で学習プログラムを生徒が選択で
きる学習者主体の学校は、全国に数多くできています。

教育は場づくり
学ぶ環境づくりは、人が育つ邪魔をしないことが何より大

切です。教えない教育では、教育指導者よりも「学び場」を
つくれる学習コーディネータが望まれており、学習者と共に
学ぶ学習コーディネータの存在が事業自立のポイントです。

ニーズをくみ上げ進化させるシステム
学習者主体の「学び場」であり続けるためには、常に学習

者のニーズや時代の変化を取り入れ、進化していくシステム
を持っている必要があります。生徒、現場教育者、親、地域
住民、経営者など多様な意見を聞く場が欠かせません。

あらゆる地域問題を解決する基礎
教育は、あらゆる地域問題を解決する基礎となる重要な

テーマですから、役立ち分野は、不登校や少年非行など教
育問題に限りません。未来の参加型市民社会をつくる根本
が「教えない教育」にあるといっても過言ではありません。

自ら考え、行動する「志民」を育成
無気力、無関心、無感動の若者は戦後教育の一つの結果

でした。いつも教えられることを待っている「奴性化」し
た大衆を脱し、自ら学び、考え、行動できる「志民」を育
成するために「教えない教育」の貢献分野は多大です。

教える教育 教えない教育 

教える教育 教えない教育 

■個性封印 

■教師主導 

■上意下達 

■異質排除 

■他責依存 

■個性誘引 

■学習者主導 

■双方環流 

■異質共存 

■自責自立 

コンセプトの構造

コミュニティビジネスへの活用例

事業自立のポイント

地域での役立ち分野



〈114〉 Community Business Guidebook Chapter 10

ムラには祭りが機能していた
●
●

通過儀礼を失い大人になりきれない若者
村落共同体に昔から多く見られた通過儀礼は、現代社会では形骸化し、「できごと」がない
ままで大人になりきれない若者が多く存在している。
通過儀礼を受けないで成熟した現代の若者は、潜在的に大人になるための修行の場を求めている。

●

●

財の集中を開放する「できごと」
安定した社会ほど冠婚葬祭など非日常の「できごと」に多くの財を蕩尽する傾向がある。
自然災害など突然起きる「できごと」により、財を失うが、同時にボランティアの支援を受
けるなど地域にふれあいが戻り、心の開放が起きる。

●
●

●通過儀礼

●祭り

●記念日

●博覧会

共同体における役割を一人前に担う成人として認められる
までに、通過しなければならない儀式。昔の日本では元服
など。割礼。イニシエーション。

年間に個別の目的で設定する節目の日。誕生日、結婚記念
日、命日など。国が設定する祝日。業界団体が設定する語
呂合わせの日。人生や団体の節目の日。

日常のケガレを落とすハレの場。硬直しがちな村落共同体
に「できごと」を運ぶ無礼講の社会システム。

中世ヨーロッパの商人たちによる定期市を起源とし、規模
が大きい定期市を博覧会と呼ぶ。単一商品の交換場所から
生産技術の交流と文明成果の展示場となる。

●冠婚葬祭 ●防災防犯
元服、婚礼、葬式、祖先の祭りの４大儀式を冠婚葬祭とい
う。これに使い果たす財は相当なもので、地域交流のきっ
かけにもなっている。

自然災害や人災など突然の「できごと」をめぐる日常の防
御行動。突然の事態に備えるための予算は肥大化している。

村落共同体に存在した祭りは「できごと」を運ぶ社会システムであった。
祭りは、硬直した人間関係や集中しがちな権力を一時的に転倒させることで、ムラ社会を維
持する装置として機能していた。

⑨できごと 事業者向け

～関係性の転倒を演出するビジネス～

停滞した地域、マンネリの組織、硬直化した人

間関係など関係性の問題に刺激を与え、新しい関

係性を演出するのが「できごと」です。「できごと」

は場に変化を与え、関係性を再生する力を持って

います。

祭り、催事、イベント、記念日など、人々は日

常の生活様式に「できごと」を巧みに入れては彩

りをつける工夫をしてきました。コミュニティを

維持し、再生させるために、日常を逸脱してハレ

の場を演出する事業が必要とされています。

官僚的行政システムや自由をはき違えた利己的

な個人主義の影でコミュニティの個性が失われよ

うとしている現代こそ、「できごと」の意味をとら

え直す必要があるでしょう。

コンセプトの背景

関連キーワード
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「記念日の演出業」 「○○博覧会」
世界博覧会だけが博覧会ではありません。地域の関心事や

個人の趣味で、また、企業の広報として独自の「○○博覧会」
を企画する事業です。「お弁当博覧会」、「ゴミ博覧会」、「病
気自慢博覧会」、「働き方博覧会」など面白そうです。

「祭りの企画運営業」 「フリーマーケット」
フリーマーケットといえば家庭内の不用品を持ち寄るリサ

イクル市として、今では多くの地域で行われている「できご
と」です。不用品の再利用によるモノの循環や値交渉のやり
取りなど人の交流が起こりやすい地域のイベントです。

顧客情報管理が決め手
「できごと」の演出はイベント的であり単発の事業です。
催事による主催者側の資産は、参加者のネットワークぐら
いですから、次の事業につなげるため顧客情報として必要
情報を管理するシステムが事業継続の決め手となります。

ソフトをハードに置き換える方法
ハレの舞台は誰でも記憶に残したいものです。「できごと」
という形にないものを残すために、写真、ビデオ、出版物、
ホームページといった媒体に置き換える事業が成立します。
また、催事のときだけ必要となる設備、備品があるので、
これをレンタルするという事業運営の方法もあります。

人、物、金、情報の循環促進
「できごと」を立ち上げたり、「できごと」に対処するには
その準備や運営において、多くの時間、多くの人手、多くの
費用、多くの物品が必要となります。プロジェクトが終了す
るまでに人、物、金、情報が地域を循環します。

硬直化した共同体 再生する共同体 

できごと 
日常 できごと 

■権力集中 

■マンネリ停滞 

■組織硬直 

■視野狭搾 

■規律遵守 

■権力転倒 

■成長脱皮 

■組織再生 

■開眼広角 

■無礼講 

コミュニティが崩壊していたり、硬直しているとき、これ
を再生する社会装置として「できごと」の役割は、絶大です。
祭り、地域イベント、冠婚葬祭、記念日で、これまでの関係
性に対流が起こり、地域再生のきっかけとなるのです。

コミュニティを再生するきっかけとして、伝統的な祭事に
今日的なテーマを折り混ぜた「祭り」を復活させる事業が必
要とされています。本来は自治行事としてボランティア的に
催されるものですが、地域自治が失われている地域では事業
として企画運営するニーズがあります。人の交流や財の循環
効果は絶大です。

個人の特別な記念日をニーズに合わせて演出し、思い出づ
くりをアシストする事業があります。昔からコミュニティの
中で催されていた各種イベントが姿を消した代わりに、個別
セレモニーのニーズが浮上していると考えられます。

コミュニティ再生のスターター

コンセプトの構造

コミュニティビジネスへの活用例

事業自立のポイント

地域での役立ち分野
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産業革命はイギリスのコーヒーハウスから
●

●

戦国時代の戦略は茶室から
戦国武将の中でもてはやされた茶の文化。茶室のにじり口をくぐれば、平等な交流で敵対関
係を越えた情報が交換された。
密室の茶室では、形式を重んじる茶道の合間に、自由ないくさの戦略議論を交わす場ができていた。

●

●

雑談や遊びの中から生まれてくる偉大なアイデア
枠組みを超える発想は、多様で混沌とした情報が飛び交う雑談の中から生まれる。
プロセスそのものが目的化すると遊びになり、目的や答えがないときに創造的な知恵が働き、
人は動き出す。
発明家を養成する研修では、童心に戻る遊びからスタートし、自己の枠組みをはずす訓練を
十分に行ってアイデア・ラッシュをするプログラムが仕組まれている。

●
●

●

●フォーラム

●研究会

●異業種交流会

●ファミレス

古代ローマ時代の公共広場。市民生活の中心で、商取引ま
たは政治など公事のための集会所。今では、多様な人が集
まる大きな会議や交流会を指す。

カタライザーと呼ばれる呼びかけ人を軸に、多種多様な人
材が集まり、交流することで事業上の情報交換や事業連携
の商談をするきっかけをつくる場。

テーマをもとにただ関心層が集まるのでなく、構成員が研
究した成果を発表し、知見を交換する場。

意外に人々が交流する情報生産の場として活用されている
のがファミリーレストラン。深夜まで営業されており、駐
車場やテーブルの作業性が便利。

17世紀のイギリスでは、人々がたむろするようになったコーヒーハウスから新聞、広告、
文学者、政党、株式会社が生まれ、産業革命の引き金となった。
コーヒーハウスでは、商いの情報、政治談議、哲学が話され、夢や構想が飛び交った。アジ
アとの交易に夢が広がり、大型船を航海させるため多数が出資する仕組みの株式会社やリス
クを回避する保険制度が生まれた。

⑩サロン、パブ、カフェ 事業者向け

～情報生産拠点となるたまり場～

●コミセン
自治会の会合で多く使われるコミュニティセンター（公民
館）は、習い事や地域の勉強会などを開催する場合に近く
て安くて便利。

●国際会議場
都市地域の活性化を図る目的で、国際会議場を建築する都
市が増えた。人材の流入が多く経済効果が期待されている。

次世代に役立つ発想はどこから生まれてくるので

しょうか。人と人が自由な関係で出会うことのでき

る場、異質な人が触れ合うことのできるたまり場、

肩書きやしがらみをはずしてフランクに討議できる

場があることで、生きた情報が飛び交い本質的な問

題解決に向かう情報生産が可能となります。

こうした環境を提供する場が、サロン、パブ、カ

フェです。社会階層を絞った特定の人が集まるのが

サロン、市民がお酒を交わしながら自由に討議する

のがパブ、ちょっとした時間で有効な交流ができる

のがカフェです。

地域に溶け込んだ情報生産拠点として、気軽に訪

れることのできるサロン、パブ、カフェがコミュニ

ティビジネスのアイデアを膨らませます。

コンセプトの背景

関連キーワード



Community Business Guidebook Chapter 10 〈117〉

Community Business Guidebook 

「地域の茶の間」 「ブック・フォア・クック」
ロンドンの骨董品店が集まる商店街ポートベリーロードに

ある料理本専門の書店。本の陳列棚の奥には、家庭的なキッ
チンとテーブルがあり、料理自慢が集まり、レシピなど料理
情報を交換するレストランとしても人気があります。

「ロンドンのパブ」
ロンドンをはじめ西欧の各地では、夕方あたりから街の

人々が三々五々パブに集まり、政治談議、経済評論、哲学
議論を酒の肴に普段着の討論を楽しんでいます。日本の風
俗パブとはまったく違うイメージですのでお間違いなく。

「相談カフェ」
店のマスターが相談事の聞き役となるカフェ。地域の情

報生産拠点として、街の界隈にちょっとした時間を使って
気楽にくつろいで相談ができるスペースがあれば、市民事
業に花が咲くことでしょう。

マスターのコーディネート力
たまり場が地域の情報生産拠点になるためには、人と人

を結びつけ、情報を引き出す役割が欠かせません。飲食店
を兼ねたマスターがこの役割を担うことができれば、事業
の経済的自立とたまり場運営が両立できることになります。

飲食、物販、習い事、通信事業との組み合わせ
場を提供するだけのサービスでは、場をメンテナンスする

人件費をはじめとした固定費が賄えないでしょう。場に集ま
る顔ぶれを見て、ニーズに合った物販、習い事企画、飲食、
通信事業を併用することが自立の道です。

「人財」の発掘
面白い情報が集まる場には、面白い人材が集まってきま

す。地域に埋もれている宝となる「人財」と出会い、その
力を引き出す場としてサロン、パブ、カフェは存在意義が
あります。

定例会議 サロン・パブ・カフェ 

■結論を急ぐ 

■目的を持って集まる

■タテの関係 

■原因を追求する 

■肩書・役割重視 

■会話を楽しむ 

■目的なく集まる 

■ヨコの関係 

■構想を膨らませる 

■志・発想を重視 

集
ま
る 

出
会
う 

交
流
す
る 

創
造
す
る 

賛
同
す
る 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

知恵という資本力
金銭的資本力で事業を起こす発想の既存ビジネスと違い、

コミュニティビジネスは知恵の資本力が勝負です。サロン、
パブ、カフェには市民事業のネタとなる生きた情報が集ま
り、これを多くの人と共有することが地域貢献です。

新潟県村上市の河田珪子さんが始めたお年寄り向けのサロ
ン。今では賛同者が増え、県内を中心に全国500箇所以上に
のぼる「地域の茶の間」ができた。1日数百円の場所代で、自
宅のくつろいだ感覚で交流できるのが好評です。

コンセプトの構造

コミュニティビジネスへの活用例

事業自立のポイント

地域での役立ち分野
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コミュニティビジネスを育成し、普及するためには

従来型ビジネスの発想を転観（観方や価値観を転換さ

せる）しなければならない場面が多く出てきます。

たとえば「利益」の概念です。一般的な企業の

「利益」は決算書上の経常利益を指します。コミュニ

ティビジネスの「利益」は、地域が元気になること、

人々の喜びが増えること、自然が回復することも含

めた地域全体の利益を指します。

この転観を促すのが「シフトウェア」というソフ

トウェアです。そして、その中心に心の転観を引き

起こす「ハートウェア」があります。

シフトウェア 
ウイルス 

一
次
感
染 

感
染
潜
伏 

転
観
発
症 

情報感染 

ゴホン ゴホン 

ゴホン 

社会の善玉細菌「シフトウェアウィルス」が連鎖感染 

「インタビューゲーム」
何を聞いてもいい。何を話してもいい。すべてに答えなく
てもいい。3つの自由を保障した上で、2人ペアで1対1の
インタビューを聞き手と話し手を交互に20分ずつ行うゲー
ムです。（発案者：セルフラーニング研究所の平井雷太氏）

●評論でなく現場情報を大切に
評論（あるべき論）でなく現場感覚で情報が伝わります。

●モノでなくヒト情報を大切に
モノ（商品説明）でなくヒトに乗せて情報が伝わります。

●強みでなく弱み情報を大切に
強さ（成功談）でなく弱さ（失敗談）で情報が伝わります。

●結論でなく仕掛り情報を大切に
結論（わかった）でなく問題提起（見えない）で情報が伝わります。

●話し手でなく聞き手情報を大切に
話す人でなく聞いてくれる人で情報が伝わります。

※「人に情報が伝わるとき」について分析した結果、以上
の5つのポイントが整理できました。
「あきた情報」から「いきた情報」へ転観するためのシフ
トウェアです。名付けて「『あ・い』の転観」です。

理念の掘り起こしを手伝う

ワークショップを企画運営する

徹底的に質問する

多様な選択肢を提示する

事業者の転観を引き出す鍵は理念の掘り起しです。「何の
ための人生か」「何のための事業か」について本人の本質
的な意志や願いを意識の井戸から掘り起こしてくる作業を
手伝うことが最も重要な支援です。

事業者に対して、発意、事業目的、事業領域、事業内容、
事業コンセプト、ターゲット、市場予測、競合との差異、
戦略、戦術、価格体系、組織、資金、予算計画、地域への
貢献など徹底的に質問します。

地域の顧客など事業の利害関係者を参加者にしたワークシ
ョップの企画運営を手伝うと効果的です。

異業種、先進事例、失敗事例、異国、異人、専門家、素人
など多様な世界を紹介し、選択肢を広げます。

「会社ゲーム」
4人で1卓を囲みそれぞれが社長になって会社経営を行うシ
ミュレーションゲームです。循環型経済が想定されたコミ
ュニティビジネスにマッチした経営ゲームです。（発案者：
双申株式会社の嶋崎 喜一氏）

「未来デザイン研修」
未来志向型の問題解決手法を活用して自分の想いを未来に向
かってデザインし、行動計画や予算編成といった具体的なプ
ランニングまで含む研修です。まちづくり構想や創造的な事
業計画策定に向いています。（発案者：えにし屋の清水義晴氏）

「起業市場」
見本市形式で、起業家の事業理念をもとに参加者同士が交
流するシミュレーションゲーム。起業家の理念性に共感し
た場合、参加者が模擬投資を行う。（P95）

⑪シフトウェア
～「あ」きた情報→「い」きた情報の転観ソフト～

支援者向け

支援メニュー

支援者のツール 使用上の注意



事業は生き物と同じで、世話をせずして勝手に育

つものではありません。親が卵を抱き子を育てるよ

うに、事業を育てる役割を担う人材や環境は起業家

にとって貴重です。

コミュニティビジネスの発展段階の初期「想い醸

成期」「共同学習期」においては、スローなビジネス

だけにインキュベータの存在は不可欠で、資金協力

のみならず、事業運営ノウハウの提供、地域資源の

コーディネートなどさまざまな支援メニューを駆使

して事業を育てる存在が必要とされています。事業

が成功すればインキュベータの喜びもひとしおです。

「インキュベートオフィス」
事業を育てるための「巣づくり」にあたるのがインキュベ
ートオフィスの提供です。事業者の活動拠点を工面し、事
業を開始する環境を整えることも支援者のできる協力です。
拠点がそばにあれば密度の高い「事業保育」が可能です。

●インキュベータの収入源
インキュベータ自身の事業に対する投資と回収の方法は、
あらかじめ公開し、事業者と契約を公正に交わした上で支
援を開始しましょう。

●母性と父性の両輪
インキュベートは本来母性的な行為ですが、母性が強すぎ
ると事業者の依存を助長するので、父性を併せ持った支援
を心掛けましょう。

エンジェルとなる
事業の出資者となり、事業を育てる原資をつくる行為。お
金だけで口を出さないケースも考えられますが、コミュニ
ティビジネスなら参加型が好ましいでしょう。

コーチとなる
直接事業の利害がない立場から、事業者に寄り添い目標設
定を支援し、目標を達成するための手段を引き出す聞き役、
ガイド役がコーチです。

メンターとなる
事業者の精神的支えになり、必要時は相談に乗る。メンタ
ーにとっては自らの経営経験が与えられる財産です。

経営環境を提供する
継続的な事業を行うには活動拠点の確保や営業・生産・事
務環境の設定などハード面の支援も欠かせません。

「ファンディング」
事業を経営する上で欠くことのできないのが資金です。イ
ンキュベータの役割として最も期待される分野で、自ら出
資することもありますが、公的金融機関、市中銀行、助成
金制度など金融情報の提供で協力することも可能です。ま
た、コミュニティビジネスらしい複数の志民が協力する市
民出資や私募債をリードする役割もあります。

「コンサルティング」
事業家に対して専門的な立場から相談に乗り、指導アドバ
イスする行為がコンサルティングです。経営については理
念構築、経営管理、経営戦略、経営組織、マーケティング、
商品政策、生産計画、研究開発、情報戦略、人事戦略、財
務戦略などの機能別分野があり、それぞれ専門的な知識と
実務能力が必要です。

「コーチング」
米国から輸入されたコーチング理論は、日本のビジネス界
でも浸透しつつあり、コーチング技術の習得機会は多様に
用意されています。目標の明確化→現実把握→資源の発見
→選択肢の創造→目標達成の意志がビジネス・コーチング
のプロセスで事業家育成に役立つツールです。

起業家 

インキュベータ 

⑫インキュべート 支援者向け

～卵を温めるように起業家を育てる～
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支援メニュー

支援者のツール

使用上の注意
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多くの会議では異質の意見は排除される傾向にあ

りますが、ワークショップでは対立、葛藤、つぶや

きは創造のもとととらえます。声の大きい人が答え

を一人で出すのでなく、場の中から答えが生まれる

ことを重視する学習、発案、協働の場のことをワー

クショップと呼びます。

地域の未来を構想したり、関係者の合意を持って

事業の骨子を検討するなど集団創造が求められる場

合に有効です。特に、「共同学習期」にワークショッ

プを活用すると、参加者の知恵や協力が引き出せる

効果があります。

理念設定 

現状把握 

未来予測 

未来デザイン 

要所解明 

方法立案 

計画編成 

集　類 

共　鳴 

共　同 

分　担 

分　業 

融　合 

考
程 

活
程 

「基軸デザイン」
ワークショップの前提となる事業全体の目的を確認し、プロ
ジェクトの指針や位置付けを設定する根本となる設計図を基
軸デザインと呼びます。この初期設定をはずすと、予算と時
間と労力の割に成果が得られないワークショップになります。

●基軸デザインで目的を明確に
支援活動を実施する前に、事業者の狙いをよく取材してお
き、事業全体の目的を確認した上で、ワークショップを設
計しましょう。

●次につながる成果を出す
「ゲームみたいで面白かった」だけで終わらないよう「考
程」と「活程」をプログラムして、次につながる成果を考
えて運営しましょう。

●入念な準備が大切
即興劇のように、その場に生まれる情報を大切にするワー
クショップだからこそ、変化に対応できる入念な準備をし
ておきましょう。

●集団創造化プログラム
ワークショップの指南書として清水義晴氏監修の「集団創
造化プログラム」（博進堂刊 2002.8）を推薦します。

地域の課題を抽出する

事業計画を立案する

まちづくりを構想する

志縁ネットワークをつくる

共同学習の場でワークショップを使い、それぞれが抱いて
いる地域の問題を出し合えば、地域のニーズと課題が見え、
マーケティングにつながります。

各人の想いだけでは、まちは形成できません。志あるもの
が集まって知恵を出し合い、民意を統合するためにワーク
ショップを活用し、構想を具現化します。

ワークショップ形式で事業計画を策定すると、実行段階で
の参加度が高まり、効果的な事業運営ができます。

ワークショップで共通体験を積んだ参加仲間は、そのまま
志で集まるネットワークになっていきます。

「ファシリテーション」
参加者の学習や発案や協働がスムーズに進行するよう手助
けをしたり、参加者の持っている力を引き出すことをファ
シリテーションといいます。司会、質問、傾聴、ゲーム進
行、板書、まとめ、などさまざまな技術が必要とされます。

「考程」
チームで物をつくるとき「工程」が必要なように、集団で計画
立案する場合「考程」は欠かせません。問題解決の思考プロセ
スを標準化した「考程」に、理念設定→現状把握→未来予測→
未来デザイン→要所解明→方法立案→計画編成があります。

「活程」
場に生命を宿し、集団が一体化するためのプロセスを「活
程」と呼びます。「活程」は、生命化原理に基づく集団の活
性化ステップを標準化したもので、集類→共鳴→共同→分
担→分業→融合の流れが考えられます。

⑬ワークショップ 支援者向け

～参加型の学習・発案・協働の場～

支援メニュー

支援者のツール 使用上の注意
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ソーシャルマーケティングは、人々の考え方や習

慣を変革するプログラムを企画し、実施し、管理す

るためのマネジメント技術です。

企業マーケティングが営業や広告を重視するのに

対して、ソーシャルマーケティングは「社会的関係

づくり」を重視しています。「market+ing」＝「市

（いち）+つくり」で人々の集まる広場で異質が出会

い、共に語り楽しみ、情報を交換し、新しい価値を

生み出し、物品を交換する場を「市」といいますが、

これらの原点に還ったマーケティングであり、地域

の問題解決には欠かせない手法です。

マーケティング前 マーケティング後 

信 念 新・信念 
態 度 

新・態度 

習 慣 

価値観 

新・習慣 

新・価値観 

1）環境変化をマッピングする
フィールド調査やワークショップの結果から地域を取り巻
く環境や未来の変化をマッピングします。

4）流通チャネルを選択する
3）で検討された社会的プロダクトを、それぞれどのような
ルートで流通させるのかを検討します。

2）ターゲットの行動を分析する
変革を求める対象を絞り、学習効果、感情受容、行動様式
の視点でその特性を分析します。

5）プロモーションを実施する
3）・4）に適したプロモーションをマスコミ、DM、テレ
ワーク、口コミなどから選択します。

3）社会的プロダクトをデザインする
地域の現状を把握した上でマーケティングの成果は、信
念・態度・価値観などアイデアの変革か、習慣の変革か、
形のあるものの普及かなどを明確にします。

6）ターゲットの行動変化を計画する
変革に対して対象者を満足させるための要件を整理して、
行動変化を引き起こすための機会と能力と時間を与える手
段を計画します。

「フィールド調査」
ソーシャルマーケティングの第１ステップは、地域や対象
者の現状調査です。まずは現場を知るためのフィールド調
査として地域の自然、まちの様子、まちのできごと、対象
となる集会などの見学、参加、面談を行います。

●意識の壁、制度の壁を崩す
変革には、意識の壁や制度の壁を崩すことも必要です。そ
のため専門家だけでなく、素人の素朴な意見をうまく活用
しましょう。

●鏡の役割を担う
無責任な大衆に対して、ときには責任の所在を明確にする
鏡の役割を演じ、変革を促すことが大切です。

●市場経済を動かすもの
市場経済は、技術、制度、欲求が動かしていることを配慮
してソーシャルマーケティングをしましょう。

●モノから社会のデザインへ
クルマのデザインからクルマ社会のデザインを、新エネル
ギーのデザインから新エネルギー社会のデザインを心掛け
ましょう。

「マーケティング・ミックス」
ソーシャルマーケティング・ミックスは「7つのＰ」です。
プロダクト、プライス、プレイス、プロモーション、パー
ソナル、プレゼンテーション、プロセス。以上のＰを組み
合わせてマーケティングを企画し、実施に移します。

「プレゼンテーション・ミックス」
「7Ｐ」の1つであるプロモーションは、マス・コミュニケー
ション、選択的コミュニケーションとしてDM／テレマーケテ
ィング／インターネット、人的コミュニケーションとしてアウ
トリーチ戦略／教育戦略／口コミ戦略があります。

⑭ソーシャルマーケティング 支援者向け

～社会的関係づくりの手法～

支援メニュー

支援者のツール 使用上の注意
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支援者は、事業者の現状を的確に分析し、地域に

ある経営資源を補填したり、不足する機能を埋め合

わせるため専門家と引き合わせたり、同様の志を持

つ仲間を紹介したりする役割があります。

これら支援者必須のスキルは、コーディネート技

術です。地域との関係性の中で事業者自らが問題を

解決するための支援をすることです。崩壊しつつあ

るコミュニティの中で、事業者を中心にしたつなが

りを発見し、関係者をつむぎ合わせるコミュニティ

の再生を担う役割といってもいいでしょう。

個
別
関
係
性 

の
最
適
化 

3つの 
ツール 6つの 

メニュー 

事
業
連
携
の
促
進 

地
域
資
源
の
循
環 

社
会
モ
デ
ル
の
創
出 

「未来発想型の問題解決手法」
事業の方向を間違えないために、最小の努力で最適の効果
をもたらすために、地域の未来をデザインするために、創
造的な問題解決手法は欠かせません。「KJ法」「PCM法」
「未来デザイン法」「IST問題解決法」などがあります。

●個別関係性の最適化を図ろう
事業関係者の利害を把握して、部分利益への執着に陥るリ
スクを乗り越え、全体利益を導けるように関係の最適化を
図るよう努力しましょう。

●事業連携の促進をしよう
自前主義による経営資源の囲い込みは、地域のリスクを高
めることにつながります。事業連携を促進し、経営資源を
共有しましょう。

●地域資源の循環を良くしよう
埋もれて活かされていない地域資源は地域の不良在庫で
す。地域資源（ヒト・モノ・カネ・情報・技術）を発掘し
資源リサイクルにより地域の経済循環度を上げましょう。

●新たな社会モデルを創出しよう
昆虫が変態するように、問題を抱える従来システムを脱皮し
て、次世代につながる新たな社会モデルを創出しましょう。

人がつながるための場を設定する

関係者の力を引き出す

地域の資源を循環させる

地域の未来をデザインする

従来の枠組みを越えさせる

事業推進の補助エンジンとなる

肩書きをはずし、心を開いて人々が交流できる場をつくる
ことで横のネットワークが広がってきます。

事業をデザインするのでなく、事業が活躍できる地域の未
来をデザインすることが求められています。

場をコントロールするのではなく、周りの力を引き出すた
めに聞く力を持つことが大切です。

人は自分を客観的に見ることができないものです。外部の
目で新しい枠組みを提示してみましょう。

地域にはどんな人が住み、どんな場所があり、どんな企業
があり、どんな制度があり、どんな知恵があるのかを知っ
て、どんどん紹介しましょう。

主力エンジンは事業者が起動させるものですが、たまには、
へこたれることもあります。そんなとき、補助的に元気づ
けるエンジンとなることも必要です。

「場の技法」
場には生命が宿るといってもいいでしょう。場の情報生産
力を高めるためには、感力と知力を備えた人材（コーディ
ネータ、ファシリテーター）が必要です。コミュニティビ
ジネスを活性化させるために、「場の技法」の1つであるワ
ークショップ（P120）は有効でしょう。

「地域資源のデータベース」
事業者に必要な経営資源をコーディネートするためには、コーディ
ネータが多様なデータベースを保有していることが重要です。地域
の人脈データベース、ファンド・助成金・エンジェルなどの金融デ
ータベース、固有技術や企業情報などビジネス・データベース、政
策・法律など制度データベースなどがあるといいでしょう。

⑮コーディネート技術 支援者向け

～関係性の中で問題を解決するスキル～

支援メニュー

支援者のツール 使用上の注意
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コミュニティビジネスにおいて、勝つことや業績

を残すことより優ることは、力を合わせることです。

客観的な支援だけでなく、コラボレーション（協働）

して事業者と共に汗を流すこともときには必要です。

地域のつながりを大切にするコミュニティビジネスで

は、情報や知恵を提供するだけでなく、一緒に体を動

かして働くことも関係を深めるために重要です。

行政、企業、マスコミ、専門家といった役割や肩

書きを一歩踏み超えてコラボレーションしましょう。

共同学習会やイベントの運営を手伝う
共同学習会やイベントの運営では、人手が足りないもので
す。日ごろやらない役割を買って出ましょう。

NPOの理事として経営に参加する
NPO法人には理事という制度があり、またセクターを越え
たパートナーシップが必要なときなど多様な支援者が理事
となっていれば有効です。

バックオフィス機能を担う
事務方は、支援者が得意とする場合が多いはずです。顧客管
理、レポート作成、経理事務、広報などを手伝いましょう。

ニーズ調査に出向く
市場のニーズをもう1つの目で確認するために、支援者が
直接聞き取りに出向く行為は役立ちます。

事業の実験台になる
発展段階の「社会実験期」では、クライアントになってみ
るなど実験台になると喜ばれます。

先進店を視察する
顔の割れていない支援者は、顧客として先進店に視察に行
くことができ、有効な協力です。

「体力」
支援者がコラボレーションする場合の支援ツールとして、
これといった特別のものは必要ないでしょう。まずは、人
手として体力を売りに協力することです。

●肩書きをはずす
対等な関係でコラボレーションするためには、意識して既
存の役割や肩書きをはずして付き合うよう努力しましょう。

●時間をつくる
支援者は、ほかに自分の本業を持っているはずです。本業
との両立を図るためには、時間のやり繰りを工夫する必要
があります。

●分かち合う
コラボレーションは労働を分かち合うことですが、場合に
よって、NPO法人の理事などのように事業リスクを分かち
合うこともあります。

●学び合う
事業者に貢ぐだけの関係でなく、支援者もコラボレーショ
ンから学び取れるものを意識して、お互いに学び合う関係
を築きましょう。

「事務処理能力」
支援者が実務を提供しようとするときのツールとして、支
援者の持つ事務処理能力が有効である場合が多くありま
す。特にNPOなどでは、制度上煩雑な事務処理、情報公開
のためのレポート作成や広報活動、会員をはじめとした顧
客情報管理など役立ち分野は多様にあります。

「評価のフィードバック」
コラボレーションにより事業者と一緒に汗を流すだけでは、支
援者の貢献は完了しません。共に働くことから見えてきた事業
上の課題について、気付きを共有し、事業評価をフィードバッ
クし、今後の対策を共に考える役割があります。

⑯コラボレーション 支援者向け

～共に汗を流し、働こう～

支援メニュー

支援者のツール 使用上の注意
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「少子高齢化社会を支える市民企業」 澤登信子、細内信孝、田中尚輝著　日本短波放送　1999.8

「地域を支え活性化するコミュニティ・ビジネスの課題と新たな方向性」
大島博文ほか著　神戸都市問題研究所　2002.9

「地域に根ざしたコミュニティ経済と都市再生」 加藤恵正著　地域政策研究第17号　2002.2

「地域を豊かにするコミュニティ・ビジネスのビジネスモデルに関する調査研究」
関東経済産業局編　関東経済産業局　2002.3

「都市ガバナンスとコミュニティ・ビジネス」 加藤恵正著　都市政策第108号　2002.7

●次世代型ビジネス
「商業集積開発・運営適正化調査」 山極完治、細内信孝ほか著　ソフトクリエーション　2000.3

「新業態開発に向けて」 高橋秀雄ほか著　名古屋商工会議所　1999.3

「『シリコンバレー』のつくり方」 東一眞著　中央公論新社　2001.3

「ベンチャー企業の『仕事』」 太田肇著　中央公論新社　2001.1

「ベンチャー・ビジネス」 鵜飼宏成著　同友館　2003.3

「フルセット型産業構造を超えて」 関満博著　中央公論社　1993.11

「ベン＆ジェリーアイスクリーム戦略」
ベン・コーエン、ジェリー・グリーンフィールド著　ピアソン・エデュケーション　1999.2

「マイクロビジネス」 加藤敏春著　講談社　2000.9

●起業家育成
「MBA起業家育成」 ウイリアム・Ｄ・バイグレイヴ著　学習研究社　1996.12

「起業物語」 起業支援ネット監修　ミネルヴァ書房　2002.9

「社会起業家」 町田洋次著　ＰＨＰ研究所　2000.12

「新･創業時代」 島崎喜一､大和信春､清水義晴著　博進堂　1993.11

●NPO
「NPOとは何か」電通総研編　日本経済新聞社　1996.2

「NPOの可能性を探る」 清水義晴著　にいがたNPOネットワークプロジェクト　2000.6

参考情報（図書・文献・講座・研究会）



Community Business Guidebook 〈127〉

Community Business Guidebook 

「NPOその本質と可能性」 加藤哲夫著　せんだい・みやぎNPOセンター　2001.8

「元祖有料ボランティア誕生」 右近プロジェクト編　市民出版会　2000.3

「ゴミからはじまる未来市民」 萩原喜之､清水義晴著　パラダイムシフト文庫　2001.2

「非営利組織の経営ー原理と実践」 P・F・ドラッカー著　ダイヤモンド社　1991.7

「非営利組織の『自己評価手法』」 P・F・ドラッカー著　ダイヤモンド社　1995.10

「ボランタリー経済の誕生」 金子郁容、松岡正剛、下河辺淳著　実業之日本社　1998.1

●まちづくり
「にいがたまちづくり事典　マチダス」 清水義晴ほか著　ニューにいがた振興機構　1999.2

「まちづくりの実践」 田村明著　岩波書店　1999.5

「ワークショップは宝の山」 平山恵、清水義晴著　パラダイムシフト文庫　1998.3

●ライフスタイル
「絵コロジー（改定三版）」 高月紘著　中部リサイクル運動市民の会　1997.6

「降りていく生き方『べてるの家』が歩む、もうひとつの道」横川和夫著　太郎次郎社　2003.3

「個人のライフスタイルとコミュニケーションの自立」
ジル・ジョーダン著　沖縄国際大学公開講座委員会　2003.3

「循環者になろう」 地球ファンクラブ編　中部リサイクル運動市民の会　2002.2

「スロー・イズ・ビューティフル」 辻信一著　平凡社　2001.9

「とても普通の人たち（ベリー オーディナリー ピープル）」四宮鉄夫著　北海道新聞社　2002.11

「悩む力　べてるの家の人々」 斉藤道雄著　みすず書房　2002.4

「べてるの家の『非』援助論」 浦河べてるの家著　医学書院　2002.6

「べてるの家の本ー和解の時代ー」 べてるの家の本製作実行委員会著　べてるの家　1992.3

●教育
「内発支援」 大和信春著　YRI 2003.5

「内発転換」 大和信春著　YRI 2003.4

「何もしない教育」 平井雷太、清水義晴著　博進堂　1996.8

「見えない学校、教えない教育」 平井雷太著　日本評論社　1997.9

●文化・民俗
「癒しの時代をひらく」 上田紀行著　法蔵館　1997.3

「可能なるコミュニズム」 柄谷行人編著　太田出版　2000.1

「カミの人類学」 岩田慶治著　講談社　1979.5

「共同幻想論」 吉本隆明著　角川書店　1982.1

「漁村民俗論の課題」 高桑守史著　未来社　1983.2

「幻想としての経済」 栗本慎一郎著　青土社　1980.12

「知の旅への誘い」 中村雄二郎、山口昌男著　岩波書店　1981.4
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「定住革命」 西田正規著　新曜社　1983.8

「できごとを運ぶ海　半農半漁村『深見』をめぐる生態人類学的研究」
村田元夫著　筑波大学環境科学研究科　1984.3

「文化人類学への招待」 山口昌男著　岩波書店　1982.9

「経済人類学への招待」 山内昶著　筑摩書房　1994.10

「文化と両義性」 山口昌男著　岩波書店　1975.5

「村と村人」 坪井洋文ほか著　小学館　1984.6

「野性の復興」 川喜田二郎著　祥伝社　1995.10

●未来社会
「えにし屋レポート～新生日本のビジョン～」 大和信春、清水義晴ほか著　はるネット　2002.4

「情報文化の学校」 松岡正剛監修　NTT出版　1998.4

「人類新生への適動設計」 大和信春著　YRI 2002.3

「複雑系としての経済」 西山賢一著　日本放送出版協会　1997.8

「フューチャーワーク　21世紀の働き方」 竹中平蔵監修　フジタ未来経営研究所　2001.1

「変革は、弱いところ、小さいところ、遠いところから」 清水義晴著　太郎次郎社　2002.12

「和道経営」 大和信春著　YRI 1995.11

「和の実学」 大和信春著　博進堂　1989.5

●場の技術
「覚醒のネットワーク」 上田紀行著　カタツムリ社　1989.12

「集団創造化プログラム」 清水義晴監修　博進堂　2002.8

「生命知としての場の理論」 清水博著　中央公論社　1996.11

「場の思想」 清水博著　東京大学出版会　2003.7

「場のマネジメント」 伊丹敬之著　NTT出版　1999.1

「ワークショップ」 中野民夫著　岩波書店　2001.1

●問題解決手法
「PCM手法の理論と活用」 国際開発高等教育機構編　国際開発高等教育機構　2001.5

「IST問題解決研修基本テキスト（vol.2.7）」 大和信春著　日本IST協会　2000.7

「開発援助のためのプロジェクト・サイクル・マネジメント　参加型計画編」
国際開発高等教育機構編　国際開発高等教育機構　1997.3

「KJ法」 川喜田二郎著　中央公論社　1986.11

「ソーシャル・マーケティング」フィリップ・コトラー、エデュアルド・Ｌ・ロペス著　ダイヤモンド社　1995.2

「知の編集工学」 松岡正剛著　朝日新聞社　1996.8

「ツイン・コンビネーション」 嶋崎喜一著　双申　1996.6

「入門ビジネス・コーティング」 本間正人著　ＰＨＰ研究所　2001.1

「PCM手法に基づくモニタリング・評価」 国際開発高等教育機構編　国際開発高等教育機構　1996.3

「野外科学の方法」 川喜田二郎著　中央公論社　1973.8
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参考講座・参考研究会（開催順）

コミュニティビジネスをテーマにした参考情報は、図書や文献だけでは収まりきれません。

特に参考となった講座や研究会やフォーラムを以下に掲載させていただきます。

「名古屋IST道場」 日本IST協会主催　1989年～

「エコ見本市」 カタツムリ社ほかエコ見本市実行委員会主催　1993年～2000年

「べてるの祭り」 ほ・の・ま主催　1995年～2002年

「新・創業塾」 新・創業塾主催　1996年～1998年

「会社ゲーム道場」 新・創業塾主催　1996年～

「見えない学校講座」 セルフラーニング研究所主催　1997年～2000年

「未来デザイン研修」 新・創業塾主催　1998年～

「地域リサイクルシステム研究会」 中部リサイクル運動市民の会主催　1998年～

「起業コンテスト」 起業支援ネット主催　1999年～2001年

「東邦コミュニティカレッジ」 東邦学園大学主催　1998年～

「えにし屋研究合宿」 はるネット主催　2000年～　

「循環者ネットワーク研究会」 中部リサイクル運動市民の会主催　2001年

「教えない教育コーディネータ実践講座」 セルフラーニング研究所主催　2002年～

「起業市場」 起業支援ネット主催　2002年～

「営義事業見本市」 地球ファンクラブ、起業支援ネット共催　2002年8月

「コミュニティビジネス起業＆ブラッシュアップセミナー」 起業支援ネット主催　2002年～

「コミュニティビジネス・コーディネータ養成講座」 地球ファンクラブ主催　2003年2月

「井戸端マーケティングゲーム」 起業支援ネット主催　2003年～

「集団創造化セミナー」 Eco-Branch主催　2003年～

「べてらーず市場」 Eco-Branch、地球ファンクラブ、えにし屋、べてるの家共催　2003年10月
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あ
RS（地域満足） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70

アセスメント  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 61

アライアンス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25 , 71 , 73

井戸端マーケティングゲーム  . . . . . . . . . . 46 , 53

インキュベート  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 119

インターン  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85

インタビュー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28 , 38 , 44

インタビューゲーム  . . . . . . . . . . . . . .32 , 52 , 118

NPO  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 , 59 , 95
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エンジェル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 71 , 73 , 119

遠心力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 58

オープンシステム  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 94

教えない教育  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 112

想い醸成  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20 , 22 , 27

か
カード集類法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47 , 52

会社ゲーム  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 118

外部評価  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60

カウンセリング  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47 , 102

かたづけ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 100

活程 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 120

起業市場  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 95 , 118

基軸デザイン  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 120

キャスティング力  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

求心力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

協働 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 65 , 73 , 94

共同学習  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20 , 23 , 41

クラスター  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18 , 87

ケア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 104

現代版のれん分け  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85

公益金融  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 94

考程 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 66 , 120

後方支援  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60

コーチング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 , 119

コーディネート . . . . . . . . . . . . . . . . . 47 , 117 , 122

コープ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37 , 65

コミュニティ・バンク  . . . . . . . . . . . . 65 , 90 , 94

コミュニティビジネス登録  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 81

コラボレーション . . . . . . . . . . . . . . . . 24 , 56 , 123

コンセプト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 48 , 52 , 97

さ
サロン  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 45 , 116

志縁ネットワーク . . . . . . . . . . . . . . . . 23 , 51 , 109

事業推進資源  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75

持続可能  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 , 36

実験パートナー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 61

シフトウェア  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 95 , 118

志民  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64 , 99 , 113

市民技術  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 98

市民出資  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 78 , 99

社会実験  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20 , 24 , 55

社会変革  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 21 , 65 , 84

集団創造化  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 120

循環者  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 108

情報生産技術 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 66 , 98

静脈産業  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 108

自立発展性  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 61

人財  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 71 , 94 , 117

心象図 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 34 , 76

スロー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19 , 106
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スロービジネス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20 , 56

スローフード  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 106 , 107

セルフインタビュー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28 , 30

セルフプロデュース . . . . . . . . . . . . . . . 28 , 34 , 39

ソーシャルマーケティング . . . . . . . . . . . . . . . . . 121

た
第二創業  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 36

他セクター  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24 , 56 , 60

地域内循環  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75

地域の茶の間  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 117

中間支援組織  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 , 43 , 59

出会いの場  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23

テーマコミュニティ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 79

できごと  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 114

テストマーケティング  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 58 , 67

寺子屋  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 112

ドゥーイング・シンクタンク . . . . . . . . . . . . . . . . 64

同志 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 , 30 , 50

な
ニュープロフィット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 36 , 93

ネットワーク分析  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 80

は
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謝　辞～あとがきに替えて～

書籍を発行するということは、多くの方々の、まさにボランタリーな行為の結

集です。ご協力いただいた皆さまに心から感謝いたします。特に、知恵の源泉と

して数々のヒントを与えていただいたえにし屋の清水義晴さん、研究者の立場か

ら常に本質を示唆していただいたはる研究院の大和信春さん、学びの場からいつ

も新鮮な問いを入れていただいたセルフラーニング研究所の平井雷太さんからは

多くのことを学びました。また、情報源となった調査や原稿の素材集めにご協力

願ったピー・エス・サポートの元岡征志さん、戸上昭司さんは、一緒になって本

づくりに取り組んでいただきました。そして、粗野な原稿に手を加えていただき、

レイアウトやイラストに究極の工夫をしてくださったニュープロ企画のほしかず

みさんはじめスタッフの方々には多大な尽力を注いでいただきました。最後に、

執筆の場を提供くださり、監修していただいた起業支援ネットの関戸美恵子代表

をはじめ、久野美奈子さんほかスタッフの皆さまにはいつも励まされました。

この場を借りて皆さまに御礼申し上げます。

執筆者一同
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大学を卒業後、経営コンサルタント会社にて、社員教育企画、人事コンサルタント業務に従事するも、

健康を害してしまい、療養を余儀なくされる。快復後、特定非営利活動法人起業支援ネットの常務理事

を務めNPO活動に携わる。同時に、さまざまな事業体と提携しながら新規事業の立ち上げや人事制度構

築等のコンサルタント業を営む。専門分野はワークショップを活用したコミュニティビジネスの育成支

援。自らをNPP（ニュー・プロフィット・パーソン）と称し、理念的な働き方を実験、模索中。「支援

は人の為ならず」をテーマに、支援がつくる支援づくり、つまり「支援の玉突き」をしていくことによ

り「志縁コミュニティ」の成立を目指している。趣味は最近始めたフットサル。

著者略歴

鈴木　直也（すずきなおや）1967年高知県生まれ

大学では森林生態学、生態人類学を学び、日本各地の農山漁村をフィールドワークする。出版社、シン

クタンク、経営コンサルタント会社の職歴を経て、1994年に（有）ピー・エス・サポートを設立する。

サラリーマン体質が合わず、転職の間、アジア、アフリカ、ヨーロッパ各国の放浪の旅に出ること3回。

独立後は経営コンサルタント業を営むが、フィールドワーク精神で中小企業の第二創業支援、NPO経営

支援、ベンチャー支援、起業家育成など次世代型事業の創出に携わる。現在、コミュニティビジネスの

フィールドづくりに入れ込むと同時に、志立のインキュベートオフィスを運営するなど独立自由人

（「脱般人材」）のネットワークづくりに力を入れている。中小企業診断士。

村田　元夫（むらたもとお） 1959年東京生まれ名古屋育ち
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